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（２）最寄り駅からの距離、交通機関及び所要時間がわかる図面
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① 設置の趣旨及び必要性

（１）社会的背景 

現在、新型コロナウイルス感染症や世界各地での大規模災害等の前例のない非連続な変

化により、我が国のデジタル化の遅れ、スピード感の欠如が露呈している。また、国家間の

覇権争いの中核が新興技術によるイノベーションに大きくシフトする中で、我が国の科学

技術・イノベーション力の更なる向上が喫緊の課題となっている。これらの急激な変化を踏

まえ、人文・社会科学の知も融合した総合知により真の“Society5.0”を実現するための戦

略的な科学技術・イノベーション政策の必要性が指摘されている。「統合イノベーション戦

略 2020」（令和２年７月 17 日閣議決定、大学における工学系教育の在り方に関する検討委

員会）では、危機感とスピード感を持ってデジタル化を加速し、社会システムを変革するイ

ノベーションを創出するとともに、その源泉である研究力を強化し、人文・社会科学の知も

融合した総合知によって、世界をリードする持続的かつ強靭な人間中心の“Society5.0”

を実現することを目指して、重点的に取り組むべき施策（Society5.0 の具体化）として以

下の４項目をあげている。 

①新型コロナウイルス感染症により直面する難局への対応と持続的かつ強靭な社会・経

済構造の構築

②国内外の課題を乗り越え成長につなげるイノベーションの創出

③科学技術・イノベーションの源泉である研究力の強化

④戦略的に進めていくべき主要分野

特に①～③の解決を目指した主要分野として明示した④では基盤技術としての AI、バイ

オテクノロジー、量子技術、マテリアルなどの世界最先端の研究開発や拠点形成、人材育成、

計測・分析技術の高度化等を推進すること、応用分野としての安全・安心（防災、感染症対

策、サイバーセキュリティ等）に関する新たなシンクタンク機能の検討や環境エネルギー、

健康・医療、宇宙、食料・農林水産業など、課題解決に向けた出口を見据え、産学官が連携

して取組を推進することが掲げられている。 

また、「工学系教育改革制度設計等に関する懇談会取りまとめ」（平成 30年３月、文部科

学省 工学系教育改革制度設計等に関する懇談会）では、工学系教育改革の実現に向けて重

点的に講ずべき施策の具体的な制度設計等として、以下の点が提言されている。 

①教員の意識改革も含め、学生が主体的に学び、進路を選択していく環境を確立するととも

に、産業界との連携プロジェクト等を通じて実践的教育を重点的に導入し、深い専門知識

と幅広い分野の知識の修得を可能とする教育体制の構築を目指した学科・専攻定員設定

の柔軟化と学位プログラムの積極的な導入

②情報科学技術（情報セキュリティを含む）、数理・データサイエンス（確率・統計を含む）

等の IT技術の活用にも繋がる学部段階における工学基礎教育の強化
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③社会のニーズの変化に対応し、他の専門分野に関心を示し、多様性を理解するとともに、

展開できる人材の育成のためのメジャー・マイナー制等の導入や企業等と連携したＰＢ

Ｌなど実践的な内容を盛り込んだ教育課程の実施を含めた学部・大学院連結教育プログ

ラムの構築

④産業界との教員人事交流促進等を含めた連携強化の必要性

一方で、「魅力ある地方大学の実現に向けて」（令和 2年 9月 2日、文部科学省 地方創生

に資する魅力ある地方大学の実現に向けた検討会議（第 1回））では、人口減少による地域

の活力の低下、都市部から地方への優秀な人材の還流が大きな課題として存在することか

ら、地方大学は、地域のニーズに応えるという観点からも充実し、知の拠点として地域なら

ではの人材を育成・定着させ、地域経済・社会を支える基盤となることが必要であり、かつ

地域特性・ニーズを踏まえた人材育成やイノベーションの創出・社会実装に取り組む地方大

学の機能強化、活性化が重要であることを指摘している。そのため、地方大学は、地方公共

団体、地域の産業界等と密に連携し、文理の枠にとらわれない STEAM人材の育成や地元企業

へのインターンシップ・リカレント教育の拡充や Society5.0社会の実現にとって不可欠な

数理・データサイエンス・AI 教育の推進やオンライン教育の活用により、地域において新

たな産業や雇用を創出し、地方創生の中核となることを目指すべきであると提言されてい

る。 

（２）本学の特徴と目指す方向 

本学は、学生定員の 8割が高専本科から大学 3 年次への編入生で、学部から大学院修士

課程までの 6年間一貫した教育により産業界や研究機関で活躍する人材を輩出してきた。

特に、学部 4年時の大学院進学者（約 85％が大学院進学）には約 5か月間の国内外の企業

等での実務訓練（長期インターンシップ）を課し、企業、公団、官庁等の現場で活動する

人々と交わり、現場指導者の監督のもとに自らもその活動に参加することによって、「技

術に対する社会の要請を知り、学問の意義を認識するとともに、自己の創造性発揮の場を

模索すること」と「実践的・技術感覚を養うこと」を目指してきた。こうした教育努力の

成果は、本学に対する企業関係者の高い評価によって挙証されている（例えば、2019年６

月、日経ＨＲ「日経 CAREER MAGAZINE 価値ある大学 2020年版 就職力ランキング」総合ラ

ンキング第 14位）。また、1990年代よりグローバル化時代の到来を予測して途上国から留

学生を積極的に受け入れ、グローバル技学教育ネットワークをアジア、中南米、欧州、ア

フリカの拠点大学と連携して展開してきた。平成 26年度に文部科学省が創設した「スー

パーグローバル大学創成支援事業」に採択され、全国高等専門学校及び海外連携大学との

ネットワークを基に、世界を牽引する実践的グローバル技術者教育を先導し続けてきた。

これらの実績から本学は 2018年にユネスコから SDGs(持続可能な開発目標)を先導する

「技学 SDGインスティテュート」として認定を受け、そして国連の担当部署からも SDGs
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の 9番目の目標(Industry, innovation and infrastructure)を先導する世界ハブ大学に

任命された（第一期：2018年～2121年５月末）。また、第二期（2021年～2024年５月

末）についても国連から再び任命され、SDG9ハブ大学を継続することとなった（資料

１）。さらに、５年一貫制博士課程の「技術科学イノベーション専攻」の横断的･異分野融

合的な知を備えた人材育成プログラムをベースとした、卓越大学院プログラムが平成 30

年に採択され、博士課程教育により一層の実践教育の充実を図り、根幹技術「ルートテク

ノロジー」の人材育成を目指している。 

前述の社会的背景を踏まえ、本学のこれまでの成果、つまり強みと特徴をベースに、

SDGsを先導する技術科学大学として、本学は SDGsを実現する Society5.0に貢献するグロ

ーバル技術者、更には地域の課題解決にも資する地方創生プランナー・プロデューサーの

育成を目指すこととした。ここで本学の考える地方創生プランナー・プロデューサーと

は、IoTや AIをはじめとする技術により、それぞれの地域における既存の産業の高度化・

活性化、地域の特徴や特質を活かした新産業創出を牽引する人材であり、自ら起業するケ

ースだけでなく、自治体・地方公共団体などより広い視点と立場で活躍することも想定し

ている。 

そのために、①IoT、AI、データサイエンスを駆使でき、横断的･異分野融合的な知を備

えた人材育成のための教育プログラムの構築、②モノづくり＋IT分野を中心とした先進的

研究・技術開発の推進とそれらによる財政基盤の強化、③強力な高等専門学校との絆を活

かした、ものづくり地方都市の持続的発展に向けた社会貢献、④経済成長が著しい途上国

の持続的発展を支援する研究開発および技術協力と人材育成、に力点を置き、第 4期中期

目標・中期計画が始まる 2022年４月に学部・大学院修士課程・大学院博士後期課程の改

組を行うこととした。これにより、学部から大学院修士課程までの連続性に配慮した学

士・修士６年一貫型教育およびその強みを生かした大学院博士後期課程教育の再編を実現

する。 

（３）改組の概要 

以上のようにコロナ下で急速に進むデジタルトランスフォーメイション（DX）により工

学教育への社会的要請は急激に変化している。それらに対応し、かつ本学の目指す教育を

実現するために、以下の改組を進めることとした。 

〇６工学課程から１工学課程５分野への大括り化 

本学では既に教員組織は教育組織と分離しており、柔軟な対応が可能である。一方で、

今後大学は益々社会情勢の変化や時代の要請によって、教育カリキュラムの柔軟な適応、

多様な人材供給に応えて行くことは重要な使命である。ビッグデータに始まる AIの社会

実装の急展開は、教育システムの転換の必要性の典型的な事例とも捉えられる。 

教育システムは、社会の要請に応じて教育組織を柔軟に改変できる体制を整備するこ
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とが求められる。物質材料工学と生物工学を学ぶ複眼的資質を持つ人材は今後も益々必

要とされてくる。また、数理データサイエンス・AI（人工知能）等の知識は全学生に求め

られるものとなっている。本申請においてはこれらの対応を計画しているが、将来のカリ

キュラム変更に迅速に対応できるように、改組により６工学課程から１工学課程５分野

への大括り化を行い、メジャー・マイナーコース、技術革新フロンティアコースを合わせ

て実施することで、新たな産業分野を牽引する技術者を育成するため、体系的に構成され

たカリキュラムによる融合分野教育を進めながら、世の中の必要性を先取りして、新しい

分野へも対応できるようにする。また、人材供給においても、大括り化により、社会情勢

や学生の指向を鑑みて、柔軟に定員管理を行うことで、社会の要請に迅速に対応する。こ

のような対応を着実に進めるためには、６工学課程から１工学課程５分野への大括り化

は必須である。（図①-１）。 

図①-１ 工学部の教育組織の大括り化 

〇物質材料工学課程と生物機能工学課程を融合し、物質生物工学分野へ 

2019年に内閣府エビデンスシステム（e-CSTI）にて調査された化学分野における産業

界の業務および事業展開・成長に重要な専門知識分野の結果を図①-２（他の工学分野

の結果を含めたまとめは資料２）に示す。なお、産業界の業務および事業展開・成長に

重要な専門知識分野の合計が 1％以上となる学問分野のみを提示している。化学産業分

野では、化学・材料に関連する学問分野の知識が必要であることに加え、生物、機械、

電気、情報関係の幅広い専門分野の知識が必要であること、特に化学分野と密接に関連

する生物分野の幅広い基礎知識や食品科学の専門分野に関する学びニーズ、研究ニーズ
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が高い。一方で、本学の物質材料工学課程および生物機能工学課程の３年次に編入して

くる高専生のほとんどは高専の物質、材料、生物の融合学科の卒業生である（表①-

１）。このため、産業界からの要望に応え、本学学生の約 8割を占める高専卒業生のバ

ックグラウンドを考慮し、物質材料（化学）分野と生物分野を総合的かつより深く学べ

るよう両工学課程を融合し、物質生物工学分野とすることとした。これにより、本学が

目指す地方創生への貢献にて期待される農林水産業と工業との連携を推進する人材育成

が加速すると期待している。後述するメジャー・マイナーコースにより、物質生物工学

をメジャーとし、機械や電気、情報分野をマイナーとして体系的に学ぶことで、化学の

素養を身につけた物質材料と生物の融合に加えて、機械、電気、情報の基礎知識を有

し、工学的見地から俯瞰的に地域課題の抽出と解決をできる技術者・研究者の養成が可

能となる。 

図①-２（添付省略）

１．図の題名
　　化学分野における産業界の業務および事業展開・成長に重要な専門知識分野

２．出展
　　内閣府e-CSTI 一般公開サイト（https://e-csti.go.jp）

３．引用範囲
　　人材育成に係る産業界ニーズの分析
　　内閣府 平成31年度（2019年度）科学技術基礎調査等委託事業「産業界と教育機
　関の人材の質的・量的需給マッチング状況調査」
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表①-１ 各高専に設置されている物質・生物系学科名 

〇学部へのメジャー・マイナーコースの導入 

大学には、社会の変化、多様化・複雑化する課題に迅速かつ柔軟に対応し、新たな課

題に対応する素養を持ち、新たな産業分野を牽引する技術者を育成するための教育・研

究が求められている。前述の通り、この度の改組では学部を１工学課程５分野に大括り

化し、社会の要請に応じて教育組織や教育カリキュラムを柔軟に改変できる体制を整備

する。一つの工学課程とすることで、複数の専門分野にまたがる融合領域分野に対応し

た科目や、他の専門分野を専攻する学生向けの科目群の設置・提供が従来よりも格段に

やりやすくなる。 

一方、Society5.0の実現に不可欠なイノベーションの創出には、ある専門分野に軸足

を置きつつ、他の専門分野の知識や技術を身につけることが重要である。例えば、建設

分野では、i-Construction と呼ばれる ICT技術による建設作業の高度化が進められてい

るが、それを更に推し進める技術者・研究者には、建設工学の知識・技術だけでなく、

制御工学、計測工学、通信工学、AI・データサイエンスなどの知識が求められる。この

ようなイノベーションの創出を目指す人材を育成するために、課程の大括り化による教

育組織・カリキュラムの柔軟化を積極的に活用しメジャー・マイナーコースを導入す

る。このコースの導入により、学生は自己の専門分野（メジャー）に加えて、将来携わ

りたい研究や技術開発に応じて、関連する専門分野（マイナー）を体系的に学べるよう

になり、柔軟な発想や複眼的視野を持つ技術者・研究者の育成につながるものと考え

る。 

学生は図①-１に示した５分野のいずれかを主たる専門分野とする。メジャー・マイナ

高専名 物質・生物系学科名 高専名 物質・生物系学科名

1 函館高専 物 質 環 境 工 学 科 21 和歌山高専 生物応用化学科

2 苫小牧高専 創造工学科　機能材料＆食品・バイオコース 22 米子高専 物質工学科

3 旭川高専 物質化学工学科 23 津山高専 総合理工学科　先進科学系

4 八戸高専 産業システム工学科　マテリアル・バイオ工学コース 24 宇部高専 物質工学科

5 一関高専 未来創造工学科　化学・バイオ系 25 阿南高専 創造技術工学科　化学コース

6 仙台高専 総合工学科　マテリアル環境コース 26 新居浜高専 生物応用化学科

7 秋田高専 創造システム工学科　物質・生物系 27 新居浜高専 環境材料工学科

8 鶴岡高専 創造工学科　化学・生物コース 28 高知高専 ソーシャルデザイン工学科　新素材・生命コース

9 福島高専 化学・バイオ工学科 29 久留米高専 生物応用化学科

10 茨城高専 国際創造工学科　化学・生物・環境系 30 久留米高専 材料システム工学科

11 小山高専 物質工学科 31 有明高専 創造工学科　応用化学コース

12 群馬高専 物質工学科 32 有明高専 創造工学科　環境生命コース

13 東京高専 物質工学科 33 北九州高専 生産デザイン工学科　物質化学コース

14 長岡高専 物質工学科 34 佐世保高専 物質工学科

15 富山高専 物質化学工学科 35 熊本高専 生物化学システム工学科

16 福井高専 物質工学科 36 都城高専 物質工学科

17 沼津高専 物質工学科 37 沖縄高専 生物資源工学科

18 鈴鹿高専 生物応用化学科 38 大阪府立大高専 総合工学システム学科　環境物質化学コース

19 鈴鹿高専 材料工学科 39 神戸市立高専 応用化学科

20 奈良高専 物質化学工学科
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ーコースを志望する学生は、副専門分野（マイナー）として他の４分野のいずれかを選択

する。各分野が用意するマイナー科目は、基盤科目と発展科目で構成され、学生は当該分

野に関する自己の基礎知識と身につけたい内容に応じてそれらの科目群から選択して学

習する。メジャー・マイナーコースの申請にあたっては、教員の指導を受けるものとする。 

〇技術革新フロンティアコースの設置 

新たな産業分野を創出する人材の輩出を目指し、従来の工学分野に軸足を置きつつ未

踏分野や融合領域に果敢にチャレンジする人材を育成する「技術革新フロンティアコー

ス」を設置する。このコースの学生は、図①-１に示した５分野のいずれかをメジャー

とし、マイナー科目の修得を必須とする。前述のメジャー・マイナーコースとの違い

は、この技術革新フロンティアコースの学生は一つの分野のマイナー科目だけでなく、

指導教員（指導教員は入学時点で決定の予定）との話し合いで各自の志向に合わせて複

数分野の科目で構成したマイナー科目の修得も可能なことである。更に、社会から強く

求められている STEAM 人材育成を目指し、このコースでは STEAMの A（リベラルアー

ツ）に対応した科目の修得を必須とする。 

技術革新フロンティアコースは、社会的な要求や重要度の高い融合領域に対応した人

材育成を行うための教育プログラムであり、時代に即した多様な分野が融合した新領域

に対応可能な学生を育て、新産業を牽引できるような人材を育てる。 

IT 技術を単に効率良く活用するだけでなく、自由な発想と創意工夫で、より良い社会

の実現に貢献できる STEAM人材を育成する。 

〇工学課程と工学専攻の関係性 

大学院における工学専攻の分野と学部における工学課程の分野は、図①-３に示すよう

に明快な対応関係を確保して、連続性を重視した教育を行う。さらに、今回の改組により

工学専攻と工学課程をそれぞれ大括り化することで、専門分野の細分化や閉鎖性を招く

ことなく、学部のメジャー・マイナーコースで学んだ他分野を大学院でさらに深く学ぶこ

とができるよう、主たる専門分野以外の分野の科目を修了要件単位として算入できるよ

うに設定している。なお、量子・原子力統合工学分野は学際的な学問分野でもあることか

ら、学部の全工学分野から進学できるようにしている。 

8



図①-３ 改組後における工学部工学課程と大学院修士課程工学専攻の連続性 

○養成する人材像

教育システムは、社会情勢の変化や時代の要請に応じて教育組織を柔軟に改編できる

体制を整備することが求められる。６工学課程から１工学課程５分野への大括り化を行

い、社会情勢の要請に応じて将来のカリキュラム変更に迅速に対応でき、新たな産業分

野を牽引する技術者を育成するための融合分野教育を進める。これにより新たに設置す

る工学課程では、各工学分野（機械工学、電気電子情報工学、情報・経営工学、物質生

物工学、環境社会基盤工学）で必要とされる基本的な専門知識及び実践的技術感覚を備

え、情報技術を活用して、関連分野及び融合領域の諸課題に対応し、グローバルな技術

展開のできる実践的・創造的能力を備えた指導的技術者・研究者を養成する。 

○学位の授与方針及び教育課程の編成・実施の方針

上記の人材を養成するために工学課程の学位授与方針（ディプロマポリシー）及び

教育課程の編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）を以下のように定める。 

・学位の授与方針（ディプロマポリシー） 

本学が目指す人材育成像は、情報技術を活用し、グローバルな技術展開のできる高度

な実践的・創造的能力を備えた指導的技術者・研究者です。そのために、学士課程では

教養科目、外国語科目、専門基礎科目、専門科目、及び課外活動を含む大学内外での幅
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広い学修により身につける学生の到達目標を以下の四項目とします。 

（ア）技術を支えるデータサイエンスを含む理数の概念と技法の習得、及び技術の側か

ら生命、人間及び社会を捉える素養の形成。 

（イ）理解・思考・表現・対話の基礎である言語・論理力の習得、及び安全・環境・文

化への技術の影響を配慮できる素養の形成。 

（ウ）技術科学各分野の専門の基礎知識と技能、及び情報技術を使いこなす能力の習得。 

（エ）英語による技術コミュニケーション基礎力の習得、及び国際感覚を持ちチームで

協働できる素養の形成。 

この目標のために開講される講義、演習、実験・実習科目、及び実務訓練又は課題研

究を履修し、卒業に必要な単位数を修得した者に学士号が授与されます。 

・教育課程の編成・実施の方針（カリキュラムポリシー） 

本学では、情報技術を活用し、グローバルな技術展開のできる高度な実践的・創造的

能力を備えた指導的技術者・研究者の育成を目指し、学士課程では、講義、演習、実験・

実習科目より構成される教養科目、外国語科目、専門基礎科目、専門科目による幅広い

学修を通じて、以下の四項目を習得できる教育プログラムを実施します。 

（ア）技術を支えるデータサイエンスを含む理数の概念と技法、及び技術の側から生命、

人間及び社会を捉える素養。 

（イ）理解・思考・表現・対話の基礎である言語・論理力の習得、及び安全・環境・文

化への技術の影響を配慮できる素養。 

（ウ）技術科学各分野の専門の基礎知識と技能、及び情報技術を使いこなす能力。 

（エ）英語による技術コミュニケーション基礎力、及び国際感覚を持ちチームで協働で

きる素養。 

さらに以上の四項目の総合的な実践ならびに学士課程における学修の総括を目的と

して、実務訓練を実施します。 

なお、成績評価は、シラバスに明示される達成目標や基準等に従って、試験、レポー

ト、口頭試験等で公正に行われます。 

工学課程各分野のディプロマポリシーとカリキュラムポリシーの相関については、

資料３に示す。 

（４）本学の改組に対するステークホルダーの意見 

本学のステークホルダーである 57校の高専校長、高専の所在する地域および新潟県内の

自治体、および本学学生の就職先・実務訓練派遣先企業等に今回の改組についての意見をア

ンケート調査した。その結果、以下のような結果を得ており、ステークホルダーの大部分か
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らも強い支持を得ている。（回答は 50高専、56自治体、196社） 

〇50校の高専校長へのアンケートのまとめ 

・学部、大学院における専門分野の大括り化、メジャー/マイナー制度の導入、技術革

新フロンティアコースの新設に対して大多数の高専の校長は肯定的で、技術者育成

にとって効果的であり、学生にも勧めたいとの意向を持っている。 

・また、約 80％の高専校長は企業等に就職している高専 OB・OGに技術革新フロンティ

アコースを勧める意向を持っている。さらに、約 60％の校長は就職を考えている学

生に対しても大学進学を後押しする効果もあると認識している。 

〇高専の所在する地域および新潟県内の自治体へのアンケートのまとめ 

・ほぼ 100％の自治体では、人材育成教育におけるメジャー/マイナー制度の導入、リ

ベラルアーツ教育、融合領域・境界領域分野の教育は有効であると認識し、本学の取

組を歓迎している。 

・卒業・修了後に地元に戻って地域産業を牽引する人材として活躍することを積極的に

サポートする本学の取組に対しても約 95％が肯定的で、強く望まれている。 

・具体的な取組み内容についても、55％以上の自治体が有効であると表明している。 

〇本学の学生が就職している企業等、および実務訓練派遣先となっている企業等へのア

ンケートのまとめ 

・90％以上の企業は、社会の要請や大学の戦略に基づいた新たなカリキュラムを柔軟、

かつ迅速に提供するためには、学部および大学院の課程および専攻の大括り化が必

要で、かつメジャー/マイナー制度の導入が技術者育成に有効であると認識している、

さらにそのようなカリキュラムで育成される学生に興味を持っている。 

・技術革新フロンティアコースを新たな事業立ち上げのための人材育成教育として活

用したい意向を持っている企業は 55％以上であることから、本コースは企業技術者

のリカレント教育としても有用である。 
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② 学部・学科等の特色

（１）学部の特色 

AI 技術やデータサイエンスの進展は、DX（デジタルトランスフォーメーション）に代

表されるように社会や産業にも大きな変革をもたらしはじめている。この動きは加速し

ており、少子高齢化などの社会情勢と相まって、スマート農業、i-Construction といっ

た新たな産業への期待が高まっている。このような新産業を創出し牽引する技術者には、

従来の単独の工学分野に関する知識や技術だけでなく、他の工学分野や境界・融合領域分

野に関する知識や技術が求められる。 

改組後の工学部は、従来の６課程を１課程（工学課程）に大括り化し、その中に基幹産

業に対応した学問分野を設置する（従来の物質材料工学課程と生物機能工学課程をまと

め、物質生物工学分野とする）（図①-１）。これにより、社会や産業の変化にあわせて各

分野の内容や規模を柔軟に変更できるだけでなく、新たな産業に対応した融合領域分野

の教育を迅速に提供できるようになり、社会の要請にタイムリーに応える人材育成が可

能になることが改組後の工学部の特色である。 

（２）分野構成 

工学課程内に設置する学問分野は、以下の５分野である。 

・機械工学分野 

・電気電子情報工学分野 

・情報・経営システム工学分野 

・物質生物工学分野 

・環境社会基盤工学分野 

これらの分野は e-CSTIの「産業界の業務および事業展開・成長に重要な専門知識分野」

にて掲げられている産業界の主要な業種に対応する学問分野である。学生はこのいずれ

かの分野に対応した学位プログラムを修める。 

本改組においては、新たな産業分野を創出する人材の輩出を目指し、従来の工学分野に

軸足を置きつつ未踏分野や融合領域に果敢にチャレンジする人材の育成を大きな柱とし

ており、２つのコースを新たに設置する。一つはメジャー・マイナーコースであり、二つ

目は技術革新フロンティアコースである。 

（３）メジャー・マイナーコース 

改組を機に導入するメジャー・マイナーコースを利用して各自の志向に応じて他分野

のマイナー科目を修めることが可能である。本学の学生の約８０％は高専からの編入学

生であり、高専で上記工学分野のいずれかに対応した分野を学んできており、メジャー・

マイナーコースを活用することで自己の専門分野を深めつつ、マイナー科目で異なる工

学分野の基礎を習得し、今後重要となる新たな産業分野の担い手としての素地を養う。メ
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ジャー・マイナーコースの学生は、入学あるいは編入学時（１年推薦入試合格者、３年編

入学者）もしくは第１学年１学期終了時（１年一般入試合格者）に配属された上記５分野

のいずれかをメジャー（主たる専門分野）とし、それ以外の４分野からマイナーを選択す

る（図②−１）。 

図②−１ 学問分野とメジャー・マイナーの関係 

（４）技術革新フロンティアコース 

技術革新フロンティアコースは、社会的な要求や重要度の高い融合領域に対応した人

材育成を行うための教育プログラムであり、時代に即した多様な分野が融合した新領域

に対応可能な学生を育て、新産業を牽引できるような人材を育成する。複数分野のマイナ

ー科目の履修や早期からの研究開発活動により、融合領域分野の研究・技術開発でイノベ

ーションを起こすことを志向し、かつ、世界的な課題である SDGs を特に強く意識した

STEAM 人材の育成を目指す。このコースの学生は、（２）分野構成で示した５分野のいず

れかをメジャーとし、マイナー科目の修得を必須とする。メジャー・マイナーコースとの

違いは、この技術革新フロンティアコースの学生は、一つの分野のマイナー科目だけでな

く、指導教員との話し合いで各自の志向に合わせて複数分野の科目で構成したマイナー

科目の修得も可能なことである。図②-２で示したように、例えば物質生物工学分野をメ

ジャーとし、機械工学分野、電気電子情報工学分野を２つのマイナーとして学修すること

により、融合領域である「バイオメカトロニクス」領域で活躍できる学生を育成する。更

に、社会から強く求められている STEAM 人材育成を目指し、このコースでは STEAM の A

（リベラルアーツ）に対応した科目の修得を必須とする。具体的には、３年次に開講する

「SDGs 探求演習１」「SDGs 探求演習２」にて、SDGs の課題が設定された背景を学び、そ

れらを題材としたグループディスカッションやディベートを通じてファシリテーション

やチームをまとめる素養を身につけるとともに、SDGs を単なる知識ではなく技術者の社

会的責任として自覚させる。 
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図②-２ 

技術革新フロンティアコースにおける融合領域に対応したマイナー科目のイメージ 
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③ 学部・学科等の名称及び学位の名称

（１）学部及び課程の名称 

工学部／工学課程 (School of Engineering / Bachelor's Program in Engineering) 

本学は、実践的・創造的能力を備えた指導的技術者の要請を目的としており、基幹産

業に対応する工学分野を学問領域として持つ。従って、これまで通り「工学部」を学部

名称とする。基幹産業分野に対応した５つの学問分野で構成される課程は、工学分野を

広く対象とするため、学部名と同様に「工学課程」を課程名称とする。 

各分野の名称は以下のとおりとする。 

機械工学分野／Mechanical Engineering 

電気電子情報工学分野／Electrical, Electronics and Information Engineering 

情報・経営システム工学分野／Information and Management Systems Engineering 

物質生物工学分野／Materials Science and Bioengineering 

環境社会基盤工学分野／Civil and Environmental Engineering 

（２）学位の名称 

学士（工学） (Bachelor of Engineering) 

学部における教育課程を修了した者には、広く産業界で技術開発等に携わる技術者

に必要とされる工学の基礎知識と技術を身につけていることが期待される。工学分野

に関する知識と技術を獲得した者に授与する学位名を「学士（工学）」とする。 
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④ 教育課程の編成の考え方及び特色

（１）教育課程の編成の考え方 

○工学課程カリキュラムポリシー

本学では、情報技術を活用し、グローバルな技術展開のできる高度な実践的・創造的能

力を備えた指導的技術者・研究者の育成を目指し、学士課程では、講義、演習、実験・実

習科目より構成される教養科目、外国語科目、専門基礎科目、専門科目の履修による幅広

い学修を通じて、以下の四項目を習得できる教育プログラムを実施します。 

（ア）技術を支えるデータサイエンスを含む理数の概念と技法、及び技術の側から生

命、人間及び社会を捉える素養。 

（イ）理解・思考・表現・対話の基礎である言語・論理力の習得、及び安全・環境・

文化への技術の影響を配慮できる素養。 

（ウ）技術科学各分野の専門の基礎知識と技能、及び情報技術を使いこなす能力。 

（エ）英語による技術コミュニケーション基礎力、及び国際感覚を持ちチームで協働で

きる素養。 

さらに以上の四項目の総合的な実践ならびに学士課程における学修の総括を目的とし

て、長期インターンシップである実務訓練を実施します。 

なお、成績評価は、シラバスに明示される達成目標や基準等に従って公正に行われます。 

学修成果の評価の方針は、以下のとおり。 

情報技術を活用し、グローバルな技術展開のできる高度な実践的・創造的能力を備えた

指導的技術者を育成するために、学修成果の評価は、「技術を支える理数の概念と技法」、

「技術の側から生命、人間及び社会を捉える素養」、「理解・思考・表現・対話の基礎であ

る言語・論理力」及び「安全・環境・文化への技術の影響を配慮できる素養」の獲得を主

たる目標とする講義科目では、試験、レポート等でその達成度を評価し、「技術科学各分

野の専門の基礎知識と技能を使いこなす能力」、「英語による技術コミュニケーション基

礎力」及び「国際感覚を持ちチームで協働できる素養」の獲得を主たる目標とする演習・

実験・実習科目では、レポート、口頭試験等でその達成度を評価する。 

各分野においては、上記ポリシーのもとで各分野のカリキュラムポリシーに従って教

育課程を編成している（資料３）。基本的な編成方針としては、第１学年、第２学年にお

いては、主として専門基礎科目を学習させ、第３学年、第４学年においては、発展的な専

門科目を学習させる。本学の特徴である第３学年への工業高等専門学校からの編入生と、

高校からの第１学年入学生が適合出来る様に科目群を構成している。また、全分野におい

て、第４学年の学生には、原則として企業等にて長期インターンシップである実務訓練を

受けさせ、実社会における実践的な技術を体験させる。 

授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用によ

16



り行われるが、１単位の履修時間は、45 時間の学修を必要とする内容をもって構成する

ことを標準とし、次の基準により計算する。 

 講義は、15 時間の授業と 30時間の予習・復習をもって１単位とする。

 演習は、30 時間の授業と 15時間の予習・復習をもって１単位とする。

 実験・実習、製図等は、45時間の授業をもって１単位とする。

本学での改組後の教育の流れを図④-１にまとめる。本学では、１年入学者は２年次ま

でに修得すべき単位が専門基礎科目、外国語科目、教養科目（基礎科目）で各々定められ

ており、これを満たした者が３学年に進級できる。また、３学年からは３年次編入学生と

ともに専門科目、外国語科目、教養科目（発展科目）を履修し、所定の単位を修得した者

は、基本的に４年次２学期から３学期に実務訓練を履修する。（一部本学大学院に進学し

ない者等は、課題研究を履修する。） 

データ数理サイエンス科目を必修科目として、経済・経営関連科目、環境関連科目を履

修推奨科目とし、視野の広い技術者・研究者の育成を行う。又、複数分野の知識をもって

複合的・融合的な技術革新を先導する学生を育成するためにメジャー・マイナーコースを

導入し、さらに STEAM 人材育成を目的として技術革新フロンティアコースを新設してい

る。 
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図④-１ 改組後の教育体制 
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（２）分野内科目構成の考え方 

○教養科目について

教養科目は、人間・社会のための技術科学という視点を踏まえながら、人間性を陶冶し、

健全な心身を養うとともに、広い視野に立った的確な洞察力と、総合的な判断力・創造的

能力、及び指導的技術者としての自覚を培うことを目的として開講する。 

教養科目は、大きくは基礎科目、発展科目、社会活動科目の３つに類別される。基礎科

目は教養基礎科目、人文科学系基礎科目、社会・管理科学系基礎科目、AI・データ数理系

基礎科目の４つの小分類、発展科目は人文科学系発展科目、社会・管理科学系発展科目、

AI・データ数理系発展科目、複合領域科目の４つの小分類、社会活動科目は社会活動基盤

科目、ボランティア実践活動科目の２つの小分類から成る。 

データ数理サイエンスの知識・応用力を身につけるための科目を必修科目として学部

２年次、３年次に開講する。また、今後の技術者・研究者にとって重要な経営・経済の視

点を身につけるための科目、環境問題・SDGsへの意識の涵養のための科目を配置する。 

○機械工学分野

機械工学分野では、現在及び近い将来において機械系技術者に対して求められる社会

的要請に対処する能力を持つ技術者の養成を目的として三つのコース（１．メカトロニク

スコース、２．スマートファクトリーコース、３．環境・エネルギーコース）を設けてい

る。学部のカリキュラムは、全コース共通の機械と IT を融合した機械 DX 技術者として

の基礎的な科目と各コース固有の科目から構成されている。 

本分野のカリキュラム編成は以下の様である。専門基礎科目（１、２年向け）は、必修・

基礎自然科学選択・第一選択（工学一般の基礎科目）・第二選択（機械工学の基礎科目）

から構成される。これらの科目は全て全コース共通である。 

専門科目（３、４年向け）は、必修・選択必修・・一般選択から構成される。選択必修

の 15科目は、高い専門的能力をもつ機械技術者として必要な共通の知識と能力を養成す

るためのものである。特に計測制御工学、機械力学、スマートファクトリー、応用熱力学、

流体力学、機械材料、応用材料力学は全科目を履修することを推奨する。それら以外の８

科目は、より専門的な知識を利用するための総合的な能力を養成するためのものである。

一般選択科目は全コース共通のものである。このうち、基本的な安全方策の考え方を学ぶ

「安全工学基礎」は履修を推奨している。 

○電気電子情報工学分野

電気電子情報工学分野の第１、２学年では主として専門基礎科目を学習させ、第３学年

からは電気エネルギー・制御工学、電子デバイス・光波制御工学、情報通信制御システム

工学の３つのコースにおける専門科目を学習させる。 

電気エネルギー・制御工学コースでは、電力・エネルギーシステム・制御に関連する講
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義を開講し、現代社会を支えるエネルギーシステムについての基礎から最新技術までを

修得させる。 

電子デバイス・光波制御工学コースでは、電子デバイス・光波制御工学に関連する講義

を開講し、電子材料物性及び光学の基礎を修得させる。また、高度情報化・効率的エネル

ギー・安全安心を指向した社会を支える電子・光等の複合機能を持つ先端デバイス技術を

修得させる。 

情報通信制御工学コースでは、情報基礎、情報システム、通信システム、制御システム

に関連する講義を開講し、情報通信制御工学関連の基礎から最新技術までを修得させる。 

第４年学年においては電気技術英語・数理統計学を開講し、専門分野に関する英語に 

ついての能力向上および数理統計情報に関する技能を習得させる。 

○情報・経営システム工学分野

情報・経営システム工学分野では第１学年においては自然科学・人文科学・社会科学の

専門基礎科目群を設置し、技術科学の基礎となる教養を修得させる。第２学年以降は、デ

ータサイエンス、応用情報学、マネジメントを中心とした専門基礎科目および専門科目群

を設け、情報技術の基盤である数理統計・アルゴリズム・プログラミング、情報技術を応

用するための人工知能・人間工学・インタフェースについて専門的に学習させる。さらに、

情報社会において得られた情報を十分に活用するための意思決定・マネジメント、および、

情報科学を活用した環境・経済に対するアプローチや理論について専門的に学習させる。 

○物質生物工学分野

物質生物工学の分野では、未来の産業創造と社会変革の主役となる医療・介護、エネル

ギー・環境保全、エレクトロニクス、情報通信、食品、安全などの物質科学、生命科学の

融合学際領域で欠かせない最先端の材料・バイオテクノロジーの創出とそれらを活用し

た生産プロセスを開発できる能力を持つ技術者の養成を目的として科目を配置している。

 専門科目では第１、２学年において専門基礎科目、第３、４学年で多彩な専門科目を開

講する。専門基礎科目では化学・物理・生物学の基礎を学習する。分野配属する第１学年

後半からは段階的に物質生物工学分野の中核をなす５つの専門分野である、物理化学お

よび生物物理、無機化学、有機化学および高分子化学、生化学、生命科学の講義で基礎的

な内容を学習する。第３、４学年ではこれらの５つの専門分野のより高度かつ深化した内

容の講義科目を選択学習する。また専門基礎科目および専門科目ともに、本分野の技術者

として必須の分析・解析・評価技術を実験・実習・演習を通じて学習する。教養科目とし

て開講する「データサイエンス D」にて情報技術の基礎的素養を身に着け、専門科目で習

得した基本的理論に基づく分析結果の解釈方法を学習する。 第３学年では必修である

「物質生物工学概論」において物質生物分野で求められている社会的要請と解決すべき
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課題を学習し、第３学年後半から始まる「物質生物工学総合演習１・２」で進むべき分野

を明確にし、論理的思考の下に専門的知識・技術を使いこなす問題解決能力を身につけ、

材料、生物資源、プロセスの動向・情報を多角的に理解する。 

○環境社会基盤工学分野

第１学年では数学、物理、化学、生物などの専門基礎科目について、第２学年では環境

社会基盤工学の主要な基礎科目である応用力学、水理学、土質力学、建設材料学等につい

て学習する。第３学年では環境社会基盤工学の各分野における共通基礎科目である社会

基盤と情報技術、防災・復興工学、地球環境学、専門数学、などのコア科目のほか、環境

社会基盤工学の主要な科目について、より高度な専門理論を学習する。第４学年では環境

社会基盤工学の広範囲にわたる各分野の専門科目について選択学習するとともに、実験

及び設計実習を行う。 

本カリキュラムは環境社会基盤工学全般の基礎及び防災システム、環境マネジメント、

社会基盤デザイン、社会基盤マネジメントに関する講義・実験・実習・演習を通じて教育

目的、教育目標を達成するように編成されている。 

（３）カリキュラムを構成する科目群と各分野カリキュラムポリシー 

【教養科目】 

[基礎科目] 

○教養基礎科目

技術科学をとりまく諸事情を理解する力を身に付けてゆくのに必要な基盤的技能

を習得させるための科目。理系、文系、体育系の基盤的な思考力、技能や体力、精神

力の訓練、鍛錬を演習、実技等を通して行うことを特色とする。 

○人文科学系基礎科目

人類の文化的諸活動を中心に、人間性や人間としての在り方の視点から、技術科学

をとりまく諸事情を理解するのに必要な基礎的能力を育成するための科目。哲学・思

想、史学、文学の各領域の基礎的学術分野を含む。 

○社会・管理科学系基礎科目

人類の社会的・経済的活動などを中心に、社会の仕組みや秩序、社会における規範

などの視点から、技術科学をとりまく諸事情を理解する力を育成するための科目。法

学、経済学、社会学の基礎的学術分野に加え、管理科学系の基礎としてのシステム・

情報科学などの分野を含むことを特色とする。 

○AI・データ数理系基礎科目

人類の社会的・経済的・文化的諸活動は、今日、AI（人工知能）や情報技術の発展

と切り離して考えることができず、これらの学術領域への理解は人類の未来を展望す

る上でも必須となっている。この人類の諸活動を支える AI・情報技術分野を理解する

21



ための基礎的科目である。 

[発展科目] 

○人文科学系発展科目

人類の文化的諸活動を中心とした技術科学をとりまく諸事情の理解を踏まえて、

人類の幸福と繁栄のために技術科学を応用する意義を認識し、新しい技術科学分野

を開拓する創造力育成の素地を形成するための科目。哲学・思想、史学、文化論の各

領域の発展的分野に加え、表現法、思考法や技術者としての倫理観を養成する分野と、

多様な文化に対する理解を深め、国際社会で活躍する技術者に必要な教養を養う分

野なども含む。 

○社会・管理科学系発展科目

人類の社会的・経済的活動を中心とした技術科学をとりまく諸事情の理解を踏ま

えて、人類の幸福と繁栄のために技術科学を応用する意義を認識し、新しい技術科学

分野を開拓する創造力育成の素地を形成するための科目。法学、経済学、社会学の各

領域の発展的分野に加え、経営学、管理科学、政策科学、システム・情報科学のなど

の発展的分野も含む。 

○AI・データ数理系発展科目

人類の社会的・経済的・文化的諸活動を支える AI・情報技術分野への基礎的理解

を踏まえて、人類の幸福と繁栄のために技術科学を応用する意義を認識し、新しい技

術科学分野を開拓する創造力育成の素地を形成するための科目。工学の各専門領域

に密接に関連する AI・情報技術へのより深い理解を促すための科目を、学部各分野

でそれぞれ設けている。 

○複合領域科目

産業技術、人文科学、社会科学、健康・スポーツ科学などによる複合的アプローチ

により、新しい技術科学分野を開拓する創造力を育成するための科目。現実の問題を

とらえるのに不可欠な学際的テーマの講義科目、多様な分野の複数教員での科目担

当などにより、柔軟な態勢で科目構成を行うことを特色とする。なお、技術者倫理に

関する科目は、このカテゴリーでの必修科目としている。 

[社会活動科目] 

○社会活動基盤科目

社会人、技術者として、社会に対する責任を自覚し、社会の変化に柔軟に対応し、主

体的に社会的活動にたずさわってゆくのに基盤となる実践的能力を育成するための科

目。情報技術の社会活用、ビジネス活動、ボランティア活動などに関する基盤的素養の

実践的な習得を特色とする。 

○ボランティア実践活動科目
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社会的貢献を体験的に実践し、自主性、積極性及び問題発見・解決能力などの資質

を養うことをねらいとする科目。 

また、経済・経営、データ数理サイエンス、環境関連の科目（表④-１）を、専門分野

にかかわらず履修が推奨される科目として以下のように開設している。 

＜経済・経営＞ １～４年次で１科目２単位を選択必修。 

＜データ数理サイエンス＞ ２年次で「情報処理概論」を必修。「数理・データサイエ

ンス・人工知能への誘い」を１、２年次選択科目として設置。３、４年次で各

分野の「データサイエンス」を必修。 

＜環境＞ １、２年次に「グローバル環境学概論」、３、４年次に「地球環境と技術」

を選択科目として設置。履修推奨科目とする。 

表④-１ 経済・経営、情報、環境関連科目 

【外国語科目】 

単

位 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

グローバル環境学概論 (2) 環境科目

地球環境と技術 (2) 環境科目

ミクロ経済分析 (2) 経済･経営科目

マクロ経済分析 (2) 経済･経営科目

経営工学概論 (2) 経済･経営科目

商学概論 (2) 経済･経営科目

ビジネスとマネジメント (2) 経済･経営科目

地域経営概論 (2) 経済･経営科目

地域産業と国際化 (2) 経済･経営科目

情報処理概論 2 2 ﾃﾞｰﾀ数理ｻｲｴﾝｽ科目

数理・データサイエン
ス・人工知能への誘い

(2) ﾃﾞｰﾀ数理ｻｲｴﾝｽ科目

データサイエンスＡ (2) 2
ﾃﾞｰﾀ数理ｻｲｴﾝｽ科目

(機械分野)

データサイエンスＢ (2) 2
ﾃﾞｰﾀ数理ｻｲｴﾝｽ科目

(電気分野)

データサイエンスＣ (2) 2
ﾃﾞｰﾀ数理ｻｲｴﾝｽ科目

(情経分野)

データサイエンスＤ (2) 2
ﾃﾞｰﾀ数理ｻｲｴﾝｽ科目

(物生分野)

データサイエンスＥⅠ (1) 1
ﾃﾞｰﾀ数理ｻｲｴﾝｽ科目

(環社分野)

データサイエンスＥⅡ (1) 1
ﾃﾞｰﾀ数理ｻｲｴﾝｽ科目

(環社分野)

　※ 単位欄の（　）は選択科目の単位である。

(第1学期)

(第2学期)

備考

(第2学期)

(第2学期)

(第1学期)

(第1学期)

(第1学期)

(第1学期)

(第2学期)

(第1学期)

科目名
１学年 ２学年 ３学年 ４学年
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外国語科目は、それぞれの外国語の実際的運用能力を身につけることを第一の目的と

し、併せて外国語の修得に伴って外国文化に関する知識をひろめ、国際的に視野を広げて

行くことを第二の目的としている。本学では、第一外国語として英語、第二外国語として

中国語及び韓国語の科目を置いている。 

【各分野のカリキュラムポリシー、専門基礎科目・専門科目（科目系統図）】 

○機械工学分野

技術科学の基盤となる科目群を１、２学年に配置する。機械技術者・研究者の基幹たる

設計に関する科目群を１年から３年まで技法・知識・応用と展開させる。３、４学年には

必修科目としてデータサイエンスに関する科目を、選択科目としてメカトロニクス、スマ

ートファクトリー、環境・エネルギーの各コースの専門科目群を、それぞれ配置する。 

設定した目標に向け既修得の知識・技術を適用して計画を立て、実験・調査・研究を遂

行、その結果を論理的・体系的に分析・整理する能力を育成するために、３、４学年で開

講する機械工学実験において個別に課された研究課題に取り組ませる。技術に対する社

会の要請を深く理解させ、機械技術者・研究者としての総合力を成熟させるために実務訓

練・課題研究を必修科目として配置する。 

英語での情報収集や情報発信の課題への取り組みを通じて国際コミュニケーションの

基礎を身に着けさせる。さらに多様な国籍の学生で構成された各研究室において、研究活

動を通じて国際感覚の醸成と多様な価値観を持ち寄っての協働を実践させる。また、他分

野の科目をマイナー科目として学び、応用展開力を養う。 

機械工学分野の専門基礎科目・専門科目（科目系統図）は資料４、５のとおり 

○電気電子情報工学分野

第１、２学年では主として専門基礎科目を履修し、第３学年からは電気エネルギー・制

御工学、電子デバイス・光波制御工学、情報通信制御工学の３つのコースのいずれかに配

属し、専門科目を系統的かつ横断的に履修する。 

第１、２学年では基礎数学科目、基礎自然科目（物理、化学等）、専門基礎科目（電気

磁気学、電気回路、電子回路などの電気系科目、情報処理、確率統計等の情報処理・デー

タサイエンス科目）によって、電気・電子・情報工学における技術者としての基礎を講義

で学ぶとともに、演習・実験科目（電気磁気学演習、電気回路演習、電気工学基礎実験、

情報処理演習等）によって電気電子情報工学技術者・研究者に必要な基礎的素養を修得し、

第３学年以降の専門科目に対応する基礎学力を身につける。 

第３学年以降では、電気電子情報工学技術者・研究者としての幅広い知識と数理データ

サイエンスの素養を身につけるために共通科目（上級電気磁気学、アナログ回路工学、デ

ータサイエンス）を履修する。また、電気電子情報技術分野全般に柔軟に対応できる能力

を養うために、制御理論、電子デバイス・フォトニクス工学、信号理論に関する各コース
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の基幹科目を必修として履修するとともに、専門数学に関する科目を必修として履修し、

数理的な解析・分析能力を身につける。さらに、各コースにおいて必要とされる専門能力

を身につけるために、配属されたコースの専門選択科目を履修して専門領域の知識を深

める。また、他分野の科目をマイナー科目として学び、応用展開力を養う。 

第３学年では電気電子情報工学実験と実践演習によって基礎実験知識を修得し、必要

な専門知識とそれらを応用する能力を身につける。さらに、第４学年前半の特別考究及び

プレゼンテーションによって、エンジニアリングデザインと情報発信の能力を養う。第４

学年後半では実務訓練または課題研究を通じ、専門知識を問題解決に用いる実践的・創造

的能力を身につける。 

電気電子情報工学実験のレポートや、特別考究及びプレゼンテーションにおいて、課題

の一部に英語を使用して実践的な場面で読解力と表現力を養う。さらに、技術英語関連科

目を履修し、国際的なコミュニケーション能力の基礎を身につける。 

電気電子情報工学分野の専門基礎科目・専門科目（科目系統図）は資料６、７のとおり。 

○情報・経営システム工学分野

第１、２学年ではデータサイエンス、応用情報学、マネジメントを中心とした専門基礎

科目群を設け、情報技術の基盤となる数理統計・アルゴリズム・プログラミング、情報技

術を応用するための人工知能・人間工学・インタフェースの基礎について学習する。情報

社会において得られた情報を十分に活用するための意思決定・マネジメント、および、情

報科学を活用した環境・経済に対するアプローチや基礎理論について学習する。 

第３、４学年ではデータサイエンス、応用情報学、マネジメントを中心とした専門科目

群を設け、情報技術の基盤である数理統計・アルゴリズム・プログラミング、情報技術を

応用するための人工知能・人間工学・インタフェースについてより専門的に学習する。情

報社会において得られた情報を十分に活用するための意思決定・マネジメント、および、

情報科学を活用した環境・経済に対するアプローチや理論についてより専門的に学習す

る。４年次では、実務訓練・課題研究科目により、課題の探索・発見、課題解決の方針・

計画の立案・実行、結果の解釈・考察の各プロセスを通じて、専門知識を問題解決に用い

る実践的・創造的能力を身につける。また、他分野の科目をマイナー科目として学び、応

用展開力を養う。 

実験・演習科目により、知識を整理する能力、論理を構成する能力、および成果を発表

する能力を学習する。外国語科目、英語 e-Learning、英語論文の輪読を通じて語学力を

強化する。実務訓練、課題研究によりこれらの能力を総合的に学習する。 

情報・経営システム工学分野の専門基礎科目・専門科目（科目系統図）は資料８、９の

とおり。 

○物質生物工学分野
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第１、２学年では物理、数学、生物、化学、情報統計など主として工学基礎科目を学ぶ。

第１学年の後半からは化学・生物学に関する基礎知識の修得が必須であり、物理化学、無

機化学、有機化学、生物学の導入科目、基礎化学・生物学に関係した演習及び実験科目を

学ぶ。実験で得られた結果を統計処理するためのデータサイエンスの基礎を学ぶ。また科

学英語力の基礎強化のための学習を行う。 

第３、４学年前半では、物質生物工学に必須の物理化学、無機化学、有機化学、細胞生

物学、微生物学、生化学の基礎及び応用、さらには情報科学、化学工学の基礎を重点的に

学ぶ。実験室における安全意識を養い、化学・物理・生物学の実験基礎技術と実験センス

を習得する。また研究室配属前に各研究室の研究テーマに関する調査を行い、多様な研究

分野について学習し、研究室配属後は所属研究室で与えられたテーマについて研究実習

を行い、研究発表を行うと共に、報告書としてまとめる能力を養う。他分野の科目をマイ

ナー科目として学び、応用展開力を養う。 

実践感覚を備えた語学力を身につけるため、外国語科目の習得を行う。国際的なコミュ

ニケーション力の基礎となる技術者・研究者に必要な科学英語を学ぶ。また第４学年前半

では社会人講師による実践的な技術教育により、デザイン能力、マネジメント能力及び協

働で作業できる能力を養う。さらに第４学年後半では、実務訓練または課題研究を通じ、

専門知識を問題解決に役立てる実践的・創造的能力を身につける。 

物質生物工学分野の専門基礎科目・専門科目（科目系統図）は資料 10 のとおり。 

○環境社会基盤工学分野

自然環境、人類の文化的・経済的活動と社会基盤技術との関連に関する知識は、環境分

野の科目により修得させる。物事を多面的に考えるとともに、人々の幸福と福祉について

総合的に考える能力は、計画分野の科目により修得させる。 

技術者・研究者としての社会的責任を深く理解するために、技術者倫理科目を必修とす

る。社会基盤技術が社会や自然環境に及ぼす影響は、専門科目の環境社会基盤工学全般に

関わる科目により修得させる。また、実務訓練、課題研究によりこれらの能力を総合的に

学習させる。 

基礎的な数学や物理等の自然科学の知識は、基礎自然科目、専門基礎科目、専門科目の

自然科学系の科目、ICT、AIなどの情報技術に関する知識は、情報系の科目により修得さ

せる。 

社会基盤に関わる主要専門分野の知識は、専門基礎科目、専門科目の環境社会基盤工学

の各分野に関する科目で系統的に習得させる。また、セミナーや実験及び演習により、問

題の解決に応用する能力を習得させる。 

社会基盤に関わる専門的な知識・技術を結集して課題を探求し、具体的な方針を組み立

て、工学的、人文学的に多面的に考察する能力は、専門基礎科目と専門科目により習得さ

せる。実験及び演習、セミナーでのグループワークを通じて他者と協力して解決する能力
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を修得させる。実務訓練、課題研究によりこれらの能力を総合的に学習させる。また、他

分野の科目をマイナー科目として学び、応用展開力を養う。 

外国語科目、専門科目の The State of World Environmentsにより英文論文読解、英

語による技術表現の基礎を修得させる。実務訓練、課題研究によりこれらの能力を総合的

に学習させる。 

継続的に自己を研鑚し続ける態度を育むため、各研究室で開講される、セミナーや実験

及び演習おいて、個別の研究課題に取り組む。また、実務訓練、課題研究によりこれらの

能力を総合的に学習させる。 

所与の条件の下で計画的に研究を遂行する技術を、専門基礎科目、専門科目の実験、セ

ミナーにより修得させる。結果を取りまとめる能力は、実務訓練、課題研究により総合的

に学習させる。 

環境社会基盤工学分野の専門基礎科目・専門科目（科目系統図）は資料 11、12のとお

り。 

（４）本工学部におけるカリキュラムの特色 

上述したように本学ではグローバルな技術展開のできる高度な実践的・創造的能力

を備えた指導的技術者・研究者の育成を目指したプログラムを提供している。以下に特

色をまとめる。 

○メジャー・マイナーコースについて

現代社会は急速な変化の中にある。コロナ感染症は、我々がこれまで当然として変化を

拒んでいた状況を強力な外圧でニューノーマルの時代への警鐘をならしている。大学は

変化に対応できる学生でなく、変化を先読みして対応する学生を輩出しなければならな

い。大学には、社会の変化、多様化・複雑化する課題に迅速かつ柔軟に対応し、新たな課

題に対応する素養を持ち、新たな産業分野を牽引する技術者を育成するための教育・研究

が求められている。旧態依然の教育・研究領域の枠を超えた学習の場を学生に提供するこ

とは大学の社会に対する責任である。これまでのような「課程」や限られた分野だけでな

く、「課程」の壁を取り払った学習の場を提供することはステークホルダーへの重要な責

任であり、いわゆる分野の大括り化は必要である。 

重要な点は 

・教育プログラムの迅速な再構築（学位分野の構築） 

・社会の要請に応えた人材の育成（分野の定員の変更等） 

である。 

メジャー・マイナーコースは、上記の様な観点に立ち、主たる専門分野だけでなく、異

なる分野（マイナー分野）を体系的に学ぶことにより柔軟な発想を持つ技術者・研究者の
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育成につながるものと考える。 

全学生に対して、メジャー科目以外にメジャー以外の各分野科目をマイナー科目とし

て選択できるようにする。ただし、本コースの申請には、学生の適性等を踏まえた関連教

員の承認を必要とする。マイナー科目には、基盤科目群と発展科目群が提供され両科目群

から計 10単位の取得を本コースの修了要件とする。 

マイナーコース受講申請および受講スケジュールは以下の様である。（図④-２参照） 

１学年入学者は、メジャー分野配属（１学年２学期）後の２学年１学期に本コースの申

請を行い、申請を承認された学生は、マイナー科目（基盤科目）を２年２学期にあるいは

２年３学期に受講する。 

３学年編入学者は、３学年１学期に本コースの申請を行い、申請を承認された学生は、

マイナー科目（基盤科目）を３年２学期あるいは３年３学期に受講する。ただし、１学年

入学者にも、３学年編入学者と同様の申請・受講を許可する。 

１学年入学者および３学年編入学者はいずれもマイナー科目（発展科目）を第４学年１

学期に受講する。 

また、本コースの授業形態は、メジャー分野の授業時間割との重なりによるマイナー科

目の受講の制約がなくなるように e-learning（オンデマンド）科目と対面科目を組み合

わせて提供する。 

図④-２ マイナーコース受講申請および受講スケジュール 

○マイナー科目について

メジャー・マイナーコースにおける科目群は、２科目群である。

（ア）発展科目群：メジャー分野において３年次あるいは４年次の学生に提供される科

目によって構成される。将来マイナー分野においても先端的な技術
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開発・研究開発に対応できる科目である。 

（イ）基盤科目群：基盤科目は発展科目を受講するために必要な専門科目によって構成

される。ただし、当該科目はメジャー・マイナーコースに申請し、認

められた者だけが履修できる。 

マイナー科目群については、資料 13に示す。 

○技術革新フロンティアコース

新たな産業分野を創出する STEAM人材の輩出を目指し、従来の工学分野に軸足を置き

つつ、未踏分野や融合領域に果敢にチャレンジできる人材を育成するための技術革新フ

ロンティアコースを新設する。 

（ア）特徴 

a）１年入学者 ：２年生１学期終了時に志望者から選抜（５名程度） 

b）３年編入学者：推薦入試に合格した志望者から選抜（30名程度） 

c）３年編入学者については、推薦入試の出願時に指導教員を指定する。 

d）主専門分野（例えば機械工学）に所属し、メジャー／マイナーコースを積極

的に活用して融合・境界領域分野の基礎を習得する。 

e）マイナー科目は、通常のマイナー科目の他に、複数分野で構成される融合領

域型マイナー科目も選択できる。 

f）SDGsをテーマにしたリベラルアーツ教育により、STEAM人材に必要な素養を

身につけることができる。 

g）第３学年１学期に研究室配属し、より早期から実践的な研究開発を行うこと

ができる。（１年入学者は第２学年２学期に配属） 

（イ）技術革新フロンティアコースカリキュラム方針案  

上記の特徴を踏まえて基本方針を下記の様にしている。 

a）メジャー・マイナーコースの枠組みを適用し、マイナー科目 10 単位の取得を必

須とする。 

b）マイナー科目については、通常の一分野のマイナー科目に加え、複数分野のマ

イナー科目を組み合わせた融合領域型マイナー科目のいずれも可とする。 

c）３年生の１学期、２学期に STEAM人材育成を指向し、思考力やディスカッショ

ン、グループワークの力を養う科目として「SDGs探求演習 1」「SDGs探求演習 2」

を開設し（教養科目に開設：１単位×２学期）、これら科目の修得を必須とする。 

d）２年２学期、３年１学期に以下の科目を開設し（専門科目に開設：各１単位）、

これらの修得を必須とする。 

【２年２学期「技術革新フロンティア基礎演習」（１年入学者のみ）】 

研究開発を行う準備段階として、情報収集の方法、データのまとめ方、資

料の作成方法、研究に必要な基礎技術などを習得する。 
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【３年１学期「技術革新フロンティア・スタートアップ演習」（１年入学者、

３年編入学者）】 

各自の研究開発テーマおよび関連分野に関する情報の収集を行い、研究

計画を立案するとともに、研究遂行に必要な技術などを習得する。 

○国内実務訓練

本学では「実践を通じての創造」をモットーとし、技学に関する創造的能力の啓発を目

指す「考え出す大学」の実現のために、開学以来長期インターンシップである実務訓練を

実施している。 

実務訓練の目標は、工業技術の現場におけるさまざまな現象、実態を認識し経験する過

程を通じて「指導的技術者たり得る人間的陶冶と実践的技術感覚を体得すること」である。 

実践的・創造的な能力を育成する一環として学内授業においては、実験・実習に重きを

置いて実践的な能力を涵養しているが、実際での現場での体験は、学部卒業後における学

生自身の創造的な能力を伸ばすためには、重要な観点であると考えており、大学院進学予

定者を対象に 5ヶ月におよぶ企業等における実務訓練を実施している。 

実践的・技術的感覚を養い、組織の中で働くことによって、技術に対する社会の要請を

知り、学問の意義を認識するとともに、自己の創造性発揮の場を模索し、社会において学

理と技術が総合的に応用される場を体験することにより、自己の能力を展開し練磨し、技

術に対する問題意識を養い、大学院課程における基礎研究及び開発研究の自立性を高め

ることを狙っている。 

本学での派遣前ガイダンスと企業の現場での指導により、産業界の現場で必要とされ

る安全や情報セキュリティ、機密保持について体得させている。 

○海外実務訓練

また、海外企業での海外実務訓練も実施しており、異文化体験、コミュニケーションの

重要さを学び、国際性豊かな指導的技術者の素養を涵養することを目標としている。 

※ 国内実務訓練、海外実務訓練の詳細については、「⑧（学部）企業実習（インター

ンシップを含む）や海外語学研修等の学外実習を実施する場合の具体的計画」を参照 

○高専専攻科との連携教育プログラム

高等専門学校は、中学校を卒業した者等を対象に、5年一貫の教育により、工業の分野

を中心に実践的・創造的な技術者の養成に貢献してきた。一方で、社会や産業構造の変化

に応じ、高等教育機関に求められる役割や育成すべき人材像が今後ますます多様化して

いく中で、分野を超えて専門知や技能を組み合わせる実践力を培うための教育、専門性と

幅広い教養を兼ね備えた 21世紀型市民を養成するための教育など、教育内容の一層の充
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実が求められている。 

こうした要請に対応する方策の一つとして、高等専門学校の専攻科（以下、「高専専攻

科」という）及び大学が、それぞれ強みを持つ教育資源を有効に活用しつつ、教育内容の

高度化を図るために、両機関が連携・協力して本プログラムを実施する。 

○戦略的技術者育成アドバンストコース

本コースは、高専と本学が協力して、「世界、社会に新しい展望を切り拓くような変革

をもたらす社会変革人材（戦略的技術者）」を育てることを目的として設置された、高専

4年生から修士課程までの一貫コースである。 

高専から長岡技術科学大学という優れた教育プロセスを最大限に活かして、技術をベ

ースに新たな価値を創造してそれを広め、世界、社会、人々の暮らしを変えようとする、

チャレンジ精神をもった社会変革人材“戦略的技術者”の育成を目指す。 

本コース生は、高専在学時から本コース科目の修得を開始し、本学へ入学後は、一般の

学生と同様に工学課程／工学専攻の専門の分野に所属してその卒業／修了を目指すとと

もに、併せて本コース科目を修得し、本コースの修了を目指す。 

本学は、創設以来、「実践的・創造的能力を備えた指導的技術者の養成」を目指し、高

専・長岡技術科学大学による一貫した教育を実施し、産業社会からの要請に応え、わが国

の“ものづくり”を支える多くの高度技術者を社会に送り出してきた。 

このコースでは、本学が通常育成する技術者像の枠を超えて、“戦略的技術者”を目指

すために必要な３つの素養「複眼的で柔軟な発想力」「戦略的な技術展開力」「国際的にも

通じるリーダーシップ力」を伸ばしていく教育プログラムを実施する。 

○原子力安全工学コース

本学大学院修士課程工学専攻の「量子・原子力統合工学分野（Nuclear Technology）」

（以後、NT）では、原子力エネルギーや放射線の安全な利用技術に関する教育・研究を行

っている。原子力プラント技術は電気、機械、材料、土木建築などの広汎な技術を総合し

ているものであるため、学部課程の学生が原子力工学の基礎知識を修得することは、原子

力分野にかかわる様々な分野の技術者として将来活躍していくうえで有用である。また、

NT への入学希望者に対して、学部課程在学中から原子力工学に関する予備教育を行うこ

とは、NT での教育内容の高度化と習熟度向上に重要である。よって、本コースでは大学

院で NT へ進学を希望する学部学生への予備教育、および NT 以外の進路を希望する学部

学生への原子力基礎教育を目的とする。（ただし本コースは NTへの進学要件ではない） 
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⑤ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件

（１）本学部の教育方法の考え方 

1-1)教育方法の考え方と授業科目 

本学は“考え出す大学”を目指すもので、VOS（Vは VAITALITY（活力）を、O は ORIGINALITY

（独創力）を、Sは SERVICES（世のための奉仕）を意味している）をモットーとして、実

践的、創造的な能力を備えた指導的技術者を育成することを目指している。この目的を達

成するために、本学はすべての学部入学者に対し、大学院進学を前提とした学部から大学

院までの一貫教育を行っている。教育課程の編成においても、この考え方を基礎としてい

る。開学以来、以下の観点から学生の教育・研究指導を推進している。 

（ア）教育課程の学際的編成 

（イ）大学院までの一貫教育 

（ウ）大講座制の採用 

（エ）企業における長期実習：実務訓練 

（オ）国際感覚と実践的語学力の育成 

（カ）産学共同による研究開発：技術開発センター 

（キ）多様な教員構成 

（ク）広い社会的視野の育成 

従って本教育課程では、実践的な体験を重視し、実験・実習授業を多く取り入れたカリ

キュラムになっている。各専門分野の基礎から大学院へ進学後の先端研究にも取り組め

るように編成されている。特に現場での体験は、学部卒業後における学生自身の創造的な

能力を伸ばすためには、重要な観点であると考えており、大学院進学予定者を対象に 5ヶ

月におよぶ企業等における長期インターンシップ「実務訓練」を実施している。組織の中

で働くことによって、技術に対する社会の要請を知り、学問の意義を認識するとともに、

自己の創造性発揮の場を模索し、社会において学理と技術が総合的に応用される場を体

験することにより、自己の能力を展開し練磨し、技術に対する問題意識を養い、大学院課

程における基礎研究及び開発研究の自立性を高めることを狙っている。 

1-2）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

本学学部への入学者は、高校を卒業して第１学年に入学する学生と、工業高等専門学校

から第３学年に編入する学生がおり、編入学者が主である。おおよその人数比は、前者が

２割であり後者が８割である。従って、第１学年入学者は第２学年終了までに規定された

科目の単位数を修得することで、第３学年に進学し、第３学年編入学生とともに３年次、

４年次科目を履修する。 

○１年次から２年次

各工学分野への配属は、１年次２学期であり、１年次１学期は工学的な基礎知識の修得
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と理解に努め、工学全般にわたる土台を築く。１年次２学期からは、配属された工学分野

の専門基礎の修得と理解を進め、配属された専門分野の専門基礎科目を受講し土台を固

める。専門基礎科目は必修科目を含めて 44単位の取得が必要である。なお、他分野の専

門基礎科目を履修することができ、課程主任が承認した科目中から 10単位を限度に第３

学年進学要件、卒業要件として認められる。 

また、個々の人間的幅を広げるために教養科目（基礎科目）を履修する（必修３単位を

含めた 14単位が必要）。この必修科目には、データ数理サイエンス科目が含まれており、

全学生がこの科目を履修する。また、外国語科目（必修 8単位）を履修する。 

３年次への進級には合計 66単位の履修が必要である。 

○３年次から４年次１学期

３年次からは、各工学分野での専門科目を履修する。実験科目を含めた授業編成により

各工学分野での指導的技術者・研究者に向けて必要十分な科目を履修する。専門分野によ

っては、３年次２学期からはさらに専門分野を細分化したコース制をとり、専門分野を深

化させる。なお、他分野の専門科目を履修することができ、課程主任が承認した科目中か

ら 10単位を限度に卒業要件として認められる。 

また、教養科目（発展科目）として、技術者倫理、経営・経済の視点を身につけるため

の科目（必修科目）、また、環境問題への意識を高める科目（選択科目）、データ数理サイ

エンス科目（必修科目）を履修する。語学の実際的運用能力を身につけること、及び国際

的に視野を広げるために外国語科目（必修４単位）を履修する。 

本学では大学院までの一貫教育を基本とし、４年次２学期には長期インターンシップ

「実務訓練」を大学院進学者に課している。従って、４年次１学期で、「実務訓練」以外

の卒業要件を満たすことが必要である。 

○４年次２学期

大学院進学予定者を対象に 5 ヶ月におよぶ企業等における長期インターンシップ「実

務訓練」を実施し、大学院課程における基礎研究及び開発研究の自立性を高める。 

大学院に進学せずに学部にて卒業する学生に対しては、「課題研究」（いわゆる卒業研

究）を履修させる。 

（２）卒業要件等 

2-1)３学年進級要件 

第１学年入学者は第２学年終了までに、表⑤-1 に規定する科目の単位数を修得しなけ

れば第３学年に進学することができない。 
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表⑤-１ 第３学年への進学基準 

2-2)実務訓練・課題研究履修要件 

○実務訓練

（ア）実務訓練は、本学大学院へ進学する者が履修するものとする。 

（イ）実務訓練を履修するためには、第４学年第１学期までの単位取得状況が、各分野

で定める受講基準を満たさなければならない。なお、この条件で実務訓練履修可能

と判定された者を以下「実務訓練有資格者」という。 

（ウ）卒業要件を満たすために、別途定める再試験を受ける必要のある者（再試験の実

施は卒業年度の２月から３月）は、実務訓練有資格者とはなれない。 

（エ）実務訓練は、学長が認めるとき（「大学院進学予定者が実務訓練に替えて課題研
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究の履修を希望する場合の取扱いについて（申合せ）」）は、課題研究をもって替え

ることができる。 

○課題研究

（ア）課題研究の履修は、学長が認めるとき（「大学院進学予定者が実務訓練に替えて

課題研究の履修を希望する場合の取扱いについて（申合せ）」）、大学院に進学しな

いとき及び実務訓練有資格者と認められなかったときに履修するものとする。 

（イ）課題研究を履修するためには、第４学年第１学期までの単位取得状況が卒業見込

みと判定されなければならない。判定は各分野で行われる。 

なお、本学では「実務訓練」及び「課題研究」は８単位として卒業要件として認めて

いる。「実務訓練」及び「課題研究」は、２学期・３学期（９月〜３月）に渡って受講

するものであり、いずれも基本的には当該８単位以外の卒業要件は取得済みの学生で

あり、８単位以上に相当する充分な学修時間を確保している。 

また、「実務訓練」は、本学担当教員と実務訓練受け入れ先企業等の担当者と事前の

訓練内容の打合せ、及び訓練中の安全も含めた指導を行っている。終了時には、毎月学

生が提出する「実務訓練報告書」、担当教員が作成する「実務訓練調査書」、実務訓練機

関の実務訓練責任者の作成する「実務訓練評定書」及び実務訓練終了後に行う「実務訓

練成果発表会」により総合的判断で単位の認定を行っている。「課題研究」については、

指導教員のもと研究課題の指導が実施され、最後の課題研究発表会での内容、質疑応答

によって総合的判断で単位が認定される。 

2-3)卒業要件 

（ア）学部卒業に必要な要件は学則第 46条に示されているが、この中で修得すべき単位

については、分野ごとに更に詳細な基準が設けられているので、これを表⑤-２に示

す。 

（イ）第１学年入学者については、「卒業要件単位数」欄の単位数が卒業に必要な本学で

修得すべき最小の単位数である。 

（ウ）第３学年入学者については、「第３学年入学者の取扱い」欄のとおり既修と認めら

れる標準の単位数があるので、「本学で修得すべき最小の単位数」欄の単位数が第３

学年入学者の卒業に必要な最小の単位数である。 

（エ）表⑤-２の（）内の数字は、教育課程表で示した必修科目の単位数であり、この数

を差引いた数値が、選択科目から修得すべき最小の単位数となる。 

（オ）教職課程科目の修得単位については、卒業要件の単位として取扱わない。 

2-4)メジャー・マイナーコース修了要件 
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メジャー・マイナーコースに申請し、認められた者はマイナー科目（基盤科目、発展科

目）10単位をコース修了要件とする。 

なお、マイナー科目（基盤科目・発展科目）として履修した科目の単位は専門科目とし

て卒業要件に認められるが、10 単位を限度とする。１学年入学者が、２学年時に受講し

たマイナー科目（基盤科目）の単位については、３学年進学基準の単位とすることはでき

ない。 

2-5)技術革新フロンティアコース修了要件 

（ア）メジャー・マイナーコースの枠組みを適用し、通常のメジャー／マイナー型もし

くは融合領域型のマイナー科目を 10単位修得すること。 

（イ）３年生の１学期、２学期に「SDGs探求演習１」１単位、「SDGs探求演習２」１単

位のコース特別科目を２単位修得すること。 

（ウ）２年２学期に「技術革新フロンティア基礎演習」１単位、３年１学期に「技術革

新フロンティア・スタートアップ演習」１単位修得すること。ただし、１学年入学

者は２単位（上記両科目）、３年編入学者は「技術革新フロンティア・スタートア

ップ演習」を修得すること。 

上記のとおり１学年入学者は 14 単位以上、３学年編入学者は 13 単位以上の修得をコ

ース修了の必須要件とする。 

上記のコース必須要件を満たさない場合でも上記 2-2)実務訓練・課題研究履修要件を

満たした場合は、実務訓練・課題研究履修が認められ、コース必須要件を満たさない場合

でも所属分野の卒業要件（表⑤-２）を満たせば、学部卒業とする。ただし、技術革新フ

ロンティアコースの修了にはならない。 
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表⑤-２ 卒業の基準 

2-6)履修科目の年間登録上限 

予習や復習など授業時間外での十分な学習を前提として、単位を認定する制度を担保

するための CAP制（履修制限）を導入している。 

各学期に履修申告できる単位数の上限は下記の単位数とする。ただし、３学期開講科目、

外部機関による英語資格などによる認定科目、卒業要件に関係しない教職科目や学部学
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生が履修する大学院授業科目などは、履修申告上限数に含めない。 

学部１、２年生の上限数：26単位 

学部３、４年生の上限数：30単位 

優秀と認められる学生は、課程主任の承認を得た上で、履修申告の上限数を緩和するこ

とができる。 

2-7)他の大学又は短期大学における授業科目の履修等 

下記の様に学則にて定めてある。 

第 42条 教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学(以下「他大学等」という。) 

との協議に基づき、学生が当該他大学等において履修した授業科目について修得した単

位を、教授会の意見を聴いて学長が適切と認めたときに、60 単位を超えない範囲で、本

学における授業科目履修により修得したものとみなすことができる。ただし、第３学年の

入学者にあっては、30単位を超えないものとする。  

２前項の規定は、第 29条の規定により留学する場合、外国の大学又は短期大学が行う

通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の大学又は短期大学

の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施

設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が

国において履修する場合について準用する。 

2-8)多様なメディアを高度に利用した場合の修得単位 

下記の様に学則にて定めてある。 

第 36条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより、又はこれら

の併用により行うものとする。  

２ 文部科学大臣が定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用

して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。  

３ 第１項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多様

なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合につ

いても、同様とする。 

４ 文部科学大臣が定めるところにより、第１項の授業の一部を、校舎及び附属施設以

外の場所で行うことができる。 

2−9）留学生に対する配慮 

本学では、私費留学生、国費留学生を受け入れており、ツイニングプログラム(TP)とし

て海外大学にて２年次まで履修し、３年次から本学に編入する学生が毎年約 40名程度お
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り、留学生に対しては下記のような対応を実施している。 

（ア）留学生への支援 

a）国際連携センターと国際課 

国際連携センターでは留学生の日本での暮らし、大学での勉強についてサポー

トやアドバイスを実施。国際課では留学生の受け入れや奨学金やビザの手続き、留

学生のイベントの実施など、留学生に関係する様々な支援業務を実施している。  

b）指導教員・アドバイザー教員制度 

長岡技術科学大学に入学してからは、指導教員またはアドバイザー教員が学習

や研究指導、支援を実施している。 

c）チューター制度 

日本に来たばかりの留学生には、日常生活や学習で不便を感じないように、原則

として日本人の大学院生が、日本に来る前後の最長３か月間サポートしている。 

d）日本語･日本事情の学習 

日本語の授業を受けたい留学生には、毎年、学期のはじめ（１学期は４月、２学

期は９月）にガイダンスとプレースメントテストを受け、履修申告を行い、受講す

るように指導している。 

≪正規の日本語・日本事情 (単位認定あり)≫ 

日本に留学する以上、日本語及び日本事情について理解を深めることも必要

であり、日本事情は正規の授業科目として、日本語の授業は、中級・上級のレベ

ル別にクラス分けをして、１年を通して行っている。 

≪初級者向けの日本語 (単位認定なし)≫ 

日本語を初めて勉強する留学生のために「日本語研修コース」と「日本語基礎

コース」を開講している。どちらも、日本で生活するのに必要な日本語学習をサ

ポートしている。 

＜日本語研修コース（Intensive Course）＞ 

大学院入学を目的とする研究生と、非正規生を対象とする短期集中日本語

プログラム（初級の Intensive１と、初中級の Intensive２）がある。４月と

10月に開始。週に 5日（一週間に 10 コマ:90分×10 回）、16,17週間の授業。 

＜日本語基礎コース（Basic Japanese Course）＞ 

レベルに応じて Basic１と Basic２を開講。Basic２を修了すると、Intensive

１受講者と同等レベル。４月と９月に開始。週に４日（一週間に４コマ:90分

×４回）、１学期間の授業。 

＜漢字クラス(初級・中級)＞ 
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上記の日本語コースと同時に受講が可能。４月と 10月に開始。週に２日（２

コマ: 90分×２回）、約 18週間の授業。 

e）専門基礎科目の課外補講 

日本語の能力が足りない、あるいは日本と母国で教育方法が違うために、大学で

の授業を理解することがむずかしい、という留学生のために課外補講を用意して

いる。受講できるのは原則として学部の１、２年生で、科目は、数学と物理と化学

を実施している。 

f）カウンセリング 

体育･保健センターの保健室で、学生相談・健康相談を随時受け付けている。学

生相談室では、カウンセラー（臨床心理士）が、よりよい学生生活を送れるように

カウンセリングを行っている。 

また、「学生なんでも相談窓口」（総合研究棟１階、学生支援センター内）でも、

カウンセラー及び 支援コーディネーターが悩み相談に応じている。 

g）むつみ会 

体育・保健センターの学生相談以外にも、むつみ会による生活相談も実施してい

る。むつみ会とは、本学で学ぶ留学生を支援する目的でつくられた民間ボランティ

ア団体。昭和 63(1988)年に、留学生 63名をサポートするために発足した。 

主な活動として、国際交流ラウンジで 生活相談を行うほか、スピーチコンテス

ト、座禅、生活用品のバザー、バス旅行など、留学生のための各種行事が年間を通

して企画している。 

h）地域との交流 

地域の小中学校などで、留学生との交流事業が計画されている。 

長岡市の国際交流センター「地球広場」では、長岡市に住む外国人と市民との交

流のためのイベントを開催するとともに、各種の情報提供、外国語による生活相談

等を実施し、日本語学習のプログラムを設けている。 

（3）各分野履修モデル 

下記の工学課程各分野（技術革新フロンティアコース含む）の履修モデルを資料 14に

示す。 

○機械工学分野

３年次よりメカトロにクスコース、スマートファクトリーコース、環境・エネル
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ギーコースに分かれる。 

○電気電子情報工学分野

３年次より電気エネルギー・制御工学コース、電子デバイス・光波制御工学コー

ス、情報通信制御コースに分かれる。 

○情報・経営システム工学分野

○物質生物工学分野

○環境社会基盤工学分野

○技術革新フロンティアコース

資料 14にはメジャー／マイナー型（メジャーは機械工学分野、マイナーは電気

電子情報分野）と融合領域型（メジャーは電気電子情報工学分野、融合領域は電気

電子・機械・情報分野）を示す。 

技術革新フロンティアコースは、社会的な要求や重要度の高い融合領域に対応

した人材育成を行うための教育プログラムであり、時代に即した多様な分野が融

合した新領域に対応可能な学生を育て、新産業を牽引できるような人材を育てる。 

これまでの基幹分野だけでなく、複数の基幹分野の知識を身につけ、柔軟発想に

より境界・融合領域の産業の発展に貢献できる人材を社会に供給する（図⑤-３）。

従って、カリキュラムは、現在の基幹分野の科目をマイナー科目として組み合わせ

て、履修計画を指導教員の指導のもとで作成する。 
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図⑤-３ 

技術革新フロンティアコースにおける融合領域に対応したマイナー科目のイメージ（再掲） 
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⑥ 編入学定員を設定する場合の具体的計画

本学は主に高等専門学校の卒業生を３年次に編入学で受け入れ、実践的・創造的能力と

奉仕の志を備えた指導的技術者を養成することを目的に、大学院修士課程までの一貫教

育を前提として設立された大学である。３年次編入学者の取扱いは以下のとおりである。 

（１）既修得単位の認定方法 

学則第４６条第４項に以下のとおり定めており一括認定とする。 

第３学年の入学者の卒業を認定するに当たって第１項の規程を適用するとき

には、次の各号に掲げる単位数以下を第１学年及び第２学年において修得した

ものとみなすことができる。 

一 教養科目については、１４単位 

二 外国語科目については、８単位 

三 専門基礎科目については、４４単位 

（２）編入学後の履修モデル 

編入学後に本学で履修すべき各科目区分の最小の単位数は、表⑥-１に示すとお

り、編入学後の履修モデルについては、資料 14に示す。 

（３）教育上の配慮等 

本学は定員の約 80％が高等専門学校等から第３学年に編入学する学生である。

従って、１年次入学者と３年次入学者が、ともにシームレスに意欲的に学修できる

カリキュラムとなっている。 
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表⑥-１ 卒業の基準（編入学者の取扱い） 
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⑦ 企業実習（インターンシップを含む）や海外語学研修等の学外実習を実施す

る場合の具体的計画 

実務訓練（インターンシップ）について 

企業、公団、官庁の現場で活動する人々と交わり、現場指導者の監督のもとに自らもそ

の活動に参加することによって、「技術に対する社会の要請を知り、学問の意義を認識す

るとともに、自己の創造性発揮の場を模索すること」と「実践的・技術感覚を養うこと」

を目的としている。具体的には第４学年で大学院修士課程進学予定の者に第２、第３学期

の教育課程で８単位の実務訓練を必修科目として履修させて、約５ヶ月間、企業等の現場

で実務を行い、これによって得られた成果をもとに、大学院修士課程での研究テーマや職

業への基礎的な認識を経験させ、将来の技術の創造展開に大きく役立たせる。 

（１）実務訓練実施状況 

国内企業等のほか、海外企業や学術交流協定を締結している海外の大学等にも学生

を派遣しており、令和元年度は海外 45 機関に 65 名を派遣した。令和２年度は新型コ

ロナウイルス感染症の影響もあり、国内企業等への派遣数は減少、海外派遣は中止した。 

表⑦-１ 実務訓練機関と派遣学生数（令和元年度実績） 
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表⑦-２ 海外への実務訓練生内訳（令和元年度実績） 

イギリス ヨーク日本電子ナノセンター 2 名 機械1,電気1

インド インド工科大学マドラス校 1 名 生物1

インド インド工科大学マドラス校　および
　Amada Software India (ASI) 1 名 機械1

インド インド工科大学マドラス校 および
　ルノーニッサンインディア(RNTBCI) 1 名 機械1

インドネシア PT. MEKAR ARMADA JAYA 1 名 機械1

インドネシア PT YOKOGAWA 2 名 情報2

インドネシア Pradita Institute 1 名 情報1
オーストラリア オーストラリア原子力科学技術機構 2 名 電気2

スペイン カタルニア工科大学 3 名 機械1,情報2

スペイン モンドラゴン大学 1 名 機械1

タイ アジア工科大学 3 名 環社3

タイ Azbil Production (Thailand) 2 名 機械2

タイ Western Digital 2 名 機械2

タイ カセサート大学 1 名 環社1

タイ コンケーン大学 1 名 環社1

タイ Sangcharoen Tools Centers Co., Ltd. 2 名 機械2

タイ ダイキン工業タイランド 1 名 電気1

タイ チェンマイ大学及びエネルギー研究機構(ERDI) 1 名 機械1

タイ チュラロンコン大学 1 名 物材1

タイ 東芝キヤリアタイランド 1 名 電気1

ドイツ Schaeffler Technologies AG & Co. KG 1 名 機械1

ノルウェー SINTEF 1 名 電気1

フィリピン NexSeed Inc. 1 名 情報1

フランス Mitsubishi Electric R&D Centre Europe (MERCE) 1 名 電気1

フランス メルセン（MERSEN） 1 名 電気1

フランス UNIVERSITE PARIS-EST CRETEIL (UPEC) 2 名 物材2

フランス Limoges University, IRCER 1 名 物材1

ベトナム 株式会社 アイエムリンクベトナム 1 名 電気1

ベトナム アベ・インダストリアル・ベトナム(有) 1 名 電気1

ベトナム N.B.A Trading and Production CO.LTD 1 名 物材1

ベトナム ソリマチベトナム 1 名 電気1

ベトナム ハノイ工科大学 4 名 機械1,生物3

ベトナム bGlobal Corporation 1 名 電気1

ベトナム ベトナム国家農業大学バイオテクノロジー学部 2 名 生物2

ベトナム YKK ベトナム 1 名 機械1

マレーシア Advantest (M) 2 名 機械1,電気1

マレーシア マラ工科大学 3 名 環社3

マレーシア マラヤ大学 1 名 電気1

マレーシア マレーシア科学大学 1 名 物材1

マレーシア Malaysia-Japan International Institute of
 Technology (MJIIT) 1 名 環社1

メキシコ グアナファト大学 1 名 物材1

メキシコ FRISA 1 名 機械1

メキシコ モンテレイ大学 2 名 機械1,情報1

メキシコ モンテレイ工科大学 1 名 生物1

ロシア モスクワ国立大学 2 名 環社1,情報1

65 名合　　　　　計

海外への実務訓練生内訳（令和元年度実績）　　　（順不同）
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表⑦-３ 実務訓練機関と派遣学生数（令和２年度実績） 

※ 令和２年度の海外派遣は、新型コロナウイルス感染症拡大のため中止とした。 

（２）実習先との連携体制 

実習先の確保および受入先開拓は全教員が担当しており、日ごろから綿密に連携し

て訓練生の安全に努めて実習内容の充実を図っている。６月には実習企業担当教員が

企業と受入部署や受入条件等を調整した上で受入の内諾をとる。８月には企業から大

学へ学生の実務訓練引受書（資料 15）を送付してもらい、委員会においてその内容を

十分に確認する。10 月の開始後は毎月報告書を学生から企業責任者を介して大学へ送

付して状況を把握する。11 月上旬からは実習企業担当教員が企業へ訪問して実習の状

況を視察する。実習の最後には企業から評定書が送付される。また、学生は発表会にて

実習の状況を報告する。以上の総括を経て次年度の実施へとフィードバックされる。 

機械 電気 物材 環社 生物 情経 合計

28 1 3 6 8 22 4 44

7 1 0 0 6 0 0 7

食 料 品 2 0 0 1 0 4 0 5

化 学 工 業 7 1 0 6 0 2 0 9

医 薬 品 1 0 0 1 0 0 0 1

鉄 鋼 業 2 1 2 0 0 0 0 3

非 鉄 金 属 7 5 2 3 0 0 0 10

金 属 製 品 2 0 0 1 1 0 0 2

一 般 機 械 器 具 28 24 8 3 0 1 2 38

電 気 機 械 器 具 28 10 35 5 0 0 2 52

輸 送 用 機 械 器 具 3 4 1 1 0 0 1 7

精 密 機 械 器 具 13 9 9 0 1 0 1 20

そ の 他 の 製 造 業 21 10 7 10 1 1 0 29

（ 製 造 業 小 計 ） (114) (64) (64) (31) (3) (8) (6) (176)

4 0 9 0 0 0 0 9

40 0 14 1 27 2 19 63

193 66 90 38 44 32 29 299合　　　計

受 入 機 関 業 種 （ 機 関 数 ）

官 公 庁 ・ 公 団 等

実務訓練機関と派遣学生数（令和２年度実績）

建 設 業

製造業

運 輸 通 信 業

サ ー ビ ス 業
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表⑦-４ 教員・実務訓練機関から見たスケジュール 

図⑦-１ 訓練先と教員・学生の関係 

（３）成績評価体制及び単位認定方法 

実習開始後に毎月企業から大学へ送付される「実務訓練報告書」により毎月の実習内

容が評価される。また、実務訓練先を視察した教員が作成する「実務訓練調査書」によ

り訓練の実施状況が評価される。更に、訓練終了後に企業担当者から「実務訓練評定書」
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が大学へ提出される。最後に、訓練終了後に学生が「実務訓練発表会」において発表す

る内容を加味し、総合的に評価されて単位が認定される。 

書類名 記入（作成）者 提出先 説明 

実務訓練引受書 受入機関 
学務課教育交流

係 

学生をお引き受けいただくための条件等についてご記入い

ただく書類になります。作成後、ファックスまたはメール

添付で送付願います。 

実務訓練申込書 実務訓練学生 
学務課教育交流

係 

学務課教育交流係で取りまとめのうえ、実務訓練先に送付

します。（両面印刷のうえ使用してください。） 

誓約書 実務訓練学生 
学務課教育交流

係 

学務課教育交流係で取りまとめのうえ、実務訓練先に送付

します。 

（国内）実務訓

練派遣確認書 

国内実務訓練派

遣希望学生及び

保護者 

学務課教育交流

係 

学生が実務訓練を行うことをその学生の保証人の方に確認

していただくための書類です。この書類の提出がない場合

は、その学生を実務訓練の派遣対象とすることができませ

ん。 

異動報告書 実務訓練学生 
学務課教育交流

係 
配属先等に異動があった都度、提出してください。 

実務訓練報告書 実務訓練学生 
実務訓練指導教

員 
毎月分必ず提出してください。 

実務訓練調査書 派遣教員 
各分野の実務訓

練委員 

実務訓練先を視察した教員は、当該実務訓練委員に提出し

てください。 

実務訓練評定書 実務訓練責任者 
実務訓練指導教

員 

学生は実務訓練終了後、実務訓練責任者に記入を依頼して

ください。実務訓練責任者は、お手数ですが、記入後、本

学指導教員へ送付願います。 

病気・怪我等連

絡票 

実務訓練学生

（実務訓練責任

者） 

学務課教育交流

係 
病気や怪我をした場合、速やかに連絡してください。 

海外実務訓練派

遣確認書 

海外実務訓練派

遣希望学生及び

保護者 

学務課教育交流

係 

学生が希望する国・地域で実務訓練を行うことを、その学

生の保証人の方に確認していただくための書類です。この

書類の提出がない場合は、その学生を海外実務訓練の派遣

対象とすることができません。 

緊急連絡先一覧 

海外実務訓練学

生 

実務訓練指導教

員、家族、教育

交流係 

万一に備え、緊急連絡先一覧を記入し、提出先にメール等

で知らせ、緊急連絡体制を整えておいてください。 

実習用通学定期

乗車券申込書 
実務訓練学生 

学生支援課学生

係 

「在学生向け情報」の「各種様式」ページから、ファイル

をダウンロードし、作成後に学生係まで提出してくださ

い。 

（４）その他特記事項 

毎年５月に実務訓練シンポジウムを開催し、全教員、派遣前の全ての学部４年生、派

遣後の修士学生（代表数名）、受け入れ企業担当者（代表数名）が一同に会し、実務訓

練の意義、メリット、デメリット、改善点、今後の方針などについて議論して、訓練内

容の持続的な改善を図っている。 
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⑧ 取得可能な資格

本学部において、令和４年度１年次入学生の取得可能な資格は次の通りである。 

種別 資格名 取得できる資格 要件等 

国家資格 高等学校教諭一

種免許状（工業） 

資格取得可能 卒業要件単位に含まれる科目のほ

か、教職関連科目を修得する。 

高等学校教諭一

種免許状（理科） 

資格取得可能 卒業要件単位に含まれる科目のほ

か、教職関連科目を修得する。 

中学校教諭一種

免許状（理科） 

資格取得可能 卒業要件単位に含まれる科目のほ

か、教職関連科目を修得する。 

第一種電気主任

技術者免許 

資格取得可能 所定の科目を修得し、卒業後実務

経験により申請。 

測量士 資格取得可能 所定の科目を修得し、卒業後実務

経験により申請。 

一級土木施工管

理技士 

受験資格取得 所定の科目を修得し、卒業後、３

年以上の実務経験により受験資格

を得られる。 

※ 高等学校教諭一種免許状、中学校教諭一種免許状については、教職課程認定審査を申請

予定。 
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⑨ 入学者選抜の概要

（１）工学部が求める学生（アドミッションポリシー） 

本学は、活力（Vitality）、独創力（Originality）及び世のための奉仕（Services）を

重んじる VOSの精神をモットーとし、情報技術を活用し、グローバルな技術展開のできる

高度な実践的・創造的能力を備えた指導的技術者・研究者の養成を目指している。この目

的を達成するために、本学はすべての学部入学者に対し、大学院進学を前提とした学部か

ら大学院までの一貫教育を行っている。 

そこで、本学は入学を希望する学生に対し、次のような能力と資質を求めている。 

・技術や科学に強い関心をもち、それにかかわる学習に必要な基礎学力をもつ人 

・知識をもとに思考を深めそれにより判断したことを適切に表現できる人 

・データサイエンス、IoT 等の情報技術の素養、及び複数の分野を学んで分野融合技

術の開拓を身につける意欲のある人 

・新しい分野の開拓や理論の創出、ものづくりに意欲をもち、技術や科学を通じて社

会に貢献したい人 

・自ら積極的に学習や研究に取り組み、問題解決のために多様な人々と協力できる人 

・優れた個性を発揮し、人間性が豊かで、責任感のある誠実な人 

これらに加えて、各分野において次のような学生を求めている。 

（各分野におけるアドミッションポリシー） 

〇機械工学分野 

機械工学分野では、機械工学の基盤となり、ものづくり産業の発展を支える以下の各分

野で情報技術を活用し、グローバルに活躍できる、自主的・実践的・国際的な、基礎から

応用までの幅広い能力を備えた指導的技術者・研究者の育成を目指す。 

・制御、ロボット、システム、情報、計測などのメカトロニクス分野 

・生産、機械要素、設計、加工、安全、新材料開発などのスマートファクトリー分野 

・環境、熱、流体、燃焼、エネルギーなどの環境・エネルギー分野 

そのため、次のような学生を広く求めている。 

・ものづくりに強い関心を持ち、機械工学に関連のある新しい分野を切り拓く意欲を

持つ人 

・持続的な人類の発展において欠かすことのできない、安全・福祉・健康の技術を追

求することにより社会に貢献する意欲のある人 

・技術を科学的に捉えるための数学・自然科学・情報技術の基礎を理解し、それを応

用することで技術の発展に貢献する意欲のある人 

・グローバルな技術者として活躍できるコミュニケーション能力及び専門知識を身に
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付ける意欲のある人 

〇電気電子情報工学分野 

電気電子情報工学分野では、現代社会を支えるエネルギーシステムの技術者・研究者、

高度情報化・効率的エネルギー・安全安心を指向した社会を支える電子・光等の複合機能

をもつ先端デバイスの技術者・研究者、及び情報通信制御分野を中心とする先端ハード・

ソフトウェアの技術者・研究者の育成を目指す。電気エネルギー・制御工学、電子デバイ

ス・光波制御工学、情報通信制御工学の３分野全般に共通する様々な科目および各分野の

専門性を深める科目からなるカリキュラムの中で、自然との協調や多様な社会との和を

意識しながら３分野を、情報技術を活用してグローバルに技術展開できるように系統的

かつ横断的に学ぶ。 

そのため、次のような学生を広く求めている。 

・電気・電子・情報工学に強い関心を持つ人 

・目標を立て、計画的に学習に取り組むことができる人 

・一意に解が定まらない問題の解決に必要となる論理的思考力・判断力・表現力を高

める意欲のある人 

・数理データサイエンスの素養を身に付ける意欲のある人 

・自らの考えを多様な人々に文書や口頭で明快に表現できるコミュニケーション能力

を高め、当該分野での諸問題を協働して解決していく意欲のある人 

〇情報・経営システム工学分野 

情報・経営システム工学分野では、超スマート社会構築と持続可能な発展を実現するた

めに、システム開発、データ分析、革新的技術・ビジネスモデルの創出、プロジェクト管

理、経営戦略の策定と推進に欠かせない基本的な知識と実践的能力を備え、国際的に指導

力を発揮できる高度 IT人材・研究者・経営者となるための素養の育成を目指す。 

そのため、次のような学生を広く求めている。 

・文理融合の視点を備えつつ、人と社会の発展に情報技術や経営学の側面から寄与す

る意欲のある人 

・自然科学及び社会科学に関する基礎を理解し、それらを応用することに意欲のある

人 

・技術を科学的に捉えるための数学、物理、化学の基礎を理解し応用する意欲のある

人 

・英語及び国語の学習に積極的に取り組み、国際的視野に立った高度な表現力を高め

ることに意欲のある人 
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〇物質生物工学分野 

物質生物工学分野では、未来の産業創造と社会変革の主役となる医療・介護、エネルギ

ー・環境保全、エレクトロニクス、情報通信、食品、安全などの分野の発展に欠かせない

最先端の材料・バイオテクノロジーの創出とそれらを活用した生産プロセスを開発でき

る能力を持つ技術者・研究者の育成を目指す。 

そのため、次のような学生を広く求めている。 

・人工的あるいは自然界から得られる物質とその機能に興味をもち、未来材料の開発

や生産プロセスの革新に積極的に挑戦しようとする意欲のある人 

・物理、化学、生物学などの自然科学および数学、情報に関する基礎的な知識をもち、

自然現象を注意深く観察し、論理的に分析、問題解決に挑戦しようとする意欲があ

る人 

・地球人として国内外の隔てなく活躍しようとする意欲を持ち、多様な人々と協力で

きる人 

〇環境社会基盤工学分野 

環境社会基盤工学分野では、人類の健全な社会・文化・経済活動を支える種々の社会基

盤施設を、情報技術を活用し環境との調和を図りつつ適切に計画・設計・建設・維持する

ための専門基礎知識、及び、総合的かつグローバルな視点からサステナブルな社会へ貢献

し、巨大災害へも対応できる実践的・創造的能力を備えた指導的技術者・研究者の育成を

目指す。 

そのため、次のような学生を広く求めている。 

・総合力：自然環境、人類の文化的・経済的活動と社会基盤技術との関連を常に意識

して、物事を多面的に考えるとともに、人々の幸福と福祉について総合的に考える

素養をもつ人 

・責任力：社会基盤技術が社会や自然環境に及ぼす影響を理解し、社会基盤に関わる

技術者は自らの技能を行使して社会に奉仕する責任があることを自覚している人 

・基礎力：基礎的な数学や物理等の自然科学の素養、及び ICT、AI等の情報技術に関

する素養を持ち、それらを社会基盤技術に応用する意欲をもつ人 

・専門力：社会基盤に関わる主要専門分野の知識を習得し、問題の解決に応用する意

欲をもつ人 

・解決力：社会基盤に関わる専門的な知識・技術を結集して課題を探求し、具体的な

方針を組み立て、文理融合を目指し多面的に考察するとともに、必要に応じて他者

と協力して解決する意欲をもつ人 

・説明力：理論的な記述力、口頭発表能力、コミュニケーション能力、及び、国際的

に通用する技術者としての基礎的な語学力を身につける意欲をもつ人 

・学習力：大学院及び実社会において最新の高度な専門技術を修得するために、自ら
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積極的に継続して学習や研究に取り組む意欲をもつ人 

・行動力：与えられた制約条件の下で計画的に作業を進め、結果を取りまとめる能力

を身につける意欲をもつ人 

（２）入学者選抜の概要 

本学では、アドミッションポリシーに基づき、「学力の３要素」（①「知識・技能」、②

「思考力・判断力・表現力」、③「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」）を、

より多面的・総合的に評価し、一般選抜、学校推薦型選抜及び私費外国人留学生選抜によ

り入学者を選抜する。 

（ア）一般選抜（前期日程） 

・大学入学共通テストにより、基礎学力を幅広く評価する。 

・個別学力検査により、数学と理科のより高度な学力、及び思考力・判断力・表現力

を評価する。 

・志望調書と調査書により、人物・適性を評価する。 

（イ）学校推薦型選抜 

・調査書・推薦書により、高校時代の学習・活動歴、及び学力を評価する。 

・小論文により、知識をもとにした思考力・判断力・表現力を評価する。 

・志望調書・推薦書と面接により、人物・適性、及び基礎学力を評価する。 

（ウ）私費外国人留学生選抜 

・出願書類、日本留学試験の成績並びに TOEIC 又は TOEFL のスコアを総合して評価

する。 

（３）編入学者選抜方法 

高等専門学校や短期大学から３年次への編入学生を受け入れるため、３年次編入学試

験を実施している。編入学試験は一般入試、推薦入試、社会人入試及び外国人留学生入試

により行っている。一般入試では高等専門学校及び短期大学の出身者を対象に、学力試験

及び面接の各結果を総合的に評価して分野ごとに選抜を行う。推薦入試では、高等専門学

校の学校長が推薦する者を対象に、書類審査（外国人留学生については、書類審査と面接）

により評価して分野ごとに選抜を行う。 

（ア）推薦入試 

・調査書・推薦書により、高等専門学校時代の学習・活動歴、及び学力を評価する。 

・志望調書により、人物・適性を評価する。 

・外国人留学生は、さらに面接により、人物・適性、及び基礎学力と日本語能力を評

価する。 

54



（イ）学力入試（一般入試、社会人入試、外国人留学生入試） 

・学力試験により、国語又は日本語、英語、数学、及び専門基礎又は理科の学力、ま

た思考力・判断力・表現力を評価する。 

・志望調書と面接により、人物・適性を評価する。 

（４）募集人員 

現在は課程別に募集を行っており、現行の第１学年入学者選抜における６課程での過

去５年間（平成 28 年度から令和２年度）の志願倍率は、学部全体で約 2.0 倍から約 2.2

倍で推移し、定員充足率も 1.1倍を保っている。 

今回の改組では、社会の変化、多様化・複雑化する課題に迅速かつ柔軟に対応し、新た

な課題に対応する素養を持ち、新たな産業分野を牽引する技術者を育成するための教育

が求められていることから、従来の課程の壁を取り払った課程の大括り化を進める。 

各学年の募集人員等については、以下のとおり。 

分 野 
入学 
定員 

募集人員 

学校推薦型選抜 一般選抜 帰 国 生
徒選抜 

私 費 外 国
人 留 学 生
選抜 

工業等に関
する学科 
※１ 

普通科・理
数科等 

前期日程 

機械工学分野 6人 
※２ 

電気電子情報工学
分野 

6人 

情報・経営システ
ム工学分野 

80人 4人 若干人 50人 若干人 若干人 

物質生物工学分野 7人 

環境社会基盤工学
分野 

4人 

計 80人 30人 50人 

※１ 工業等に関する学科‥‥‥工業・商業・情報・農業・水産に関する各学科を示す。 

※２ 学校推薦型選抜における分野別の募集人員は目安。 

表⑨-１ 第１学年入学定員及び募集人員 
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分 野 
入学 
定員 

募集人員 
（目安） 

うち推薦
による募
集人員 

うち学力
による募
集人員 

社会人入
試 

外 国 人 留
学生入試 

機械工学分野 83人 41 人 42人 

電気電子情報工学
分野 

94人 47 人 47人 

情報・経営システ
ム工学分野 

340人 45人 22 人 23人 若干人 若干人 

物質生物工学分野 71人 35 人 36人 

環境社会基盤工学
分野 

47人 23 人 24人 

計 340人 340人 168 人 172人 

表⑨-２ 第３学年入学定員及び募集人員 

表⑨-３ 入学定員の変更 
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⑩ 教員組織の編成の考え方及び特色

（１）教員組織の編成の考え方 

本学は平成 27 年度に教員組織体系を見直し、平成 27 年度の学部改組により発足した教

育組織（専攻と称する学生所属組織）と教教分離する教員組織（技学研究院と産学融合トッ

プランナー養成センターと称する教員所属組織。教養科目を担当する基盤共通教育部の教

員も、専門分野の教員とともに技学研究院に所属。）を設置した。全ての教員が技学研究院

と産学融合トップランナー養成センターに所属し、学部教育を担当する。それぞれの専門分

野における専門性と、これまでの教育実績を十分に考慮した上で編成した。なお、1年次よ

り楔型に導入している、教育課程の中心となる専攻教育の主要な科目には、本学部の専任の

教授、准教授及び講師を中心に配置し、専任の助教も協力して学部教育を実施する体制を構

築している。 

また、国立大学法人長岡技術大学職員就業規則（資料 16）第 19条の規定により、本学に

おける教授、准教授及び講師の定年は満 65 歳、助教及び助手の定年は 60 歳である。ただ

し、助教及び助手が引き続き雇用を希望したときは、１年を超えない範囲内で任期を定め採

用（以下「再雇用」という。）し、満 65歳まで再雇用教員として教育研究に携わることがで

きる。 

（２）教員の年齢構成 

表⑩-１に工学部工学課程の開設年度（令和４年４月１日時点）および完成年度（令和８

年３月 31日時点）における専任教員の構成を示す。本学の工学課程の開設年度における専

任教員は 139名であり、うち教授 42名、准教授 59名、講師 2名、助教 35名、助手 1名と

なっている。完成年度には、専任教員は 128名となり、うち教授 36名、准教授 56名、講師

2 名、助教 33名、助手 1名となる。 

工学課程の各分野の担当専任教員の年齢構成については、完成年度時点で、30代が 16

名、40代が 43名、50 代が 42名、60代が 27名となっている。このように、教育研究水準

の維持と活性化に十分な年齢構成となっている。なお、完成年度までに 11名の教員が定

年により退職となる予定であるが、その後任は年齢構成、男女比等を考慮して適宜採用す

る。 
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表⑩-１工学部工学課程の開設年度（2022年）および 

完成年度（2025年）における専任教員の構成 

（３）教員組織編成の特色 

本学の中心となる学問分野となる「工学」は、機械工学、電気電子工学、情報工学、経営

システム工学、物質材料工学、生物工学、建設工学などのディシプリンをベースとしている。

これらの工学分野は e-CSTIの「産業界の業務および事業展開・成長に重要な専門知識分野」

にて掲げられている産業界の主要な業種に対応する学問分野である。一方、総合科学として、

工学諸分野はもとより、人文社会科学分野にもまたがる幅広い分野を包括しながら、専門

性・学際性・国際性・先導性を有する人材を育成するため、技学研究院の教員組織は教養分

野も含めた様々な専門分野の教員から構成されている。 

年齢 教授 准教授 講師 助教 助手 合計

60~65 11 4 0 0 0 15

50~59 28 14 0 8 0 50

40~49 3 34 1 7 1 46

30~39 0 7 1 19 0 27

<30 0 0 0 1 0 1

合計 42 59 2 35 1 139

年齢 教授 准教授 講師 助教 助手 合計

60~65 21 5 0 1 0 27

50~59 15 19 0 8 0 42

40~49 0 29 1 12 1 43

30~39 0 3 1 12 0 16

<30 0 0 0 0 0 0

合計 36 56 2 33 1 128

令和4年4月1日における教員構成

令和8年3月31日における教員構成
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⑪ 施設・設備等の整備計画

（１）校地、運動場の整備計画 

本学は学術研究を生み出すための現場での活動を重視しており、実践を通じて「考え

だす力」を育むことが「技学」教育の基本構想の根幹としている。そのため、教育研究

に必要な施設として、研究棟の他に実験・実習に関する施設を重視して整備している。 

キャンパスは、用途ごとにゾーン分けをし、整然と施設整備がなされている。教育研

究ゾーン・実験実習ゾーンには校舎群及び専門的な研究を行う施設を整備している。共

通ゾーンには図書館の他、福利棟・体育保健センター等の福利厚生施設を整備している。

住居ゾーンには、学生寮や国際交流会館などが整備されている。 

運動場については、体育館（2,715㎡、武道場・屋内プール・トレーニングルームを

併設）の他、屋外体育施設ゾーン（92,712㎡）に陸上競技場・多目的広場・テニスコー

ト・野球場・ラグビー場・ゴルフ練習場・弓道場が整備されている。また、課外活動関

係施設が３棟（計 1,043㎡）整備されている。これらは正規の授業の他、課外活動に利

用されている。 

学生が休息するスペースについては、キャンパスの中心に位置する屋外広場を利用

できるほか、福利棟や主な建物にはリフレッシュルーム・談話スペース等を設けている。 

（２）校舎等施設の整備状況 

講義室については、既存講義棟の講義室を利用する。講義室には音響設備・液晶プロ

ジェクター・ＤＶＤプレーヤー・出欠管理カードカードリーダー等を備えている。 

室名 面積 収容人数 室名 面積 収容人数 

Ａ講義室 ３５８㎡ ３３０名 ２０５講義室 ７９㎡ ６８名 

Ｂ講義室 １８３㎡ １５６名 ２０６講義室 ７９㎡ ９６名 

Ｃ講義室 １１２㎡ ６０名 ２０７講義室 ８０㎡ ７０名 

Ｄ講義室 １５７㎡ １４４名 ２０８講義室 ７８㎡ ６９名 

Ｅ講義室 ２０５㎡ ２０３名 ２０９講義室 ７８㎡ ６９名 

Ｆ講義室 ２０８㎡ ２０２名 ２１０講義室 ８０㎡ ６９名 

１０３講義室 １０６㎡ １００名 ３０１講義室 ５２㎡ ３８名 

１０４講義室 ７８㎡ ６９名 ３０２講義室 ５２㎡ ３８名 

１０５講義室 ７８㎡ ６９名 ３０３講義室 ５２㎡ ３８名 

１０６講義室 １０６㎡ ９２名 ３０４講義室 ５４㎡ ３８名 

２０１講義室 １０４㎡ １０１名 ３０５講義室 ５４㎡ ３８名 

２０３講義室 ８６㎡ ７５名 

既存講義棟には、アクティブ・ラーニング・スペースとして、以下のスペースがある。 
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室名 面積 収容人数 室名 面積 収容人数 

ＡＬ１ １５３㎡ ５２名 ＡＬ３ ８２㎡ ３６名 

ＡＬ２ １０４㎡ ４８名 

学生が自由に使用できるスペースとして、「ＥＧＧルーム」（１６３㎡）がある。 

その他、キャンパス内には共通利用が可能な講義室・ゼミ室・演習室等が５５室（約

4,200㎡）あり、有効に利用されている。 

研究室・実験室については、既存の各室を使用することが可能であり、充分に確保さ

れている。併せて学内施設の利用状況を調査し、効率的な利用を図っている。 

各部屋の見取図は資料 17のとおりである。 

（３）図書等の資料及び図書館の整備計画 

以下に基本方針を示す 

・開かれた大学の図書館として、大学における教育・研究に必要な学術情報を広く

収集・蓄積し、本学・高等専門学校及び地域社会の利用に供する 

・学内の学術情報を一元的に集中管理し、24 時間開館利用体制のもとに共同利用

を図ると共に、他大学図書館との相互協力を効率的かつ経済的に行う 

・電子化等により図書館業務の合理化・省力化を促進し、もって図書館サービス機

能を可能な限り拡大する。 

・図書館を全学における「情報・うるおいセンター」たらしめるため、図書館各施

設の環境・設備・調度等について充分な注意をはらい、落ち着いた雰囲気の中で、

ゆっくりと学習・研究できるようにする。 

この基本方針のもと、以下の取組を行っている。 

１）図書等の資料 

全蔵書数は、図書約 166,000 冊、電子ジャーナル約 6,300 タイトルを保持す

る。文献検索のために複数のデータベースを契約しており、本学に所蔵していな

い文献は、Webから借用・複写依頼を行える。また、学生が直接図書館に購入希

望図書を申し込めるなど、学生・教職員の要望にこたえる体制を整えている。 

その他、全国の高等専門学校とは、統合図書館システムの構築・電子ジャーナ

ルのコンソーシアムを形成するなど、連携を行っている。 

２）図書館の整備計画 

閲覧室は 309席確保している。アクティブ・ラーニング・スペースとしてグル

ープ閲覧室 157 ㎡を設けており、学生間の相互教育による自習をバックアップ

できる施設としても利用可能である。 

また、館内はすべて無線 LANの利用が可能となっている。 
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⑫ 管理運営

（１）大学のガバナンス 

長岡技術科学大学は、社会の変化を先取りする“技学”（技術科学）を創成し、未来社

会で持続的に貢献する実践的・創造的能力と奉仕の志を備えた指導的技術者を養成する

ため、諸活動の不断の自己点検・評価等を実施するとともに、大学の教育研究活動状況を

調査・分析し、これらの結果を教育研究の質の向上や大学運営の改善に活用している。 

本学は、工学系単科大学であることから、教授会及び代議員会は全学の教員、学内組織

のメンバーから構成され、学内の意思決定及び大学運営に係る情報が全教職員に共有さ

れている。また、代議員会と教育研究評議会の構成員で重複する者が多いため、教育研究

評議会で決定した教育研究の重要事項が迅速に全学的に周知徹底されている。 

本学では、経営協議会の学外委員の選任に当たっては、本学のミッション及び目指す方

向を鑑み、産業界、地域自治体、高等教育、国際連携等の各分野から候補者を選考し、教

育研究評議会の意見を聴いて学長が任命している。同協議会では、法令で定める審議事項

のほか、本学が推進する事業や、事業運営の課題について、学外委員との意見交換の場を

設け、多様な観点からの意見を聴取し、教学に関する運営にも生かしている。 

また、大学としての意思決定及び執行が迅速かつ的確に行われるよう、役員、副学長及

び学長補佐を構成員とする大学戦略会議を月２回開催し、大学経営及び教学運営に関す

る重要事項について情報共有し、学長の意思決定を支援し、業務執行状況を確認している。 

（２）教授会及び代議員会 

教授会の審議事項は、学生の入学、卒業及び課程の修了、学位の授与、教育課程の編成、

教員の教育研究業績の審査、学生の懲戒に関する事項、組織の運営に関わる事項等とし、

組織運営の重要事項と学位の授与以外の事項について代議員会に委任している。教授会

は、工学系単科大学ということもあり、学長、副学長並びに専任の教授、准教授、講師及

び実務家教員をもって構成し、学長が議長となる。教授会の開催は、学位の授与に係る審

議事項のある原則６月、７月、９月、12月、３月に開催する。 

代議員会の審議事項は、上述のとおり組織運営の重要事項と学位の授与以外の事項と

している。代議員会は、学長、副学長、附属図書館長並びに分野長、基盤共通教育部長及

び各分野、基盤共通部から１人又は２人の教授及び各分野、基盤共通部から１人の准教授

又は講師で構成し、学長が議長となる。代議員会は教授会の開催されない月に開催する。 
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（３）副学長、学長補佐及び常設委員会 

学長のリーダーシップの下、大学のガバナンスを円滑に行うため、学長を補佐・支援す

る副学長５名が任命され、教学運営を担っている。また、学長の職務のうち特定事項につ

いて学長を補佐するため、学長特別補佐３名、学長補佐８名を置く。本学は工学系単科大

学のため、学内委員会等はすべて全学委員会等として位置づけられ、主要な学内委員会等

（教務委員会等）の審議結果は教授会や代議員会に上程され、全学に情報共有されている。

また、主要委員会等の長は、副学長又は学長補佐が務め、学長のリーダーシップが適切か

つ迅速に実施される体制となっている。 

（４）教学マネジメント 

本学では、養成する人材像や大学の理念を踏まえた、体系的な教育課程の編成、組織的

な教育の実施等、迅速・効率的な教学マネジメントを実現するため、５人の副学長で「教

育研究企画、評価、学生支援、男女共同参画、研究企画、産学地域連携、SDGs、教務、高

専連携、広報、国際連携、校友会、入試、IR」を分担し、学長を補佐し教学運営を担うと

ともに、主要学内委員会の委員長を務めるなど、学長の意思決定と業務遂行を支援する体

制としている。 

（５）人事給与システム 

長岡技術科学大学では、教員一人ひとりが高いモチベーションを維持し、技術科学の推

進と教育研究の向上を図るため、令和２年４月から、外部資金の獲得実績による手当の新

設を含む新しい評価基準に基づく新年俸制度を導入し、以降の採用者及び希望する在職

教員に適用させた。さらにクロスアポイントメント制度やテニュアトラック制度等を活

用し、若手、女性、外国籍といった多様で優秀な人材の確保につながる人事給与マネジメ

ントシステムを実践している。 
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⑬ 自己点検・評価

（１）全学の自己点検・評価 

本学の自己点検・評価については、長岡技術科学大学自己評価規則において、教育研究

活動等の状況について自ら点検及び評価を行うことにより、教育水準の向上と研究活動

の活性化を図るとともに、本学の目的及び社会的使命の達成を積極的に推進することを

目的として定めている。また同規則では、自己評価の企画、立案及び実施にかかる総括並

びに第三者評価への対応は、大学評価委員会が行うと規定している。 

大学評価委員会においては、その所管を長岡技術科学大学評価委員会規程で規定し、副

学長２名、事務局長及びその他学長が必要と認めた教員２名が、自己評価規則が規定する

10 の項目（①目標に関すること、②教育に関すること、③研究に関すること、④社会と

の連携に関すること、⑤国際交流に関すること、⑥業務運営に関すること、⑦財務に関す

ること、⑧自己点検・評価及び情報の提供に関すること、⑨施設整備に関すること、⑩安

全管理に関すること）に加え、第三者評価にかかる、国立大学法人評価委員会、学校教育

法 109 条第２項に定める認証評価機関等が行う本学の職員以外の者による評価と検証に

対応する。さらに自己評価規則では、大学評価委員会での検証結果を学長に報告すること

で内部統制を図り、また、検証結果及び評価結果を内外に公表して大学の透明性を確保し

ている。 

大学評価委員会は、内部質保証を確実なものとするために、中期目標・中期計画及び年

度計画を中心とした実績・進捗状況を適時各委員会等に求め、検証し、軌道修正が必要な

事業については学長主導で改善指導を行うなどの対応をとっている。 

令和元年度には、学校教育法第 109条第２項の規定に基づき、大学改革支援・学位授与

機構の認証評価を受審し、同機構が定めた大学評価基準を満たしているとの評価結果を

得た。加えて、領域４では１つの取組が、領域 6では 5つの取組が優れているとの評価を

受けている。認証評価が３巡目を迎え、内部質保証に焦点を当てた今回の評価に際し、大

学評価委員会が中心となり内部質保証に責任を持つ体制の検証と規定等の整備を関係委

員会と協議し、また、ディプロマ、カリキュラム及びアドミッションの各ポリシーが具体

的かつ明確に策定されているかにも重点を置き検証を行い、認証評価の各基準を満足す

るための対応を適時行った。 

さらに本学では、平成 30年度、自己評価規則及び長岡技術科学大学外部評価実施要項

に基づき、民間企業出身者及び高等教育機関関係者等を委員とした外部評価を実施した。

外部評価委員会の開催にあたっては、平成 28 年度に設置した IR 推進室が収集したデー

タを基に本学の現状を視覚化した外部評価自己点検書を基に、各委員と意見交換し、教育、

研究、産学連携、高専連携及び大学運営の分野別で評価を受けた。評価内容は大学ホーム

ページを通じて学外に公表するとともに、さらに収集した客観的データを参考に改善案

を策定・提言を行っている。 
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⑭ 情報の公表

学校教育法第 113 条と学校教育法施行規則第 172 条の２で定められた教育研究活動等の

状況に関する情報について以下のとおり大学のホームページ上で公開している。 

１）大学の教育研究上の目的に関すること 

２）教育研究上の基本組織に関すること 

３）教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

４）入学者に関する受入れ方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又

は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関す

ること 

５）授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

６）学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

７）校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

８）授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

９）大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

上記１）～９）については、 

https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/jyoho/jyohokoukai/kyouikujyouhou.html 

１０）その他 

○学則等各種規程

https://education.joureikun.jp/nagaokaut/

○学部等の設置に関する情報

https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/jyoho/jyohokoukai/jyouhou_n.html

○中期目標・中期計画・年度計画、大学機関別認証評価、自己点検・評価等

https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/keikaku/index.html
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⑮ 教育内容等の改善を図るための組織的な研修等

（１）全学的な取組 

長岡技術科学大学では、学内共同教育研究施設として、学部及び大学院における教育方

法改善に係る調査・研究、企画及び実践等を通じ技術者教育の総合的な推進を図ることを

目的とする「教育方法開発センター」を設置している。同センターでは、授業及び研究指

導の内容又は方法の改善を図るための「授業スキルアップ研究会」や「FD 講演会」、「公

開授業・FDしゃべり場」等の企画・実施を行っている。 

教育効果測定の方法改善及び分析に関することとして、授業アンケートを実施してお

り、学生からのアンケート結果は各科目担当教員へフィードバックして授業改善に役立

ててもらうとともに教員に対してもアンケートを行っている。その結果は、授業アンケー

ト結果と併せて教育方法開発センター会議で報告され、その後の FD活動の企画立案に活

用している。 

また、新採用となった教員を対象に「技術教育」のための職能を研くことを意識しなが

ら自分を研いていくためのガイダンス的役割を果たす「技術教育フロンティアプログラ

ム」 を実施している。受講者は用意されたコンテンツの受講によりポイントを獲得し、

定められたポイント数を獲得した者を「技術教育フロンティア」として認定している。 
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⑯ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制

長岡技術科学大学は学部・大学院一貫教育により、高度な技学力（＝現場力＋研究力＋

創造力＋実践力）と豊かな人間性を持ち、未踏領域・未踏分野に挑戦し、技術イノベーシ

ョンを興せるタフなグローバル技術者を社会に送り出すことを使命の一つとしており、

充実した学生生活を送るための修学・生活支援、進路・就職支援を全学的な立場から統括・

支援する組織として学生支援課を設置し、修学支援、進路・就職支援、正課外活動支援、

経済支援を柱とした取組を実施しており、特に就職支援については、技術系企業等が主な

就職先となることから、各学生が希望する就職を実現できるように、各分野の就職担当教

員及び就職事務室と学生支援課が連携し、きめ細かい支援を行っている。 

また、本学では、就業体験を目的としたインターンシップですらほとんど行われていな

かった 40年以上前の開学時から、実社会との密接な接触を通じ、指導的技術者として必

要な人間力の育成と実践的技術感覚を体得させることを目的として、企業等における実

務に取り組む実務訓練（約５か月間の企業等における実践的な技術者育成プログラム）を

実施している。また、企業等との共同研究・受託研究を盛んに実施しているため、学生の

頃から企業ニーズに触れ、企業ニーズと学生自らの研究成果が結びつくことを目にする

機会が多くある。さらに、企業技術者との議論の中で、学生自身の技術者としての将来像

を描くこともでき、このような実践的な人材育成・職業観を醸成する教育の成果として、

本学の就職率は景気動向に左右されず、常にトップクラスを維持している。 

「就職」は、人生のキャリアの中でも特に重要なものであり、主体的に進路を選択する

能力の育成や、就業意識の形成を目的に、学部の１、２年次を対象に「キャリアガイダン

ス」を開催し、具体の就職活動年次では、「スタートアップ講座」を皮切りに、「内定者に

よる就職活動座談会」「自己分析講座」「自己ＰＲ作成講座」、約６００社が参加する「企

業研究会」を開催し、面接対策のためのエントリーシート、面接対策、模擬面接などの講

座を経て、実際の就職活動にスムーズに対応できるよう支援を行っている。 

また、日本での就職を希望する外国人留学生に対しては、「留学生が知っておくべき日

本での就活のポイント」や、「理工系留学生の履歴書・エントリーシート作成のポイント」、

留学生向け模擬面接などの講座を実施している。また、障がいのある学生向けの就職支援

については、学生総合支援センターの障がい学生支援室と就職担当教員、学生支援課で連

携し、障がい者雇用を予定している企業に対してアプローチを行っている。 

さらに、本学では、就職率の他に離職率にも注目しており、本学が調査したデータによ

ると、本学出身者の離職率（平成 27年４月入社後３年以内）は約７％であり、厚生労働
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省の「新規大学卒業就職者の事業所規模別離職状況」における離職率約 32％（平成 27年

４月入社後３年以内）であることを考えると、本学卒業生・修了生の職業意識と企業が欲

しがる人材像はマッチングしていると言える。 

本学は、これまでの特色ある教育を進めてきた実績を活かして更なる教育改革を進め、

グローバルに活躍できるイノベーティブな実践的・指導的技術者を育成する学部・大学院

一貫教育の更なる充実に取り組むことにより、就職後も持続的に成長し、様々なステージ

で活躍できる人材を育て世に送り出すことを使命としている。 

これらの就職支援に関する企画等は、本学のＷＥＢサイトや就職支援サイトにまとめ

て掲載し、学生が必要な情報に容易にアクセスできるようにしている。 
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United Nations Academic Impact 
Hub for SDG 

for 2021-2024. 

Ramu Damodaran 
Chief, United Nations Academic Impact  
Department of Global Communications
United Nations

Nagaoka University of Technology, Japan
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United Nations Academic Impact 
Hub for SDG 9

In recognition of the research, innovation   
and scholarship undertaken in support of this SDG, 
United Nations Academic Impact welcomes

as its hub for Sustainable Development Goal 9
for 2018-2021. 

Ramu Damodaran 
Chief, United Nations Academic Impact  
Department of Public Information
United Nations

Nagaoka University of Technology, Japan
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１．書類等の題名 

資料２ e-CSTI の可視化分析ツールの調査結果 

産業界の業務および事業展開・成長に重要な専門知識分野 

２．出展 

内閣府 e-CSTI 一般公開サイト（https://e-csti.go.jp） 

３．引用範囲 

人材育成に係る産業界ニーズの分析 

内閣府 平成 31 年度（2019 年度）科学技術基礎調査等委託事業「産業界と

教育機関の人材の質的・量的需給マッチング状況調査」 
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䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇⛉┠

䛿ᩍ㣴ᚲಟ⛉┠

Ꮫ㒊
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䠐ᖺ䠍Ꮫᮇ

䠏ᖺ䠎Ꮫᮇ

䝕䝞䜲䝇ᕤᏛ

㟁Ꮚ≀ᛶᕤᏛ

䝣䜷䝖䝙䜽䝇ᕤᏛග≀ᛶᕤᏛ

䝕䝞䜲䝇ᕤᏛ㟁☢Ἴᛂ⏝ᕤᏛ

ᛂ⏝ᩘᏛ

䝣䜷䝖䝙䜽䝇ᕤᏛ

㟁Ꮚ≀ᛶᕤᏛ

䝥䝷䝈䝬≀ᛶᕤᏛ

㟁☢䜶䝛䝹䜼䞊ᕤᏛ

᰾䜶䝛䝹䜼䞊ᕤᏛ

㟁Ẽἲつཬ䜃㟁Ẽタ⟶⌮

㟁ືຊᛂ⏝䝅䝇䝔䝮

䝻䝪䝔䜱䜽䝇

㧗㟁ᅽᕤᏛ

㟁Ẽ䜶䝛䝹䜼䞊ᛂ⏝

㟁ᶵタィᏛཬ䜃〇ᅗ

Ⓨኚ㟁ᕤᏛ

䝺䞊䝄䞊ᕤᏛ

㟁ᶵኚᕤᏛ

㟁ຊ䝅䝇䝔䝮

䝕䜱䝆䝍䝹ไᚚ

䝕䞊䝍ᵓ㐀䛸䜰䝹䝂䝸䝈䝮

䝛䝑䝖䝽䞊䜽ᕤᏛཬ䜃₇⩦

ሗ㏻ಙ⌮ㄽ

䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛸ᛂ⏝䝅䝇䝔䝮

᭱㐺⌮ㄽ䛸䛭䛾ᛂ⏝

ၥ㢟ゎỴᆺᐇ㊶䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾

㟁Ẽᢏ⾡ⱥㄒ

䝬䝹䝏䝯䝕䜱䜰ಙྕฎ⌮

㟁Ẽ㟁Ꮚሗ≉ู⪃✲ཬ䜃䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䚸㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㊶₇⩦

ᩘ⌮⤫ィᏛ

䠄ᚲ䠅 ᐇົカ⦎㻭䞉㻮䚸ㄢ㢟◊✲ᐇົカ⦎ 㼛㼞㻌ㄢ㢟◊✲䠐ᖺ䠎Ꮫᮇ

䠍ᖺ

䠎ᖺ

ᩘᏛ䠥䠝䚸ᩘᏛ䠥䠞䚸ᩘᏛ₇⩦䠥䚸≀⌮Ꮫ䠥䚸≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦ 䠥

㟁Ẽᅇ㊰ཬ䜃₇⩦ 䠥䚸㟁Ẽ☢ẼᏛཬ䜃₇⩦ 䠥䚸≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦ 䠥䠥

㟁Ẽᅇ㊰ཬ䜃₇⩦䠥䠥 䚸㟁Ẽ☢ẼᏛཬ䜃₇⩦䠥䠥 䚸ᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂

㟁ẼᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂

ᕤᴗᇶ♏ᩘᏛ 䠥

Ꮫ 䠥

⏕≀Ꮫ 䠥䠥

Ꮫᐇ㦂ཬ䜃₇⩦ 䠥

ᩘᏛ 䠥䠥䠝䚸䠥䠥䠞 ᩘᏛ₇⩦ 䠥䠥 ≀⌮Ꮫ 䠥䠥 Ꮫ 䠥䠥 ⏕≀Ꮫ 䠥Ꮫᐇ㦂ཬ䜃₇⩦ 䠥䠥

㟁Ꮚᅇ㊰㟁ຊᕤᏛ㟁ẼᶵჾᕤᏛ

㟁Ꮚ䡡ගἼᕤᏛᇶ♏ 䠥ไᚚᕤᏛᇶ♏

ᕤᴗᇶ♏ᩘᏛ 䠥䠥 䝕䜱䝆䝍䝹㟁Ꮚᅇ㊰ 㟁Ꮚ䡡ගἼᕤᏛᇶ♏ 䠥䠥㟁Ẽ㟁Ꮚィ ᕤᏛ

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ

Ἴື䞉ື

㟁Ẽ㟁Ꮚሗᇶ♏ᩘᏛ

ሗฎ⌮ᴫㄽ

☜⋡⤫ィ

ᇶ♏ሗฎ⌮₇⩦

䠄ᚲ䠅ไᚚ⌮ㄽ䚸㟁Ꮚ䝕䝞䜲䝇䞉䝣䜷䝖䝙䜽䝇ᕤᏛ䚸ಙྕ⌮ㄽᇶ♏䚸
㟁ẼᑓᨷᩘᏛཬ䜃₇⩦ 䚸㟁ẼᑓᨷᕤᏛᐇ㦂

䠄ඹ䠅 䜰䝘䝻䜾ᅇ㊰ᕤᏛୖ⣭㟁Ẽ☢ẼᏛ

䝕䝞䜲䝇ᕤᏛ䝟䝽䞊䜶䝺䜽䝖䝻䝙䜽䝇 㟁Ꮚィ⟬ᶵ䝅䝇䝔䝮

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇㻮

㟁Ẽ㟁ᏊሗᩘᏛཬ䜃₇⩦ 䚸㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㦂

ไᚚ⌮ㄽ䚸㟁Ꮚ䝕䝞䜲䝇䞉䝣䜷䝖䝙䜽䝇ᕤᏛ䚸ಙྕ⌮ㄽᇶ♏䚸
㟁Ẽ㟁ᏊሗᩘᏛཬ䜃₇⩦ 䚸㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㦂

䜰䝘䝻䜾ᅇ㊰ᕤᏛ

䠏ᖺ䠍Ꮫᮇ
䝁䞊䝇ඹ㏻ᚲಟ⛉┠

䝁䞊䝇ඹ㏻㑅ᢥ⛉┠

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇⛉┠

䛿ᩍ㣴ᚲಟ⛉┠

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊 䡚 䚸㟁Ẽ㟁Ꮚሗ≉ูᐇ㦂䠈ᢏ⾡ⱥㄒ≉ู₇⩦1, ◊✲⌮

༙ᑟయ⣲ᏊᕤᏛ≉ㄽ

ග䞉㔞Ꮚ㟁ᏊᕤᏛ≉ㄽ

㟁Ꮚ≀ᛶᕤᏛ≉ㄽ

ගᏛᮦᩱᕤᏛ≉ㄽ

㟁Ꮚᮦᩱྜᡂᢏ⾡≉ㄽ

⬻ሗᕤᏛ≉ㄽ

⏬ീሗᕤᏛ≉ㄽ

㠀⥺ᙧᅇ㊰ᕤᏛ≉ㄽ

㟁☢䜶䝛䝹䜼䞊ᕤᏛ≉ㄽ

䝟䝽䞊䜶䝺䜽䝖䝻䝙䜽䝇≉ㄽ

䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇ᕤᏛ≉ㄽ

㧗 ㉸ఏᑟᮦᩱᕤᏛ≉ㄽ

䝟䝽䞊䝕䝞䜲䝇ᕤᏛ≉ㄽ

ᐜ㔞㟁ຊኚᕤᏛ≉ㄽ

㧗䜶䝛䝹䜼䞊ᐦᗘ⛉Ꮫ≉ㄽ

䝰䞊䝅䝵䞁䝁䞁䝖䝻䞊䝹≉ㄽ

୕ḟඖ⏬ീᕤᏛ≉ㄽ

ศගᏛ≉ㄽ䝥䝷䝈䝬ィ ᕤᏛ≉ㄽ

ಙྕฎ⌮䝅䝇䝔䝮≉ㄽ

ᢏ⾡ⱥㄒ≉ู₇⩦2 ᮦᩱᶵჾศᯒ≉ㄽ

ሗ㏻ಙ䝛䝑䝖䝽䞊䜽≉ㄽ

䝰䞊䝅䝵䞁䝁䞁䝖䝻䞊䝹䛸㻭㻵䚸ィ⟬㟁☢ẼᏛ≉ㄽ䚸ᩘ⌮䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇≉ㄽ

Ꮫ㝔

ᶵ⬟ᛶගᏛ䝕䝞䜲䝇ᕤᏛ≉ㄽ

Ꮫ㝔

㟁Ꮚ䝕䝞䜲䝇䞉ගἼไᚚᕤᏛ䝁䞊䝇㟁Ẽ䜶䝛䝹䜼䞊䞉ไᚚᕤᏛ䝁䞊䝇 ሗ㏻ಙไᚚᕤᏛ䝁䞊䝇

䝬䝔䝸䜰䝹䝈 䜲䞁䝣䜷䝬䝔䜱䜽䝇≉ㄽ
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䠍䞉䠎Ꮫᖺ

ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛศ㔝

ᅗ ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛศ㔝䛾⛉┠⣔⤫ᅗ

䠏䞉䠐Ꮫᖺ

ᩘᏛ䊠䠝

ᩘᏛ䊠䠞

ᩘᏛ₇⩦䊠

ሗ䝸䝔䝷䝅䞊䊠

ሗ䝸䝔䝷䝅䞊䊡

ሗ䝅䝇䝔䝮ᴫㄽ

ሗ䞉⤒Ⴀ䡸䡹䡿䢍ᇶ♏ᐇ㦂

䜰䝹䝂䝸䝈䝮䛸䝕䞊䝍ᵓ㐀

ሗ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂

ሗ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ₇⩦

ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂

ሗ䞉⤒Ⴀ䡸䡹䡿䢍ᕤᏛ≉ู◊✲ᐇ⩦

⤫ィᕤᏛ

▱ぬሗฎ⌮

ሗ䞉⤒Ⴀᩘ⌮ᕤᏛ䊠

䝇䝫䞊䝒㛤ⓎᕤᏛᇶ┙ㄽ

䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛸ᛂ⏝䝅䝇䝔䝮

䝠䝳䞊䝬䞁䜲䞁䝍䝣䜵䞊䝇ᕤᏛ

䜸䝤䝆䜵䜽䝖ᣦྥ䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾

ேᕤ▱⬟ㄽ

ሗ䛸⫋ᴗ

䝕䞊䝍䝬䜲䝙䞁䜾

䝋䝣䝖䜴䜵䜰ᕤᏛ

ሗ䝅䝇䝔䝮タィㄽ

䝬䝹䝏䝯䝕䜱䜰ሗㄽ

⏘Ꮫ㐃ᦠᐇ㊶ⓗ㻭㻵ᛂ⏝

㻭㻵䞉㻵㼛㼀䝉䜻䝳䝸䝔䜱ㄽ䛚䜘䜃₇⩦

ᢏ⾡⤒Ⴀㄽ

⎔ቃ⤒῭Ꮫ

ᆅ⌫⎔ቃᏛ䊡

⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮Ꮫ

ᐇ㊶ィ㔞⤒῭Ꮫ

ሗ♫䛸ⴭసᶒ

ሗ♫䛸ሗ⌮

⤒Ⴀ⟶⌮䊠䠋⤒Ⴀ⟶⌮䊡

䝬䞊䜿䝔䜱䞁䜾䊠䠋䝬䞊䜿䝔䜱䞁䜾䊡

Ꮫ䊠䠋 Ꮫ䊡

≀⌮Ꮫ䊠䠋≀⌮Ꮫ䊡

⏕≀Ꮫ䊠䠋⏕≀Ꮫ䊡

⏕≀ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦

Ꮫᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠

Ꮫᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊡

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊡

ᕤᴗᇶ♏ᩘᏛ䊠䠋ᕤᴗᇶ♏ᩘᏛ䊡

ᕤᴗຊᏛ

ᩘ⌮ᇶ♏

Ἴື䞉ື

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ

ไᚚᕤᏛᇶ♏

ᇶ♏㟁☢ẼᏛ

㟁ẼᶵჾᕤᏛ

ᇶ♏ᏛᕤᏛ

䝕䜱䝆䝍䝹㟁Ꮚᅇ㊰

⤫ィᕤᏛᇶ♏

ே㛫ᕤᏛᴫㄽ

ሗ䛸♫䊠䠋ሗ䛸♫䊡

ሗ䞉⤒ႠᩘᏛ䊠

ሗ䞉⤒ႠᩘᏛ䊡

䝕䞊䝍䝬䝛䝆䝯䞁䝖

ሗ䝛䝑䝖䝽䞊䜽ᴫㄽ

䜸䝨䝺䞊䝅䝵䞁䝈䝸䝃䞊䝏

䝁䞁䝢䝳䞊䝍䜾䝷䝣䜱䝑䜽䝇ᴫㄽ

ᐇ ົ カ ⦎
䠄ㄢ㢟◊✲ 䠅
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ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛศ㔝䠄ಟኈ䠅

ᅗ ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛศ㔝䠄ಟኈ䠅䛾⛉┠⣔⤫ᅗ

䠍䞉䠎Ꮫᖺ
ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䠍
Information and Management Systems 
Seminar 1

ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䠎
Information and Management Systems 
Seminar 2

ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䠏
Information and Management Systems 
Seminar 3

ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䠐
Information and Management Systems 
Seminar 4
ሗ䞉⤒Ⴀ䡸䡹䡿䢍ᕤᏛ≉ูᐇ㦂䞉₇⩦㻝
Advanced Design of Information and 
Management Systems 1
ሗ䞉⤒Ⴀ䡸䡹䡿䢍ᕤᏛ≉ูᐇ㦂䞉₇⩦㻞
Advanced Design of Information and 
Management Systems 2

ᢏ⾡ⱥㄒ≉ู₇⩦㻝
Special Exercises in Technical English 1

◊✲⌮
Research Integrity

⏕⌮ሗィ ㄽ
Measurement of Physiology

⌮ㄽ⏕⛉Ꮫ
Theoretical Life Science
ㄆ▱⾜ື⛉Ꮫ≉ㄽ
Decision Behavior Theory

ᐇ㦂ᚰ⌮Ꮫ≉ㄽ
Advanced Experimental Psychology

ㄆ▱⛉Ꮫ≉ㄽ
Advanced Cognitive Science

䝇䝫䞊䝒ᕤᏛ≉ㄽ
Topics of Sport Engineering

ே㛫䝁䞁䝢䝳䞊䝍䜲䞁䝍䝷䜽䝅䝵䞁
䛾䝰䝕䝹䞉⌮ㄽ䞉ᯟ⤌䜏
Models, Theories, and Frameworks of 
Human-Computer Interaction

ᶵᲔᏛ⩦ㄽ
Machine Learning

ሗ᳨⣴䝅䝇䝔䝮≉ㄽ
Advanced Information Retrieval 
Systems

䜾䝹䞊䝥䜴䜵䜰≉ㄽ
Advanced Groupware

ሗ䝬䜲䝙䞁䜾≉ㄽ
Advanced Information Mining

ィ⟬▱⬟ㄽ
Computational Intelligence

ᴗㄽ≉ㄽ
Theory of the Firm

〇ရ㛤Ⓨㄽ
Management of Product Development

䝡䝆䝛䝇䝰䝕䝹
Business Model

ᣢ⥆ྍ⬟Ⓨᒎㄽ
Sustainable Development Theory

䜶䝛䝹䜼䞊⤒῭ㄽ
Energy Economics

⤒Ⴀᡓ␎ㄽ
Business Strategy

ሗ䞉⤒Ⴀⱥㄒ
English for Information and Management
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ᛂ⏝ຊᏛϩ ᛂ⏝ຊᏛ₇⩦ϩ ᘓタᮦᩱᏛᇶ♏

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ

ᅗᏛ⏕≀ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦

≀⌮ᏛϨ

≀⌮Ꮫϩ

ᏛϨ

Ꮫϩ ⏕≀ᏛϨ

ᇶ♏㟁☢ẼᏛ

Ἴື䞉ື

ᕤᴗᇶ♏ᩘᏛϨ

ᕤᴗᇶ♏ᩘᏛϩ

ᩘᏛϨA

ᩘᏛϩA

ᩘᏛϨB

ᩘᏛϩB

ᩘᏛ₇⩦Ϩ

ᩘᏛ₇⩦ϩ

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦Ϩ

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦ϩ

Ꮫᐇ㦂ཬ䜃₇⩦Ϩ

Ꮫᐇ㦂ཬ䜃₇⩦ϩ

ᅵ㉁ຊᏛᇶ♏Ỉ⌮Ꮫ

ᛂ⏝ຊᏛ₇⩦Ϩᛂ⏝ຊᏛϨ

ᛂ⏝ຊᏛϪ Ỉ⅏ᐖᕤᏛ ᆅ┙ᕤᏛϨ

㗰ᵓ㐀Ꮫ

ỈᕤỈ⌮Ꮫ ᆅ┙ᕤᏛϩ 䝁䞁䜽䝸䞊䝖ᵓ㐀ϩ

ᵓ㐀ゎᯒᏛ

ᛂ⏝ὶయᕤᏛ

ᛂ⏝ᅵᮌືᏛ

㐨㊰ᕤᏛ

ᵓ㐀≀䛾䝷䜲䝣䝃䜲
䜽䝹䝬䝛䝆䝯䞁䝖

ᅵᮌືᏛ

㒔ᕷ䛾ㄆ㆑

Transportation 

Economics with Python

⎔ቃ⾨⏕ᕤᏛ

䝸䝰䞊䝖䝉䞁䝅䞁䜾ᕤᏛ

⥺ᙧ௦ᩘᏛ

ゎᯒᏛせㄽ

ᛂ⏝⤫ィᏛ
The State of World Environments♫ᇶ┙䛸ሗᢏ⾡

➨䠍Ꮫᖺ
䠍Ꮫᮇ

➨䠍Ꮫᖺ
䠎Ꮫᮇ

➨䠎Ꮫᖺ
䠍Ꮫᮇ

➨䠎Ꮫᖺ
䠎Ꮫᮇ

➨䠏Ꮫᖺ
䠍Ꮫᮇ

➨䠏Ꮫᖺ
䠎,䠏Ꮫᮇ

➨䠐Ꮫᖺ
䠍Ꮫᮇ

➨䠐Ꮫᖺ
䠎,䠏Ꮫᮇ

ᩘ⌮ᇶ♏

⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛศ㔝 ⣔⤫ᅗ

☜⋡⤫ィ

⏕≀Ꮫϩ

ᇶ♏タィ〇ᅗ ⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛᐇ㦂Ϩ

 㔞Ꮫ  㔞Ꮫᐇ⩦

⎔ቃᏛᇶ♏

㏻䝅䝇䝔䝮ศᯒ

ᅵᮌィ⏬䝅䝇䝔䝮ศᯒ

⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛ䝔䞊䝬䝉䝭䝘䞊 ᆅ⌫⎔ቃᏛ

⎔ቃᚤ⏕≀ᕤᏛ

⎔ቃ䝸䝇䜽⟶⌮Ꮫ

㈨※䜶䝛䝹䜼䞊ᚠ⎔ᕤᏛ
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㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻠㻕

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇㻭 㻔㻞㻕
ᢏ⾡⪅⌮ 㻔㻞㻕

㑅ᢥᚲಟ 㻔㻞㻕

⤒ႠᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

ಟኈㄽᩥ

ඹ㏻⛉┠ 㻔㻢㻕

▱ⓗ㈈⏘ᴫㄝ 㻔㻞㻕

⤒ႠᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ᏳᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬
ᶵᲔᕤᏛศ㔝

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⛉┠ᒚಟ㻟ᖺḟ䜈䛾㐍⣭せ௳

ᚲಟ 㻔㻤㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻞㻕

ᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻞㻕

ᇶ♏ሗฎ⌮₇⩦䊠㻔㻝㻕

ᇶ♏ሗฎ⌮₇⩦䊡㻔㻝㻕

ᶵᲔタィ〇ᅗ 㻔㻝㻕

ᶵᲔᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻢㻕㻌

≀⌮Ꮫ䊠 㻔㻞㻕

Ꮫ䊠 㻔㻞㻕

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᶵᲔ䛾ᩘᏛ䞉ຊᏛ䊠㻌㻔㻞㻕

ᶵᲔ䛾ᩘᏛ䞉ຊᏛ䊡㻌㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛタィ₇⩦ 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛᐇ㦂䊠 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᶵᲔᕤᏛᐇ㦂䊡 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛᐇ㦂䊢 㻔㻢㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻝㻕

ᩘᏛ䊡㻭 㻔㻞㻕㻌㻛㻌ᩘᏛ䊡㻮 㻔㻞㻕

≀⌮Ꮫ䊡 㻔㻞㻕

タィ〇ᅗ 㻔㻝㻕

ᕤᴗຊᏛ 㻔㻞㻕

ᮦᩱຊᏛ 㻔㻞㻕㻌㻛㻌ỈຊᏛ 㻔㻞㻕

ᕤᴗ⇕ຊᏛ 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤసἲ 㻔㻞㻕

ᶵᵓᏛ 㻔㻞㻕

ᮦᩱ⛉Ꮫ 㻔㻞㻕

ᚲಟ㻔㻥㻕
ᶵᲔᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻌㻔㻝㻕
ᶵᲔᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊡㻌㻔㻝㻕
ᶵᲔᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊢㻌㻔㻝㻕
ᶵᲔᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊣㻌㻔㻝㻕
ᶵᲔᕤᏛ≉ูᐇ㦂䊠㻌㻔㻞㻕
ᶵᲔᕤᏛ≉ูᐇ㦂䊡 㻔㻞㻕
◊✲⌮ 㻔㻝㻕

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻝㻢㻕

ᶵᲔᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

␗᪉ᛶᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

䝖䝷䜲䝫䝻䝆䞊 㻔㻞㻕

ษ๐䞉◊๐ຍᕤ≉ㄽ 㻔㻞㻕

㉸㡢Ἴデ᩿ᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ᮦᩱ⤌⧊Ꮫ≉ㄽ 㻔㻞㻕

㠀㕲㔠ᒓᮦᩱ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛሗ≉ㄽ㻔㻞㻕
䠄䝕䞊䝍ᩘ⌮䝃䜲䜶䞁䝇⛉┠䠅

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻤㻕

ᶵᲔᕤᏛ≉ูㅮ⩏ 㻔㻞㻕

ᏳᕤᏛᇶ♏ 㻔㻞㻕

ᮦᩱຍᕤ⏕⏘Ꮫ 㻔㻞㻕

ᛂ⏝ᮦᩱ⛉Ꮫ䊡 㻔㻞㻕

䝁䞊䝇䛾᥎ዡ㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻠㻕

䝇䝬䞊䝖䝣䜯䜽䝖䝸䞊 㻔㻞㻕

ᶵᲔせ⣲タィᕤᏛ 㻔㻞㻕

䝁䞊䝇䛾᥎ዡ㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻠㻕

ᶵᲔ䝅䝇䝔䝮タィᕤᏛ 㻔㻞㻕

ᛂ⏝ᮦᩱ⛉Ꮫ䊠 㻔㻞㻕

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻢㻕

ᶵᲔ䛾ᩘᏛ䞉ຊᏛ₇⩦ 㻔㻝㻕

䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾₇⩦ 㻔㻝㻕

ᛂ⏝⤫ィᏛ 㻔㻞㻕

ᶵᲔຊᏛ 㻔㻞㻕

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⏦ㄳ

2

ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠
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ᒚಟ䝰䝕䝹䠄ᶵᲔᕤᏛศ㔝 䠄⎔⎔ቃ䞉䜶䝛䝹䜼䞊䡶䡬䡹䠅 䊻 ಟኈ䠅

ᕤᏛ㒊
ᕤᏛㄢ⛬

ᚲಟ 㻔㻥㻕

ᩘᏛ䊠䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ䊠䠞 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊠㻔㻝㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕

Ꮫᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ሗฎ⌮ᴫㄽ㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᐇົカ⦎㻔㻤㻕

㻔ㄢ㢟◊✲㻔㻤㻕㻕

ᶵᲔᕤᏛศ㔝 ⎔ቃ䞉䜶䝛䝹䜼䞊䡶䡬䡹

㑅ᢥ 㻔㻝㻜㻕

䛣䛸䜀䛸䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙 㻔㻞㻕

ୡ⏺ほ䛸౯್ 㻔㻞㻕

ᩥᏛ䛸ே㛫ീ 㻔㻞㻕

ᩍ⫱䞉Ꮫ⩦ㄽ 㻔㻞㻕

ሗ᳨⣴ㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻢㻕

ⱥㄒ䠍䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠟 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠞 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠟 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ⱥㄒ䠍䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠞 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᩘᏛᇶ♏₇⩦䊠㻌㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

య⫱䊠㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻢㻕

ㄽ⌮䛸ᛮ⪃ 㻔㻞㻕

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ 㻔㻞㻕

ᆅ⌫⎔ቃ䛸ᢏ⾡ 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻕

䜾䝻䞊䝞䝹䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁
㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻠㻕

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇㻭 㻔㻞㻕
ᢏ⾡⪅⌮ 㻔㻞㻕

㑅ᢥᚲಟ 㻔㻞㻕

ၟᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

ಟኈㄽᩥ

ඹ㏻⛉┠ 㻔㻢㻕

᪥ᮏ䜶䝛䝹䜼䞊⤒῭ㄽ 㻔㻞㻕
㻿㻰㻳䡏ᆅ⌫䝺䝧䝹䛷䛾ไ㝈䛸ㄢ㢟 㻔㻞㻕

⛉Ꮫᢏ⾡䛸⌧௦♫ 㻔㻞㻕

Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬
ᶵᲔᕤᏛศ㔝

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⛉┠ᒚಟ㻟ᖺḟ䜈䛾㐍⣭せ௳

ᚲಟ 㻔㻤㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻞㻕

ᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻞㻕

ᇶ♏ሗฎ⌮₇⩦䊠㻔㻝㻕

ᇶ♏ሗฎ⌮₇⩦䊡㻔㻝㻕

ᶵᲔタィ〇ᅗ 㻔㻝㻕

ᶵᲔᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻢㻕㻌

≀⌮Ꮫ䊠 㻔㻞㻕

Ꮫ䊠 㻔㻞㻕

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻝㻕

ᩘᏛ䊡㻭 㻔㻞㻕㻌㻛㻌ᩘᏛ䊡㻮 㻔㻞㻕

≀⌮Ꮫ䊡 㻔㻞㻕

タィ〇ᅗ 㻔㻝㻕

ᕤᴗຊᏛ 㻔㻞㻕

ᮦᩱຊᏛ 㻔㻞㻕㻌㻛㻌ỈຊᏛ 㻔㻞㻕

ᕤᴗ⇕ຊᏛ 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤసἲ 㻔㻞㻕

ᇶ♏㟁☢ẼᏛ 㻔㻞㻕

ᮦᩱ⛉Ꮫ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᶵᲔ䛾ᩘᏛ䞉ຊᏛ䊠㻌㻔㻞㻕

ᶵᲔ䛾ᩘᏛ䞉ຊᏛ䊡㻌㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛタィ₇⩦ 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛᐇ㦂䊠 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᶵᲔᕤᏛᐇ㦂䊡 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛᐇ㦂䊢 㻔㻢㻕

ᚲಟ㻔㻥㻕
ᶵᲔᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻌㻔㻝㻕
ᶵᲔᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊡㻌㻔㻝㻕
ᶵᲔᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊢㻌㻔㻝㻕
ᶵᲔᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊣㻌㻔㻝㻕
ᶵᲔᕤᏛ≉ูᐇ㦂䊠㻌㻔㻞㻕
ᶵᲔᕤᏛ≉ูᐇ㦂䊡 㻔㻞㻕
◊✲⌮ 㻔㻝㻕

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻝㻢㻕

ᶵᲔᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

㞷ịᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

⇕ᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ᅽ⦰ᛶὶయຊᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

㠀䝙䝳䞊䝖䞁ὶయຊᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ග䜶䝛䝹䜼䞊ᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

㧗䜶䝛䝹䜼䞊≀㉁ᕤᏛ 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛሗ≉ㄽ㻔㻞㻕
䠄䝕䞊䝍ᩘ⌮䝃䜲䜶䞁䝇⛉┠䠅

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻢㻕

ᶵᲔᕤᏛ≉ูㅮ⩏ 㻔㻞㻕

ᏳᕤᏛᇶ♏ 㻔㻞㻕

ᮦᩱ⇕ຊᏛ 㻔㻞㻕

䝁䞊䝇䛾᥎ዡ㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻠㻕

ὶయຊᏛ 㻔㻞㻕

ᛂ⏝ὶయຊᏛ 㻔㻞㻕

䝁䞊䝇䛾᥎ዡ㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻞㻕

⎔ቃ䞉䜶䝛䝹䜼䞊 㻔㻞㻕

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻝㻜㻕

ᶵᲔ䛾ᩘᏛ䞉ຊᏛ₇⩦ 㻔㻝㻕

䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾₇⩦ 㻔㻝㻕

ᛂ⏝⤫ィᏛ 㻔㻞㻕

ᛂ⏝ᮦᩱຊᏛ 㻔㻞㻕

ᛂ⏝ᮦᩱ⛉Ꮫ䊠 㻔㻞㻕

ᛂ⏝⇕ຊᏛ 㻔㻞㻕

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⏦ㄳ

3

ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠
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ᒚಟ䝰䝕䝹䠄㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛศ㔝 䠄㟁㟁Ẽ䡰䢄䢕䡳䢚䡬䞉ไᚚᕤᏛ䡶䡬䡹䠅 䊻 ಟኈ䠅

ᕤᏛ㒊
ᕤᏛㄢ⛬

ᚲಟ 㻔㻥㻕

ᩘᏛ䊠䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊠㻔㻝㻕

ᩘᏛ䊠䠞 㻔㻞㻕

≀⌮Ꮫ䊠㻔㻞㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻜㻕

㟁Ẽ☢ẼᏛཬ䜃₇⩦䊠 㻔㻟㻕

㟁Ẽᅇ㊰ཬ䜃₇⩦䊠 㻔㻟㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻞㻕

㟁Ẽ☢ẼᏛཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻟㻕

㟁Ẽᅇ㊰ཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻟㻕

ᇶ♏ሗฎ⌮₇⩦ 㻔㻞㻕

ᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻞㻕

㟁ẼᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻟㻕

㟁Ꮚᅇ㊰ 㻔㻞㻕

䝕䜱䝆䝍䝹㟁Ꮚᅇ㊰ 㻔㻞㻕

ไᚚᕤᏛᇶ♏ 㻔㻞㻕

㟁ຊᕤᏛ 㻔㻞㻕

㟁ẼᶵჾᕤᏛ 㻔㻞㻕

ᩘᏛ䊡䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊡 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ሗฎ⌮ᴫㄽ㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻕㻌

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻞㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᩘᏛཬ䜃₇⩦
䊠㻔㻟㻕

ไᚚ⌮ㄽ㻔㻞㻕

㟁Ꮚ䡿䢚䢆䢚䡮䡹䞉䢈䡧䢀䢂䡴䡹ᕤᏛ㻔㻞㻕

ಙྕ⌮ㄽᇶ♏㻔㻞㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㦂䊠㻔㻟㻕

ᚲಟ 㻔㻥㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᩘᏛཬ䜃₇⩦
䊡㻔㻟㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㦂䊡㻔㻟㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㊶₇⩦㻔㻞㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ≉ู⪃✲ཬ
䜃䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᐇົカ⦎㻔㻤㻕

㻔ㄢ㢟◊✲㻔㻤㻕㻕

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻠㻕

ୖ⣭㟁Ẽ☢ẼᏛ㻔㻞㻕

䜰䝘䝻䜾ᅇ㊰ᕤᏛ㻔㻞㻕

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻝㻕

㟁Ẽᢏ⾡ⱥㄒ㻔㻝㻕

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻝㻜㻕

㟁ຊ䝅䝇䝔䝮 㻔㻞㻕

㟁ᶵኚᕤᏛ 㻔㻞㻕

㟁ືຊᛂ⏝䝅䝇䝔䝮 㻔㻞㻕

䝻䝪䝔䜱䜽䝇 㻔㻞㻕

䝕䜱䝆䝍䝹ไᚚ 㻔㻞㻕

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻞㻕

䝟䝽䞊䜶䝺䜽䝖䝻䝙䜽䝇 㻔㻞㻕

ᚲಟ㻔㻥㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊡㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊢㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊣㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ≉ูᐇ㦂㻔㻟㻕
ᢏ⾡ⱥㄒ≉ู₇⩦㻝㻔㻝㻕
◊✲⌮㻔㻝㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛศ㔝 㟁Ẽ䡰䢄䢕䡳䢚䡬䞉ไᚚᕤᏛ䡶䡬䡹

㑅ᢥ 㻔㻝㻜㻕

䛣䛸䜀䛸䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙 㻔㻞㻕

ୡ⏺ほ䛸౯್ 㻔㻞㻕

ᩥᏛ䛸ே㛫ീ 㻔㻞㻕

ᩍ⫱䞉Ꮫ⩦ㄽ 㻔㻞㻕

ሗ᳨⣴ㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻢㻕

ⱥㄒ䠍䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠟 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠞 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠟 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ⱥㄒ䠍䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠞 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᩘᏛᇶ♏₇⩦䊠㻌㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

య⫱䊠㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻢㻕

ㄽ⌮䛸ᛮ⪃ 㻔㻞㻕

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ 㻔㻞㻕

ᆅ⌫⎔ቃ䛸ᢏ⾡ 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻕

䜾䝻䞊䝞䝹䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁
㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻠㻕

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䠞 㻔㻞㻕
ᢏ⾡⪅⌮ 㻔㻞㻕

㑅ᢥᚲಟ 㻔㻞㻕

䝡䝆䝛䝇䛸䝬䝛䝆䝯䞁䝖 㻔㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

ಟኈㄽᩥ

ඹ㏻⛉┠ 㻔㻢㻕

ᏳᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

᪥ᮏ䜶䝛䝹䜼䞊⤒῭ㄽ 㻔㻞㻕

▱ⓗ㈈⏘ᴫㄝ 㻔㻞㻕

Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬
㟁Ẽ㟁Ꮚሗศ㔝

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⛉┠ᒚಟ㻟ᖺḟ䜈䛾㐍⣭せ௳

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻝㻢㻕

㟁☢䜶䝛䝹䜼䞊ᕤᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

䝟䝽䞊䜶䝺䜽䝖䝻䝙䜽䝇≉ㄽ㻔㻞㻕

䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇ᕤᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

䜶䝛䝹䜼䞊ไᚚᕤᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

䝟䝽䞊䝕䝞䜲䝇ᕤᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

ᐜ㔞㟁ຊኚᕤᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

㟁ຊ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

䢏䡬䡸䡪䢙䡶䢙䢀䢗䡬䢕䛸㻭㻵㻔㻞㻕
䠄䝕䞊䝍ᩘ⌮䝃䜲䜶䞁䝇⛉┠䠅

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⏦ㄳ

4

ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠

91



ᒚಟ䝰䝕䝹䠄㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛศ㔝 䠄㟁㟁Ꮚ䡿䢚䢆䢚䡮䡹䞉ගἼไᚚᕤᏛ䡶䡬䡹䠅 䊻 ಟኈ䠅

ᕤᏛ㒊
ᕤᏛㄢ⛬

ᚲಟ 㻔㻥㻕

ᩘᏛ䊠䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊠㻔㻝㻕

ᩘᏛ䊠䠞 㻔㻞㻕

≀⌮Ꮫ䊠㻔㻞㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻜㻕

㟁Ẽ☢ẼᏛཬ䜃₇⩦䊠 㻔㻟㻕

㟁Ẽᅇ㊰ཬ䜃₇⩦䊠 㻔㻟㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻞㻕

㟁Ẽ☢ẼᏛཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻟㻕

㟁Ẽᅇ㊰ཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻟㻕

ᇶ♏ሗฎ⌮₇⩦ 㻔㻞㻕

ᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻞㻕

㟁ẼᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻟㻕

㟁Ꮚᅇ㊰ 㻔㻞㻕

䝕䜱䝆䝍䝹㟁Ꮚᅇ㊰ 㻔㻞㻕

㟁Ẽ㟁Ꮚሗᇶ♏ᩘᏛ 㻔㻞㻕

㟁Ꮚ䡡ගἼᕤᏛᇶ♏䊠㻔㻞㻕

㟁Ꮚ䡡ගἼᕤᏛᇶ♏䊡㻌㻔㻞㻕

ᩘᏛ䊡䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊡 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ሗฎ⌮ᴫㄽ㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻕㻌

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻞㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᩘᏛཬ䜃₇⩦
䊠㻔㻟㻕

ไᚚ⌮ㄽ㻔㻞㻕

㟁Ꮚ䡿䢚䢆䢚䡮䡹䞉䢈䡧䢀䢂䡴䡹ᕤᏛ㻔㻞㻕

ಙྕ⌮ㄽᇶ♏㻔㻞㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㦂䊠㻔㻟㻕

ᚲಟ 㻔㻥㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᩘᏛཬ䜃₇⩦
䊡㻔㻟㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㦂䊡㻔㻟㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㊶₇⩦㻔㻞㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ≉ู⪃✲ཬ
䜃䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᐇົカ⦎㻔㻤㻕

㻔ㄢ㢟◊✲㻔㻤㻕㻕

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻠㻕

ୖ⣭㟁Ẽ☢ẼᏛ㻔㻞㻕

䜰䝘䝻䜾ᅇ㊰ᕤᏛ㻔㻞㻕

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻝㻕

㟁Ẽᢏ⾡ⱥㄒ㻔㻝㻕

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻝㻜㻕

䝕䝞䜲䝇ᕤᏛ䊡㻌㻔㻞㻕

㟁Ꮚ≀ᛶᕤᏛ䊠㻌㻔㻞㻕

㟁Ꮚ≀ᛶᕤᏛ䊡㻌㻔㻞㻕

䝣䜷䝖䝙䜽䝇ᕤᏛ䊠㻌㻔㻞㻕

䝣䜷䝖䝙䜽䝇ᕤᏛ䊡㻌㻔㻞㻕

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻞㻕

䝕䝞䜲䝇ᕤᏛ䊠 㻔㻞㻕

ᚲಟ㻔㻥㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊡㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊢㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊣㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ≉ูᐇ㦂㻔㻟㻕
ᢏ⾡ⱥㄒ≉ู₇⩦㻝㻔㻝㻕
◊✲⌮㻔㻝㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛศ㔝 㟁Ꮚ䡿䢚䢆䢚䡮䡹䞉ගἼไᚚᕤᏛ䡶䡬䡹

㑅ᢥ 㻔㻝㻜㻕

䛣䛸䜀䛸䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙 㻔㻞㻕

ୡ⏺ほ䛸౯್ 㻔㻞㻕

ᩥᏛ䛸ே㛫ീ 㻔㻞㻕

ᩍ⫱䞉Ꮫ⩦ㄽ 㻔㻞㻕

ሗ᳨⣴ㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻢㻕

ⱥㄒ䠍䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠟 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠞 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠟 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ⱥㄒ䠍䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠞 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᩘᏛᇶ♏₇⩦䊠㻌㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

య⫱䊠㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻢㻕

ㄽ⌮䛸ᛮ⪃ 㻔㻞㻕

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ 㻔㻞㻕

ᆅ⌫⎔ቃ䛸ᢏ⾡ 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻕

䜾䝻䞊䝞䝹䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁
㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻠㻕

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䠞 㻔㻞㻕
ᢏ⾡⪅⌮ 㻔㻞㻕

㑅ᢥᚲಟ 㻔㻞㻕

ᆅᇦ⤒Ⴀᴫㄽ㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

ಟኈㄽᩥ

ඹ㏻⛉┠ 㻔㻢㻕

䝧䞁䝏䝱䞊ᴗᐇ㊶䊠 㻔㻞㻕

ゝㄒ䛸ᛮ⪃ 㻔㻞㻕

▱ⓗ㈈⏘ᴫㄝ 㻔㻞㻕

Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬
㟁Ẽ㟁Ꮚሗศ㔝

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⛉┠ᒚಟ㻟ᖺḟ䜈䛾㐍⣭せ௳

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻝㻢㻕

ග䞉㔞Ꮚ㟁ᏊᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ගᏛᮦᩱᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

㟁Ꮚᮦᩱྜᡂᢏ⾡≉ㄽ 㻔㻞㻕

㟁Ꮚ≀ᛶᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ศගᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ᶵ⬟ᛶගᏛ䝕䝞䜲䝇ᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻔㻞㻕

༙ᑟయ⣲ᏊᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ィ⟬㟁☢ẼᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕
䠄䝕䞊䝍ᩘ⌮䝃䜲䜶䞁䝇⛉┠䠅

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⏦ㄳ

5

ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠䊻
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ᒚಟ䝰䝕䝹䠄㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛศ㔝 䠄ሗ㏻ಙไᚚᕤᏛ䡶䡬䡹䠅 䊻 ಟኈ䠅

ᕤᏛ㒊
ᕤᏛㄢ⛬

ᚲಟ 㻔㻥㻕

ᩘᏛ䊠䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊠㻔㻝㻕

ᩘᏛ䊠䠞 㻔㻞㻕

≀⌮Ꮫ䊠㻔㻞㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻜㻕

㟁Ẽ☢ẼᏛཬ䜃₇⩦䊠 㻔㻟㻕

㟁Ẽᅇ㊰ཬ䜃₇⩦䊠 㻔㻟㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻞㻕

㟁Ẽ☢ẼᏛཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻟㻕

㟁Ẽᅇ㊰ཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻟㻕

ᇶ♏ሗฎ⌮₇⩦ 㻔㻞㻕

ᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻞㻕

㟁ẼᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻟㻕

㟁Ꮚᅇ㊰ 㻔㻞㻕

䝕䜱䝆䝍䝹㟁Ꮚᅇ㊰ 㻔㻞㻕

㟁Ẽ㟁Ꮚሗᇶ♏ᩘᏛ 㻔㻞㻕

ᩘᏛ䊡䠞 㻔㻞㻕

☜⋡⤫ィ 㻔㻞㻕

ᩘᏛ䊡䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊡 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ሗฎ⌮ᴫㄽ㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻕㻌

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻞㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᩘᏛཬ䜃₇⩦
䊠㻔㻟㻕

ไᚚ⌮ㄽ㻔㻞㻕

㟁Ꮚ䡿䢚䢆䢚䡮䡹䞉䢈䡧䢀䢂䡴䡹ᕤᏛ㻔㻞㻕

ಙྕ⌮ㄽᇶ♏㻔㻞㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㦂䊠㻔㻟㻕

ᚲಟ 㻔㻥㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᩘᏛཬ䜃₇⩦
䊡㻔㻟㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㦂䊡㻔㻟㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㊶₇⩦㻔㻞㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ≉ู⪃✲ཬ
䜃䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᐇົカ⦎㻔㻤㻕

㻔ㄢ㢟◊✲㻔㻤㻕㻕

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻠㻕

ୖ⣭㟁Ẽ☢ẼᏛ㻔㻞㻕

䜰䝘䝻䜾ᅇ㊰ᕤᏛ㻔㻞㻕

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻝㻕

㟁Ẽᢏ⾡ⱥㄒ㻔㻝㻕

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻝㻜㻕

ሗ㏻ಙ⌮ㄽ 㻔㻞㻕

䝬䝹䝏䝯䝕䜱䜰ಙྕฎ⌮ 㻔㻞㻕

䝕䞊䝍ᵓ㐀䛸䜰䝹䝂䝸䝈䝮 㻔㻞㻕

䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛸ᛂ⏝䝅䝇䝔䝮 㻔㻔㻞㻕

ᩘ⌮⤫ィᏛ 㻔㻞㻕

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻞㻕

㟁Ꮚィ⟬ᶵ䝅䝇䝔䝮 㻔㻞㻕

ᚲಟ㻔㻥㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊡㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊢㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊣㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ≉ูᐇ㦂㻔㻟㻕
ᢏ⾡ⱥㄒ≉ู₇⩦㻝㻔㻝㻕
◊✲⌮㻔㻝㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛศ㔝 ሗ㏻ಙไᚚᕤᏛ䝁䞊䝇

㑅ᢥ 㻔㻝㻜㻕

䛣䛸䜀䛸䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙 㻔㻞㻕

ୡ⏺ほ䛸౯್ 㻔㻞㻕

ᩥᏛ䛸ே㛫ീ 㻔㻞㻕

ᩍ⫱䞉Ꮫ⩦ㄽ 㻔㻞㻕

ሗ᳨⣴ㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻢㻕

ⱥㄒ䠍䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠟 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠞 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠟 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ⱥㄒ䠍䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠞 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᩘᏛᇶ♏₇⩦䊠㻌㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

య⫱䊠㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻢㻕

ㄽ⌮䛸ᛮ⪃ 㻔㻞㻕

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ 㻔㻞㻕

ᆅ⌫⎔ቃ䛸ᢏ⾡ 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻕

䜾䝻䞊䝞䝹䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁
㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻠㻕

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䠞 㻔㻞㻕
ᢏ⾡⪅⌮ 㻔㻞㻕

㑅ᢥᚲಟ 㻔㻞㻕

ᆅ⌫⏘ᴗ䛸ᅜ㝿 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

ಟኈㄽᩥ

ඹ㏻⛉┠ 㻔㻢㻕

ᩘ⌮ゎᯒ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ゝㄒ䛸ᛮ⪃㻔㻞㻕

ᏳᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬
㟁Ẽ㟁Ꮚሗศ㔝

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⛉┠ᒚಟ㻟ᖺḟ䜈䛾㐍⣭せ௳

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻝㻢㻕

ሗᩘ⌮ᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

⏬ീሗᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ሗ㏻ಙ䝛䝑䝖䝽䞊䜽≉ㄽ 㻔㻞㻕

㠀⥺ᙧᅇ㊰ᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

୕ḟඖ⏬ീᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ಙྕฎ⌮䝅䝇䝔䝮≉ㄽ 㻔㻞㻕

⬻ሗᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ᩘ⌮䡿䢚䡬䡼䡷䡮䡰䢙䡹≉ㄽ㻔㻞㻕
䠄䝕䞊䝍ᩘ⌮䝃䜲䜶䞁䝇⛉┠䠅

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⏦ㄳ

6

ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠
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ᒚಟ䝰䝕䝹䠄ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛศ㔝 䊻 ಟኈ䠅

ᕤᏛ㒊
ᕤᏛㄢ⛬

ᚲಟ 㻔㻡㻕

ᩘᏛ䊠䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ䊠䠞 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊠㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ሗ䝅䝇䝔䝮ᴫㄽ 㻔㻞㻕

ሗ䝸䝔䝷䝅䞊䊠㻔㻝㻕

ሗ䝸䝔䝷䝅䞊䊡㻔㻝㻕
䜰䝹䝂䝸䝈䝮䛸䝕䞊䝍ᵓ㐀 㻔㻞㻕
ሗ䞉⤒Ⴀ䡸䡹䡿䢍ᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻝㻕

ᩘᏛ䊡䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ䊡䠞 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊡㻔㻝㻕

ሗ䛸♫䊠㻔㻞㻕

ሗ䛸♫䊡㻔㻞㻕

ሗ䞉⤒ႠᩘᏛ䊠㻔㻞㻕

ሗ䞉⤒ႠᩘᏛ䊡㻔㻞㻕

⤫ィᕤᏛᇶ♏ 㻔㻞㻕

ே㛫ᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ሗ䝛䝑䝖䝽䞊䜽ᴫㄽ 㻔㻞㻕

䝕䞊䝍䝬䝛䝆䝯䞁䝖 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ሗฎ⌮ᴫㄽ㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻜㻕㻌

≀⌮Ꮫ䊠㻔㻞㻕

Ꮫ䊠㻔㻞㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕

Ꮫᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ሗ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻣㻕

ሗ䞉⤒Ⴀ䡸䡹䡿䢍ᕤᏛᐇ㦂 㻔㻞㻕

ሗ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ₇⩦ 㻔㻝㻕

ሗ䞉⤒Ⴀ䡸䡹䡿䢍ᕤᏛ
≉ู◊✲ᐇ⩦ 㻔㻠㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᐇົカ⦎㻔㻤㻕

㻔ㄢ㢟◊✲㻔㻤㻕㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻢㻕
䝠䝳䞊䝬䞁䜲䞁䝍䝣䜵䞊䝇ᕤᏛ 㻔㻞㻕

䜸䝤䝆䜵䜽䝖ᣦྥ䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾 㻔㻞㻕

䝕䞊䝍䝬䜲䝙䞁䜾 㻔㻞㻕

䝬䝹䝏䝯䝕䜱䜰ሗㄽ 㻔㻞㻕

ሗ♫䛸ሗ⌮䠄㻞䠅

⤒Ⴀ⟶⌮䊠㻔㻞㻕

⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮Ꮫ 㻔㻞㻕

䝬䞊䜿䝔䜱䞁䜾䊠㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻠㻕
䝇䝫䞊䝒㛤ⓎᕤᏛᇶ┙ㄽ 㻔㻞㻕

▱ぬሗฎ⌮ 㻔㻞㻕

䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛸ᛂ⏝䝅䝇䝔䝮 㻔㻞㻕

䝋䝣䝖䜴䜵䜰ᕤᏛ 㻔㻞㻕

ேᕤ▱⬟ㄽ 㻔㻞㻕

㻭㻵䞉㻵㼛㼀䝉䜻䝳䝸䝔䜱ㄽ䛚䜘䜃₇⩦ 㻔㻞㻕

ᐇ㊶ィ㔞⤒῭Ꮫ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻜㻕
ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊㻝 㻔㻝㻕
ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊㻞㻌㻔㻝㻕
ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊㻟 㻔㻝㻕
ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊㻠㻌㻔㻝㻕
ሗ䞉⤒Ⴀ䡸䡹䡿䢍ᕤᏛ≉ูᐇ㦂䞉₇⩦㻝㻌㻔㻞㻕
ሗ䞉⤒Ⴀ䡸䡹䡿䢍ᕤᏛ≉ูᐇ㦂䞉₇⩦㻞㻌㻔㻞㻕

ᢏ⾡ⱥㄒ≉ู₇⩦㻝㻌㻔㻝㻕
◊✲⌮ 㻔㻝㻕

ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛศ㔝

㑅ᢥ 㻔㻝㻜㻕

䛣䛸䜀䛸䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙 㻔㻞㻕

ୡ⏺ほ䛸౯್ 㻔㻞㻕

ᩥᏛ䛸ே㛫ീ 㻔㻞㻕

ᩍ⫱䞉Ꮫ⩦ㄽ 㻔㻞㻕

䜾䝻䞊䝞䝹⎔ቃᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻢㻕

ⱥㄒ䠍䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠟 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠞 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠟 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ⱥㄒ䠍䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠞 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᩘᏛᇶ♏₇⩦䊠㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

య⫱䊠㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻢㻕

ㄽ⌮䛸ᛮ⪃ 㻔㻞㻕

ᆅᇦ⏘ᴗ䛸ᅜ㝿 㻔㻞㻕

ᆅ⌫⎔ቃ䛸ᢏ⾡ 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻕
䜾䝻䞊䝞䝹䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻠㻕

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇㻯 㻔㻞㻕
ᢏ⾡⪅⌮ 㻔㻞㻕

㑅ᢥᚲಟ 㻔㻞㻕

䝡䝆䝛䝇䛸䝬䝛䝆䝯䞁䝖 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

ಟኈㄽᩥ

ඹ㏻⛉┠ 㻔㻢㻕

ᏳᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

᪥ᮏ䜶䝛䝹䜼䞊⤒῭ㄽ 㻔㻞㻕

䝇䝫䞊䝒䝞䜲䜸䝯䜹䝙䜽䝇 㻔㻞㻕

Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬
ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛศ㔝

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⛉┠ᒚಟ㻟ᖺḟ䜈䛾㐍⣭せ௳

㑅ᢥ 㻔㻝㻠㻕

ㄆ▱⛉Ꮫ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ᶵᲔᏛ⩦ㄽ 㻔㻞㻕

ሗ䝬䜲䝙䞁䜾≉ㄽ 㻔㻞㻕

ᴗㄽ≉ㄽ 㻔㻞㻕

〇ရ㛤Ⓨㄽ 㻔㻞㻕

ሗ᳨⣴䝅䝇䝔䝮≉ㄽ 㻔㻞㻕

⏕⌮ሗィ ㄽ 㻔㻞㻕
䠄䝕䞊䝍ᩘ⌮䝃䜲䜶䞁䝇⛉┠䠅

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⏦ㄳ

7

ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠
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ᒚಟ䝰䝕䝹䠄≀㉁⏕≀ᕤᏛศ㔝 䊻 ಟኈ䠅

ᕤᏛ㒊
ᕤᏛㄢ⛬

ᚲಟ 㻔㻝㻟㻕

ᩘᏛ䊠䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊠㻔㻝㻕

ᩘᏛ䊠䠞 㻔㻞㻕

≀⌮Ꮫ䊠㻔㻞㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕

Ꮫ㻵㻔㻞㻕

Ꮫᐇ㦂ཬ䜃₇⩦㻵㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻜㻕

ᇶ♏≀⌮Ꮫ 㻔㻞㻕

⏕⛉Ꮫᇶ♏㻔㻞㻕

⏕≀ᐇ㦂䛚䜘䜃₇⩦㻔㻞㻕

≀㉁⏕≀ᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂㻝㻔㻝㻕

≀㉁⏕≀ᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂㻞㻔㻝㻕

≀㉁⏕≀ᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂㻟㻔㻝㻕

≀㉁⏕≀ᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂㻠㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻜㻕

ᩘᏛ䊡䠝㻔㻞㻕

ᩘᏛ䊡䠞㻔㻞㻕

≀⌮Ꮫ䊡㻔㻞㻕

Ꮫ䊡㻔㻞㻕

ᇶ♏↓ᶵᏛ㻔㻞㻕

ᇶ♏≀⌮Ꮫ䠎㻔㻞㻕

ᇶ♏᭷ᶵᏛ䠍㻔㻞㻕

ᇶ♏ᏛᕤᏛ㻔㻞㻕

ᇶ♏≀⌮Ꮫ䠏㻔㻞㻕

ᇶ♏᭷ᶵᏛ䠎㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻠㻕

ሗฎ⌮ᴫㄽ㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻕㻌

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻠㻕

≀㉁⏕≀ᕤᏛᴫㄽ㻔㻞㻕

≀㉁⏕≀ᕤᏛᐇ㦂䠍㻔㻝㻕

≀㉁⏕≀ᕤᏛᐇ㦂䠎㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻥㻕

≀㉁⏕≀ᕤᏛᐇ㦂䠏㻔㻝㻕

≀㉁⏕≀ᕤᏛᐇ㦂䠐㻔㻝㻕

≀㉁⏕≀ᕤᏛ⥲ྜ₇⩦䠍㻔㻟㻕

≀㉁⏕≀ᕤᏛ⥲ྜ₇⩦䠎㻔㻟㻕

⏘ᴗ⛉Ꮫᴫㄽ㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᐇົカ⦎㻔㻤㻕

㻔ㄢ㢟◊✲㻔㻤㻕㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻜㻕

ᅛయᏛ㻔㻞㻕

⇕ຊᏛ㻔㻞㻕

᭷ᶵᏛ㻔㻞㻕

⏕Ꮫ䠍㻔㻞㻕

⥺ᙧ௦ᩘᏛ㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻡㻕

ᅛయᮦᩱ≀ᛶ䠍㻔㻞㻕

㔞ᏊຊᏛ㻔㻞㻕

㧗ศᏊᮦᩱ䠍㻔㻞㻕

ᏛᕤᏛ㻔㻝㻕

⏕⛉Ꮫ䠍㻔㻞㻕

⏕Ꮫ䠎㻔㻞㻕

⏕Ꮫ䠏㻔㻞㻕

⏕≀≀⌮㻔㻞㻕

ᚲಟ㻔㻥㻕
≀㉁⏕≀ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻔㻝㻕
≀㉁⏕≀ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊡㻔㻝㻕
≀㉁⏕≀ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊢㻔㻝㻕
≀㉁⏕≀ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊣㻔㻝㻕
≀㉁⏕≀ᕤᏛ≉ูᐇ㦂䊠㻌㻔㻞㻕
≀㉁⏕≀ᕤᏛ≉ูᐇ㦂䊡㻌㻔㻞㻕
◊✲⌮㻔㻝㻕

≀㉁⏕≀ᕤᏛศ㔝

㑅ᢥ 㻔㻝㻜㻕

䛣䛸䜀䛸䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙 㻔㻞㻕

ୡ⏺ほ䛸౯್ 㻔㻞㻕

ᩥᏛ䛸ே㛫ീ 㻔㻞㻕

ᩍ⫱䞉Ꮫ⩦ㄽ 㻔㻞㻕

ሗ᳨⣴ㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻢㻕

ⱥㄒ䠍䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠟 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠞 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠟 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ⱥㄒ䠍䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠞 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᩘᏛᇶ♏₇⩦䊠㻌㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

య⫱䊠㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻢㻕

ㄽ⌮䛸ᛮ⪃ 㻔㻞㻕

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ 㻔㻞㻕

ᆅ⌫⎔ቃ䛸ᢏ⾡ 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻕

䜾䝻䞊䝞䝹䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁
㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻠㻕

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䠠 㻔㻞㻕
ᢏ⾡⪅⌮ 㻔㻞㻕

㑅ᢥᚲಟ 㻔㻞㻕

䝬䜽䝻⤒῭ศᯒ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

ಟኈㄽᩥ

ඹ㏻⛉┠ 㻔㻢㻕

ᏳᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

᪥ᮏ䜶䝛䝹䜼䞊⤒῭ㄽ 㻔㻞㻕

▱ⓗ㈈⏘ᴫㄝ 㻔㻞㻕

Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬
≀㉁⏕≀ᕤᏛศ㔝

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⛉┠ᒚಟ㻟ᖺḟ䜈䛾㐍⣭せ௳

㑅ᢥ 㻔㻝㻢㻕
⤖ᬗᵓ㐀≉ㄽ䠄䠎䠅

ᵓ㐀Ꮫ≉ㄽ䠄䠎䠅

⏕≀㧗ศᏊᮦᩱ≉ㄽ䠄䠎䠅

⏕య㐠ື≉ㄽ䠄㻞䠅

⎔ቃィ Ꮫ䠄㻞䠅

᭷ᶵᮦᩱ⛉Ꮫ≉ㄽ䠄㻞䠅

㧗ศᏊᏛ≉ㄽ䠄䠎䠅

㧗ศᏊ䛾䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁㻔㻞㻕

䠄䝕䞊䝍ᩘ⌮䝃䜲䜶䞁䝇⛉┠䠅

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⏦ㄳ
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ᒚಟ䝰䝕䝹䠄⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛศ㔝 䊻 ಟኈ䠅

ᕤᏛ㒊
ᕤᏛㄢ⛬

ᚲಟ 㻔㻥㻕

ᩘᏛ䊠䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊠㻔㻝㻕

ᩘᏛ䊠䠞 㻔㻞㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕

Ꮫᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕 㑅ᢥ 㻔㻞㻠㻕
ᩘᏛ䊡䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ䊡䠞 㻔㻞㻕

≀⌮Ꮫ䊡㻔㻞㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊡㻔㻞㻕

ᕤᴗᇶ♏ᩘᏛ䊠㻔㻞㻕

ᅵ㉁ຊᏛ㻔㻞㻕

ᇶ♏Ỉ⌮Ꮫ㻔㻞㻕

⎔ቃᏛᇶ♏㻔㻞㻕

ᩘ⌮ᇶ♏㻔㻞㻕

ᛂ⏝ຊᏛ䊠㻔㻞㻕

ᛂ⏝ຊᏛ䊡㻔㻞㻕

ᘓタᮦᩱᏛᇶ♏㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ሗฎ⌮ᴫㄽ㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻢㻕

≀⌮Ꮫ䊠㻔㻞㻕

Ꮫ䊠㻔㻞㻕

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻟㻕

♫ᇶ┙䛸ሗᢏ⾡㻔㻞㻕

⎔ቃ♫ᇶ┙ᅜ㝿㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻥㻕

㜵⅏䞉⯆ᕤᏛ㻔㻞㻕

ᆅ⌫⎔ቃᏛ㻔㻞㻕

⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛ䝔䞊䝬䝉䝭
䝘䞊㻔㻝㻕

⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛᐇ㦂䊡㻔㻝㻕

⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛᐇ㦂ཬ䜃₇
⩦䊡㻔㻝㻕

䜾䝻䞊䝞䝹⎔ቃ䝬䝛䝆䝯䞁䝖㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻜㻕

㻯㻭㻰タィ〇ᅗ㻔㻝㻕

⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛ
ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊡㻔㻝㻕

ᐇົカ⦎㻔㻤㻕
㻔ㄢ㢟◊✲㻔㻤㻕㻕

ᚲಟ㻔㻥㻕
⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻔㻝㻕
⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊡㻔㻝㻕
⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊢㻔㻝㻕
⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊣㻔㻝㻕
⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛ≉ูᐇ㦂䞉₇
⩦䊠㻔㻞㻕
⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛ≉ูᐇ㦂䞉₇
⩦䊡㻔㻞㻕
◊✲⌮㻔㻝㻕

⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛศ㔝

㑅ᢥ 㻔㻝㻜㻕

䜾䝻䞊䝞䝹⎔ቃᏛᴫㄽ㻔㻞㻕

ୡ⏺ほ䛸౯್ 㻔㻞㻕

᪥ᮏㄒసᩥᢏ⾡㻔㻞㻕

䝭䜽䝻⤒῭ศᯒ 㻔㻞㻕

ሗ᳨⣴ㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻢㻕

ⱥㄒ䠍䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠟 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠞 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠟 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ⱥㄒ䠍䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠞 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᩘᏛᇶ♏₇⩦䊠㻌㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

య⫱䊠㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻢㻕

ㄽ⌮䛸ᛮ⪃ 㻔㻞㻕

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ 㻔㻞㻕

ᆅ⌫⎔ቃ䛸ᢏ⾡ 㻔㻞㻕
㑅ᢥ 㻔㻞㻕

䜾䝻䞊䝞䝹䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁
㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻠㻕

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䠡䊠㻔㻝㻕

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䠡䊡㻔㻝㻕
ᢏ⾡⪅⌮ 㻔㻞㻕

㑅ᢥᚲಟ 㻔㻞㻕

⤒ႠᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

ಟኈㄽᩥ

ඹ㏻⛉┠ 㻔㻢㻕

ᏳᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

᪥ᮏ䜶䝛䝹䜼䞊⤒῭ㄽ 㻔㻞㻕

▱ⓗ㈈⏘ᴫㄝ 㻔㻞㻕

Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬
⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛศ㔝

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⛉┠ᒚಟ㻟ᖺḟ䜈䛾㐍⣭せ௳

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻝㻢㻕
⅏ᐖ㍍ῶ䞉⯆䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

ᆅ┙ᕤᏛ≉ㄽ䊠㻔㻞㻕

⎔ቃ㜵⅏ᕤᏛ≉ㄽ䊠㻔㻞㻕

⎔ቃ㜵⅏ᕤᏛ≉ㄽ䊡㻔㻞㻕
㻭㼐㼢㼍㼚㼏㼑㼐㻌㻯㼛㼚㼏㼞㼑㼠㼑㻌㻱㼚㼓㼕㼚㼑㼑㼞㼕㼚㼓㻔㻞㻕

ᵓ㐀ゎᯒᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

ᵓ㐀ᕤᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

Ỉ⌮Ꮫ≉ㄽ㻔㻞㻕
䠄䝕䞊䝍ᩘ⌮䝃䜲䜶䞁䝇⛉┠䠅

ᚲಟ 㻔㻡㻕

 㔞Ꮫ㻔㻞㻕

 㔞Ꮫᐇ⩦䊠㻔㻝㻕

ᇶ♏タィ〇ᅗ㻔㻝㻕

⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛᐇ㦂䊠㻔㻝㻕
㑅ᢥᚲಟ 㻔㻝㻠㻕

ᛂ⏝⤫ィᏛ㻔㻞㻕

⥺ᙧ௦ᩘᏛ㻔㻞㻕

ᆅ┙ᕤᏛ䊠㻔㻞㻕

㒔ᕷ䛾ㄆ㆑㻔㻞㻕

䝁䞁䜽䝸䞊䝖ᵓ㐀䊠㻔㻞㻕

Ỉ⅏ᐖᕤᏛ㻔㻞㻕

ᛂ⏝ຊᏛ㻵㻵㻵㻔㻞㻕

㑅ᢥᚲಟ 㻔㻞㻕

ᅵᮌィ⏬䝅䝇䝔䝮ศᯒ㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻤㻕

ᆅ┙ᕤᏛ䊡㻔㻞㻕

ᛂ⏝ὶయᕤᏛ㻔㻞㻕

䝁䞁䜽䝸䞊䝖ᵓ㐀䊡㻔㻞㻕

ᵓ㐀ゎᯒᏛ㻔㻞㻕

䝯䝆䝱䞊䞉䝬䜲䝘䞊䝁䞊䝇⏦ㄳ
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ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇䠄䝯䝆䝱䞊䠋䝬䜲䝘䞊ᆺ䠅ᒚಟ䝰䝕䝹䠄 䝯䝆䝱䞊䛿ᶵᲔᕤᏛศ㔝䚸䝬䜲䝘䞊䛿㟁Ẽ㟁Ꮚሗศ㔝 䊻 ಟኈ䠅

ᕤᏛ㒊
ᕤᏛㄢ⛬

ᚲಟ 㻔㻥㻕

ᩘᏛ䊠䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ䊠䠞 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊠㻔㻝㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕

Ꮫᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ሗฎ⌮ᴫㄽ㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᐇົカ⦎㻔㻤㻕

㻔ㄢ㢟◊✲㻔㻤㻕㻕

ᚲಟ㻔㻥㻕
ᶵᲔᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻌㻔㻝㻕
ᶵᲔᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊡㻌㻔㻝㻕
ᶵᲔᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊢㻌㻔㻝㻕
ᶵᲔᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊣㻌㻔㻝㻕
ᶵᲔᕤᏛ≉ูᐇ㦂䊠㻌㻔㻞㻕
ᶵᲔᕤᏛ≉ูᐇ㦂䊡 㻔㻞㻕
◊✲⌮ 㻔㻝㻕

ᶵᲔᕤᏛศ㔝 䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇䡶䡬䡹

㑅ᢥ 㻔㻝㻜㻕

䛣䛸䜀䛸䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙 㻔㻞㻕

ୡ⏺ほ䛸౯್ 㻔㻞㻕

ᩥᏛ䛸ே㛫ീ 㻔㻞㻕

ᩍ⫱䞉Ꮫ⩦ㄽ 㻔㻞㻕

ሗ᳨⣴ㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻢㻕

ⱥㄒ䠍䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠟 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠞 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠟 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ⱥㄒ䠍䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠞 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᩘᏛᇶ♏₇⩦䊠㻌㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

య⫱䊠㻔㻝㻕

䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇ᚲಟ⛉┠ 㻔㻝㻕

㻿㻰㻳㼟᥈ồ₇⩦㻝㻌㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻠㻕

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇㻭 㻔㻞㻕
ᢏ⾡⪅⌮ 㻔㻞㻕

㑅ᢥᚲಟ 㻔㻞㻕

䝬䜽䝻⤒῭ศᯒ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

ಟኈㄽᩥ

ඹ㏻⛉┠ 㻔㻢㻕

ᩘ⌮ゎᯒ≉ㄽ 㻔㻞㻕

䜰䜲䝕䜰㛤Ⓨᐇ㊶ 㻔㻞㻕

䝧䞁䝏䝱䞊ᴗᐇ㊶䊠 㻔㻞㻕

Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬
ᶵᲔᕤᏛศ㔝

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻝㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ไᚚᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ษ๐䞉◊๐ຍᕤ≉ㄽ㻔㻞㻕

ᩘ⌮タィ≉ㄽ 㻔㻞㻕

⢭ᐦ ᐃᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛሗ≉ㄽ㻔㻞㻕
䠄䝕䞊䝍ᩘ⌮䝃䜲䜶䞁䝇⛉┠䠅

ᚲಟ 㻔㻤㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻞㻕

ᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻞㻕

ᇶ♏ሗฎ⌮₇⩦䊠㻔㻝㻕

ᇶ♏ሗฎ⌮₇⩦䊡㻔㻝㻕

ᶵᲔタィ〇ᅗ 㻔㻝㻕

ᶵᲔᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻢㻕㻌

≀⌮Ꮫ䊠 㻔㻞㻕

Ꮫ䊠 㻔㻞㻕

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᶵᲔ䛾ᩘᏛ䞉ຊᏛ䊠㻌㻔㻞㻕

ᶵᲔ䛾ᩘᏛ䞉ຊᏛ䊡㻌㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛタィ₇⩦ 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛᐇ㦂䊠 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᶵᲔᕤᏛᐇ㦂䊡 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤᏛᐇ㦂䊢 㻔㻢㻕

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻞㻕

㟁Ꮚᅇ㊰ 㻔㻞㻕

䝁䞊䝇䛾᥎ዡ㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻠㻕

ィ ไᚚᕤᏛ 㻔㻞㻕

ືⓗ䝅䝇䝔䝮䛾ゎᯒ䛸ไᚚ 㻔㻞㻕
㑅ᢥ 㻔㻞㻜㻕

ᩘᏛ䊡㻭 㻔㻞㻕㻌㻛㻌ᩘᏛ䊡㻮 㻔㻞㻕

≀⌮Ꮫ䊡 㻔㻞㻕

ᕤᴗຊᏛ㻔㻞㻕㻌㻛㻌ᕤᴗ⇕ຊᏛ㻔㻞㻕

ᮦᩱຊᏛ 㻔㻞㻕㻌㻛㻌ỈຊᏛ 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤసἲ㻔㻞㻕㻌

ᇶ♏㟁☢ẼᏛ 㻔㻞㻕

ሗไᚚᩘᏛ 㻔㻞㻕

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻠㻕

ᶵᲔ䛾ᩘᏛ䞉ຊᏛ₇⩦ 㻔㻝㻕

䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾₇⩦ 㻔㻝㻕

ᛂ⏝⤫ィᏛ 㻔㻞㻕

䝁䞊䝇䛾᥎ዡ㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻞㻕

䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇ᇶ♏ 㻔㻞㻕

11

䊹㻌ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠

䝬䜲䝘䞊⛉┠ 㻔㻝㻜㻕

ไᚚᕤᏛ䛸䛭䛾ᛂ⏝ 㻔㻞㻕

㟁Ẽᅇ㊰䛸䛭䛾ᛂ⏝ 㻔㻞㻕

䝕䜱䝆䝍䝹㟁Ꮚᅇ㊰䛸䛭䛾ᛂ⏝㻔㻞㻕

ไᚚ⌮ㄽ 㻔㻞㻕

䝟䝽䞊䜶䝺䜽䝖䝻䝙䜽䝇 㻔㻞㻕

䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇ᚲಟ⛉┠ 㻔㻝㻕

㻿㻰㻳㼟᥈ồ₇⩦㻞㻌㻔㻝㻕

䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇ᚲಟ⛉┠ 㻔㻝㻕

ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰䞉䝇䝍䞊䝖
䜰䝑䝥₇⩦ 㻔㻝㻕

䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇ᚲಟ⛉┠㻔㻝㻕
ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰ᇶ♏₇⩦㻔㻝㻕

ᶓ୵⛉┠ 䊻㻌㻌

ศ㔝䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻠㻕

䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇ᕤᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

䝟䝽䞊䝺䜽䝖䝻䝙䜽䝇≉ㄽ㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻕

䜾䝻䞊䝞䝹䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻠㻕

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ 㻔㻞㻕

ᆅ⌫⎔ቃ䛸ᢏ⾡ 㻔㻞㻕
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ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇䠄⼥ྜ㡿ᇦᆺ䠅 ᒚಟ䝰䝕䝹䠄䝯䝆䝱䞊䛿㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛศ㔝䚸䛂㟁Ẽ㟁Ꮚ䚸ᶵᲔ䚸ሗ䛃䜢⼥ྜ 䊻 ಟኈ䠅

ᕤᏛ㒊
ᕤᏛㄢ⛬

ᚲಟ 㻔㻥㻕

ᩘᏛ䊠䠝 㻔㻞㻕

ᩘᏛ₇⩦䊠㻔㻝㻕

ᩘᏛ䊠䠞 㻔㻞㻕

≀⌮Ꮫ䊠㻔㻞㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊠㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻜㻕

㟁Ẽ☢ẼᏛཬ䜃₇⩦䊠 㻔㻟㻕

㟁Ẽᅇ㊰ཬ䜃₇⩦䊠 㻔㻟㻕

≀⌮ᐇ㦂ཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻞㻕

㟁Ẽ☢ẼᏛཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻟㻕

㟁Ẽᅇ㊰ཬ䜃₇⩦䊡 㻔㻟㻕

ᇶ♏ሗฎ⌮₇⩦ 㻔㻞㻕

ᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻞㻕

㟁ẼᕤᏛᇶ♏ᐇ㦂 㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻞㻕

㟁Ꮚᅇ㊰ 㻔㻞㻕

䝕䜱䝆䝍䝹㟁Ꮚᅇ㊰ 㻔㻞㻕

ไᚚᕤᏛᇶ♏ 㻔㻞㻕

㟁ຊᕤᏛ 㻔㻞㻕㻌㻛㻌ᩘᏛ㻵㻵㻭㻌㻔㻞㻕

㟁ẼᶵჾᕤᏛ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ሗฎ⌮ᴫㄽ㻔㻞㻕

㑅ᢥ 㻔㻞㻕㻌

୍⯡ᕤᏛᴫㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻞㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᩘᏛཬ䜃₇⩦㻵㻌㻔㻟㻕

ไᚚ⌮ㄽ㻔㻞㻕

㟁Ꮚ䡿䢚䢆䢚䡮䡹䞉䢈䡧䢀䢂䡴䡹ᕤᏛ㻔㻞㻕

ಙྕ⌮ㄽᇶ♏㻔㻞㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㦂䊠㻔㻟㻕

ᚲಟ 㻔㻥㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᩘᏛཬ䜃₇⩦㻵㻵㻌㻔㻟㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㦂䊡㻔㻟㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛᐇ㊶₇⩦㻔㻞㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ≉ู⪃✲
ཬ䜃䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻤㻕

ᐇົカ⦎㻔㻤㻕

㻔ㄢ㢟◊✲㻔㻤㻕㻕

䝁䞊䝇ඹ㏻⛉┠䞉㑅ᢥ 㻔㻞㻕

䜰䝘䝻䜾ᅇ㊰ᕤᏛ㻔㻞㻕

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻞㻕

䝕䜱䝆䝍䝹ไᚚ 㻔㻞㻕

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻞㻕

䝟䝽䞊䜶䝺䜽䝖䝻䝙䜽䝇 㻔㻞㻕

ᚲಟ㻔㻥㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊡㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊢㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊣㻔㻝㻕
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛ≉ูᐇ㦂㻔㻟㻕
ᢏ⾡ⱥㄒ≉ู₇⩦㻝㻔㻝㻕
◊✲⌮㻔㻝㻕

㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛศ㔝 㟁Ẽ䡰䢄䢕䡳䢚䡬䞉ไᚚᕤᏛ䡶䡬䡹

㑅ᢥ 㻔㻝㻜㻕

䛣䛸䜀䛸䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙 㻔㻞㻕

ୡ⏺ほ䛸౯್ 㻔㻞㻕

ᩥᏛ䛸ே㛫ീ 㻔㻞㻕

ᩍ⫱䞉Ꮫ⩦ㄽ 㻔㻞㻕

ሗ᳨⣴ㄽ 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻢㻕

ⱥㄒ䠍䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠟 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠞 㻔㻝㻕

ⱥㄒ䠎䠎䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠎䠟 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻞㻕

ⱥㄒ䠍䠍䠝 㻔㻝㻕 ⱥㄒ䠍䠞 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᩘᏛᇶ♏₇⩦䊠㻌㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

య⫱䊠㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻠㻕

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ 㻔㻞㻕

ᆅ⌫⎔ቃ䛸ᢏ⾡ 㻔㻞㻕
㑅ᢥ 㻔㻞㻕

䜾䝻䞊䝞䝹䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁 㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻠㻕

䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇䠞 㻔㻞㻕
ᢏ⾡⪅⌮ 㻔㻞㻕

㑅ᢥᚲಟ 㻔㻞㻕

䝡䝆䝛䝇䛸䝬䝛䝆䝯䞁䝖㻔㻞㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

ᚲಟ 㻔㻝㻕

⥲ྜⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊠 㻔㻝㻕

㑅ᢥ 㻔㻝㻕

ᢏ⬟ูⱥㄒ䊡 㻔㻝㻕

ಟኈㄽᩥ

ඹ㏻⛉┠ 㻔㻢㻕

ᏳᕤᏛ≉ㄽ 㻔㻞㻕

᪥ᮏ䜶䝛䝹䜼䞊⤒῭ㄽ 㻔㻞㻕

▱ⓗ㈈⏘ᴫㄝ 㻔㻞㻕

Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬
㟁Ẽ㟁Ꮚሗศ㔝

䝁䞊䝇䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻝㻜㻕

㟁☢䜶䝛䝹䜼䞊ᕤᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

䝟䝽䞊䜶䝺䜽䝖䝻䝙䜽䝇≉ㄽ㻔㻞㻕

䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇ᕤᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

䜶䝛䝹䜼䞊ไᚚᕤᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

䢏䡬䡸䡪䢙䡶䢙䢀䢗䡬䢕䛸㻭㻵㻔㻞㻕
䠄䝕䞊䝍ᩘ⌮䝃䜲䜶䞁䝇⛉┠䠅

12

ᶓ୵⛉┠ 䊻㻌

䊹㻌ᶓ୵⛉┠䊻

䊹㻌ᶓ୵⛉┠

䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇ᚲಟ⛉┠㻔㻝㻕
ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰ᇶ♏₇⩦㻔㻝㻕

䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇ᚲಟ⛉┠ 㻔㻝㻕

ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰䞉䝇䝍䞊䝖
䜰䝑䝥₇⩦ 㻔㻝㻕

䝬䜲䝘䞊⛉┠ 㻔㻝㻜㻕

䝇䝬䞊䝖䝣䜯䜽䝖䝸䞊 㻔㻞㻕

䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇ᇶ♏ 㻔㻞㻕

ᶵᲔᕤసἲ䛸䛭䛾ᛂ⏝ 㻔㻞㻕

䝕䞊䝍䝬䜲䝙䞁䜾 㻔㻞㻕

ேᕤ▱⬟ㄽ 㻔㻞㻕

䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇ᚲಟ⛉┠ 㻔㻝㻕

㻿㻰㻳㼟᥈ồ₇⩦㻝㻌㻔㻝㻕

䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇ᚲಟ⛉┠ 㻔㻝㻕

㻿㻰㻳㼟᥈ồ₇⩦㻞㻌㻔㻝㻕

ศ㔝䛾㑅ᢥ⛉┠ 㻔㻢㻕

⢭ᐦ ᐃᏛ≉ㄽ㻔㻞㻕

ᶵᲔᏛ⩦ㄽ㻔㻞㻕

ሗ䝬䜲䝙䞁䜾≉ㄽ㻔㻞㻕
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ᅜ❧Ꮫἲே㛗ᒸᢏ⾡⛉ᏛᏛ⫋ဨᑵᴗつ๎

【資料16】
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ᅜ❧Ꮫἲே㛗ᒸᢏ⾡⛉ᏛᏛ⫋ဨᑵᴗつ๎
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ᅜ❧Ꮫἲே㛗ᒸᢏ⾡⛉ᏛᏛ⫋ဨᑵᴗつ๎
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ᅜ❧Ꮫἲே㛗ᒸᢏ⾡⛉ᏛᏛ⫋ဨᑵᴗつ๎
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㹌㹌㹌㹌㹌㹌㹌
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㛗ᒸᢏ⾡⛉ᏛᏛ㓄⨨ᅗ6ࠉ �������㛗ᒸᢏ⾡⛉ᏛᏛ㓄⨨ᅗ6ࠉ �������㛗ᒸᢏ⾡⛉ᏛᏛ㓄⨨ᅗ6ࠉ �������㛗ᒸᢏ⾡⛉ᏛᏛ㓄⨨ᅗ6ࠉ �������㛗ᒸᢏ⾡⛉ᏛᏛ㓄⨨ᅗ6ࠉ �������㛗ᒸᢏ⾡⛉ᏛᏛ㓄⨨ᅗ6ࠉ �������㛗ᒸᢏ⾡⛉ᏛᏛ㓄⨨ᅗ6ࠉ �������

ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠

ㅮ ⩏ Ჷㅮ ⩏ Ჷㅮ ⩏ Ჷㅮ ⩏ Ჷㅮ ⩏ Ჷㅮ ⩏ Ჷㅮ ⩏ Ჷ

1R1R1R1R1R1R1R

65�65�65�65�65�65�65�

5&�5&�5&�5&�5&�5&�5&�

65�65�65�65�65�65�65�

5&�5&�5&�5&�5&�5&�5&�

5&�5&�5&�5&�5&�5&�5&�

65�65�65�65�65�65�65�

ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀 㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍

65�65�65�65�65�65�65�

5&�5&�5&�5&�5&�5&�5&�

5&�5&�5&�5&�5&�5&�5&�

5&�5&�5&�5&�5&�5&�5&�

5&�5&�5&�5&�5&�5&�5&�

65�65�65�65�65�65�65�

��������������

��������������

5&�5&�5&�5&�5&�5&�5&�

5&�5&�5&�5&�5&�5&�5&�

65�65�65�65�65�65�65�

5&�5&�5&�5&�5&�5&�5&�

�������

�������

�������

�������

�������

�������

�������

5&�5&�5&�5&�5&�5&�5&�

༤ ኈ ㄢ ⛬ 㸯 ྕ Ჷ༤ ኈ ㄢ ⛬ 㸯 ྕ Ჷ༤ ኈ ㄢ ⛬ 㸯 ྕ Ჷ༤ ኈ ㄢ ⛬ 㸯 ྕ Ჷ༤ ኈ ㄢ ⛬ 㸯 ྕ Ჷ༤ ኈ ㄢ ⛬ 㸯 ྕ Ჷ༤ ኈ ㄢ ⛬ 㸯 ྕ Ჷ
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⏕ ≀ 㸯 ྕ Ჷ⏕ ≀ 㸯 ྕ Ჷ⏕ ≀ 㸯 ྕ Ჷ⏕ ≀ 㸯 ྕ Ჷ⏕ ≀ 㸯 ྕ Ჷ⏕ ≀ 㸯 ྕ Ჷ⏕ ≀ 㸯 ྕ Ჷ
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㟁 Ẽ 㸰 ྕ Ჷ㟁 Ẽ 㸰 ྕ Ჷ㟁 Ẽ 㸰 ྕ Ჷ㟁 Ẽ 㸰 ྕ Ჷ㟁 Ẽ 㸰 ྕ Ჷ㟁 Ẽ 㸰 ྕ Ჷ㟁 Ẽ 㸰 ྕ Ჷ
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㟁 Ẽ 㸱 ྕ Ჷ㟁 Ẽ 㸱 ྕ Ჷ㟁 Ẽ 㸱 ྕ Ჷ㟁 Ẽ 㸱 ྕ Ჷ㟁 Ẽ 㸱 ྕ Ჷ㟁 Ẽ 㸱 ྕ Ჷ㟁 Ẽ 㸱 ྕ Ჷ

⥲ ྜ ◊ ✲ Ჷ⥲ ྜ ◊ ✲ Ჷ⥲ ྜ ◊ ✲ Ჷ⥲ ྜ ◊ ✲ Ჷ⥲ ྜ ◊ ✲ Ჷ⥲ ྜ ◊ ✲ Ჷ⥲ ྜ ◊ ✲ Ჷ
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㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠

≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ

ᅗ ᭩ 㤋ᅗ ᭩ 㤋ᅗ ᭩ 㤋ᅗ ᭩ 㤋ᅗ ᭩ 㤋ᅗ ᭩ 㤋ᅗ ᭩ 㤋

≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ

≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ≀㉁㺃ᮦᩱ ⤒Ⴀሗ�ྕᲷ

ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ᘓࠉྡࠉ≀ࠉ⛠ ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀ᵓ㐀1R1R1R1R1R1R1R 1R1R1R1R1R1R1R㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍㠃✚੍

ົᒁ㸯ྕᲷົᒁ㸯ྕᲷົᒁ㸯ྕᲷົᒁ㸯ྕᲷົᒁ㸯ྕᲷົᒁ㸯ྕᲷົᒁ㸯ྕᲷ

 ົ ᒁ 㸰 ྕ Ჷ ົ ᒁ 㸰 ྕ Ჷ ົ ᒁ 㸰 ྕ Ჷ ົ ᒁ 㸰 ྕ Ჷ ົ ᒁ 㸰 ྕ Ჷ ົ ᒁ 㸰 ྕ Ჷ ົ ᒁ 㸰 ྕ Ჷ

��������������

�����������������������������������

�����������������������������������

�����������������������������������

�����������������������������������

�����������������������������������

5&�5&�5&�5&�5&�5&�5&��������������� ⚟  Ჷ⚟  Ჷ⚟  Ჷ⚟  Ჷ⚟  Ჷ⚟  Ჷ⚟  Ჷ �����������������������������������

�������

�������������� ��������������

��������������

��������������
��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

�������

��������������

��������������

�������

��������������

�������

������� ��������������

��������������
��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

�������

��������������

��������������

�������

������� �������

�������������� ���������������������������� ��������������

�������������� ��������������
��������������

��������������

��������������

��������������

ᶵ Ე ᘓ タ 㸯 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸯 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸯 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸯 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸯 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸯 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸯 ྕ Ჷ

ᶵ Ე ᘓ タ 㸱 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸱 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸱 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸱 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸱 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸱 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸱 ྕ Ჷ

ᶵ Ე ᘓ タ 㸰 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸰 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸰 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸰 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸰 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸰 ྕ Ჷᶵ Ე ᘓ タ 㸰 ྕ Ჷ
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ᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸰ྕᲷᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸰ྕᲷᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸰ྕᲷᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸰ྕᲷᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸰ྕᲷᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸰ྕᲷᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸰ྕᲷ

ᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸯ྕᲷᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸯ྕᲷᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸯ྕᲷᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸯ྕᲷᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸯ྕᲷᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸯ྕᲷᢏ⾡㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ㸯ྕᲷ
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56�56�56�56�56�56�56�㧗 ᅽ ᐇ 㦂  タ㧗 ᅽ ᐇ 㦂  タ㧗 ᅽ ᐇ 㦂  タ㧗 ᅽ ᐇ 㦂  タ㧗 ᅽ ᐇ 㦂  タ㧗 ᅽ ᐇ 㦂  タ㧗 ᅽ ᐇ 㦂  タ ���������������������

��������������

��������������

ᐇ㦂ᐇ⩦㸰ྕᲷᐇ㦂ᐇ⩦㸰ྕᲷᐇ㦂ᐇ⩦㸰ྕᲷᐇ㦂ᐇ⩦㸰ྕᲷᐇ㦂ᐇ⩦㸰ྕᲷᐇ㦂ᐇ⩦㸰ྕᲷᐇ㦂ᐇ⩦㸰ྕᲷ

ᐇ㦂ᐇ⩦㸯ྕᲷᐇ㦂ᐇ⩦㸯ྕᲷᐇ㦂ᐇ⩦㸯ྕᲷᐇ㦂ᐇ⩦㸯ྕᲷᐇ㦂ᐇ⩦㸯ྕᲷᐇ㦂ᐇ⩦㸯ྕᲷᐇ㦂ᐇ⩦㸯ྕᲷ
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ㄢእάືඹ⏝タ㸯ྕ㤋ㄢእάືඹ⏝タ㸯ྕ㤋ㄢእάືඹ⏝タ㸯ྕ㤋ㄢእάືඹ⏝タ㸯ྕ㤋ㄢእάືඹ⏝タ㸯ྕ㤋ㄢእάືඹ⏝タ㸯ྕ㤋ㄢእάືඹ⏝タ㸯ྕ㤋

ᶵᲔ ᘓタ㸲ྕᲷᶵᲔ ᘓタ㸲ྕᲷᶵᲔ ᘓタ㸲ྕᲷᶵᲔ ᘓタ㸲ྕᲷᶵᲔ ᘓタ㸲ྕᲷᶵᲔ ᘓタ㸲ྕᲷᶵᲔ ᘓタ㸲ྕᲷ

ඹ⏝ᐇ㦂Ჷඹ⏝ᐇ㦂Ჷඹ⏝ᐇ㦂Ჷඹ⏝ᐇ㦂Ჷඹ⏝ᐇ㦂Ჷඹ⏝ᐇ㦂Ჷඹ⏝ᐇ㦂Ჷ

ࢭ ࢥ ࣒ ࣍ ࣮ ࢭࣝ ࢥ ࣒ ࣍ ࣮ ࢭࣝ ࢥ ࣒ ࣍ ࣮ ࢭࣝ ࢥ ࣒ ࣍ ࣮ ࢭࣝ ࢥ ࣒ ࣍ ࣮ ࢭࣝ ࢥ ࣒ ࣍ ࣮ ࢭࣝ ࢥ ࣒ ࣍ ࣮ ࣝ
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ᆺᐇ㦂Ჷᆺᐇ㦂Ჷᆺᐇ㦂Ჷᆺᐇ㦂Ჷᆺᐇ㦂Ჷᆺᐇ㦂Ჷᆺᐇ㦂Ჷ
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１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生の確保の見通し 

ア．定員充足の見込み 

①入学定員設定の考え方

工学部工学課程の１年次入学定員は 80名、３年次編入学定員は 340名とする。これまで

の３年次編入学定員は６課程 310 名であったが、深刻化する地域課題への対応、第４次産

業革命や超スマート社会(Society5.0)の中心を担う次の世代の産業界や学術界を支える優

れた工学系人材育成（STEAM人材育成）への期待や要請が高まっていることから、本学にお

いてもその要請に応えるべく、改組後は３年次編入学定員を 30名増の１工学課程５分野で

340 名とする。１年次入学者として想定されるのは高校生及び留学生である。また、編入学

者として想定されるのは、これまで同様、主に高専生、短期大学生、社会人である。志願

者・編入学者数、改組に関するアンケート結果など、客観的データから示される学生確保

の見通しは以下のとおりである。 

内閣府エビデンスシステム（e-CSTI）での調査（資料１）で、各業種における業務で重要

な専門知識と事業展開・成長に重要な専門知識分野の調査結果が報告されている。本学の

専門分野と密接に関連する業種である、機械、電気、情報、化学、建設に着目すると、各業

種においては、業務に重要な専門分野は、当該の専門分野（機械業種であれば機械関連の

専門分野）の知識の重要性が高い。一方で、イノベーション等による新たな展開・成長に

向けた研究が進むことが望ましい専門分野の上位３分野は、以下の様な結果である。 

【業種】 【新たな展開・成長に向けた研究が進むことが望ましい専門分野】 

機械 

電気 

情報 

化学・生物  

建設（土木） 

電気、化学、情報 （資料１） 

機械、化学、情報 （資料１） 

機械、電気、経営・経済 （資料１）

機械、電気、情報 （資料１） 

機械、電気、情報 （資料１） 

「工学系教育改革制度設計等に関する懇談会」には、社会のニーズの変化に対応し、他

の専門分野に感心を示し、多様性を理解するとともに、展開できる人材の育成に関しての

言及がある。つまり、従来の専門分野を深く学ぶだけでなく、他分野の知識を学ぶことで

新たな展開・成長に向けた研究に進むことが期待されている。（文部科学省 工学系教育改

革制度設計等に関する懇談会 取りまとめ概要 平成 30年３月）このような学びの機会・

体系を大学として提供することが新たな展開・成長に向かう産業界に取って必須であり、

ひいては、学生の要請にも応えることになる。 

従来、他分野の専門科目を学ぶことは、本学教務システム上は可能であるが、学生個人

の興味に基づくものであり、社会的ニーズに応える体系化された形とは限らない。今回の

改組においては、メジャー・マイナーコース及び技術革新フロンティアコースを新たに設
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けることで、カリキュラムとして体系立てて、メジャー（業務に重要な専門分野）とマイ

ナー（イノベーション等による新たな展開・成長に向けた専門分野）を教員からの指導・

示唆を受け学ぶことが可能となる。 

特に情報分野、電気分野を身につけた人材の供給には、「AI戦略」にあるように時代の変

化に即した持続性が必要とされる。現在の人工知能の爆発的な展開の要因は、計算機の性

能向上はもとより、IoT、ビッグデータの考え方があらゆる分野とのつながりを作り、実世

界の問題解決に道を広げ、データ駆動型の考え方が広まったことである。IoTが、情報分野

の学びだけでなく、他分野の学びの必要性を示しているとともに、逆の流れ、つまり、情

報以外の分野の学びから、情報分野の学びの必要性を急速に進めている。このように、本

学が推進するマイナー分野の学びは時代の要請に対応するものである。 

深刻な地域課題や Society5.0 へ対応できる優秀な工学系人材育成への社会的要請が急

速に高まる一方、こうした人材が、機械、電気、情報、化学、建設など本学の専門分野と関

連する業種において特に不足している。この状況を打破するには、本学が輩出する STEAM

人材を増やす必要がある。 

つぎに、入学定員の設定において 30 名の定員増としたことの考え方を、以下の３つの観

点：(a)定員確保の観点、(b)受け入れ可能人数の観点、(c)就職状況の観点、から説明する。 

(a)定員確保の観点 

今回の定員増は規模として新設予定の技術科学フロンテイアコース（30名）に相当す

る。このコースは学部１年次の入学者にも対応するように設計されているが、本学は高

専からの編入学者が全学生の 80％を占めていることから、主たる要因である高専からの

入学者確保の観点から考える。高専からの編入生に対し、本学は推薦入試と学力入試を

実施しているが、本コースでは、高専校長推薦に基づく選抜を予定している。過去５年

間の推薦入試出願の高専数は、「平成 29年 46校、平成 30年 45校、令和元年 47校、令

和２年 41 校、令和３年 48 校（平均 45.4 校）」となっている。なお、全国の高専数は、

国立 51校（キャンパス数 56）、公立３校、私立３校の計 57校である。また、資料２に

示す高専に対する改組に関するアンケート調査（57高専にアンケートを実施。50高専の

回答）によれば、 

質問（１）「技術革新フロンティアコースの新設に対して高専卒業生の能力を更に伸

ばすことに効果的と思いますか。」については、非常に効果的 35.8％、効果的の回答

が 50.9％。 

質問（２）「貴校の学生に技術革新フロンティアコースを勧めたいと思いますか」に

ついては、強く勧めたい回答が 11.3％、適性を見て勧めたい回答が 84.9％。 
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となっている。質問（２）の回答結果によれば、「強く勧めたい回答が 11.3％」である

ので、57校×11.3％＝6.4名ほどの学生の推薦の見込みは高いものと考えられる。また、

「適性を見て勧めたい回答 84.9％」は、少し慎重に検討したいという意思表示ではない

かと推察するが、半数の高専からの推薦は期待できる。従って、57 校×84.9％×0.5＝

24.2名ほどの推薦の可能性を期待出来る。この合計で 6.4名＋24.2名＝30.6名であり、

技術科学フロンテイアコース（30名）は妥当な数であると考えられる。また、他の質問

項目への回答結果 

質問（３）「企業等に就職している貴校 OBに勧めたいか」 

是非勧めたい   18.9％     勧めたい 60.4％ 

質問（４）「高専卒業後に地元企業等に就職している学生に対して大学進学を後押し

する効果があると思いますか」 

非常に効果的   15.1％     効果的  45.3％ 

も合わせて考えれば、30名の定員確保は充分に可能と想定している。更に、改組後の高

専編入生の受け入れは、令和５年度からであり、認可後の高専への周知を実施すること

で、定員の確保は可能であると想定している。 

(b)受け入れ可能人数の観点 

定員 30名増による本学教員の受け入れ体制について、令和２年度の総学生数は、工学

部 1,128名、大学院工学研究科 1,083名（計 2,209名）であり、教員（講師以上）は 150
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名である。すなわち、教員１名あたり 0.2 名（30 名／150 名）の増加となるが、これに

より、これまでに実施してきた学生に対するきめ細やかな対応が低下する心配は全くな

い。 

(c)就職状況の観点 

資料３に平成 30年度、令和元年度及び令和２年度の就職状況を示すが、求人企業数は

就職希望者を大きく上回っており、就職には問題なく、逆にマイナー分野を取得した学

生に対しては、新たな求人に結びつく可能性がある。 

②定員充足の見込み

本学の１年次入学試験結果（平成 28 年度～令和２年度）から、入学定員 80 名に対して

過去５年間の平均で 215名の志願者、87名の入学者があった。このように志願倍率は 2.68

倍と安定的で、入学者についてはほぼ定員を確保するとともに、志願者数は入学定員 80名

を大きく上回っている。（表 1-1） 

本学の３年次編入学試験結果（平成 28年度～令和２年度）から、６課程の編入学定員 310

名に対して過去５年間の平均で 746 名の志願者、383 名の入学者があった。このように志

願倍率は 2.41倍と安定的で、入学者については定員を確保するとともに、志願者数は編入

学定員 310名を大きく上回っている。（表 1-2） 

学部改組に関するステークホルダー（全国高専の校長先生：57高専、高専が所在する自

治体及び新潟県内の自治体：78自治体、本学学生が就職している、及び実務訓練（長期イ

ンターンシップ）に派遣されている企業：1,314 社）への本学に改組に関するアンケートを

実施した。アンケート配布者からの回答は、高専が 50高専（回答率 88％）、自治体が 56自

治体（回答率 72%）、企業が 196 社（回答率 15%）であった。今回の改組で重要な変更点、

すなわち 

①課程の壁となる縦割り構造からの脱却を図る大括り化、

②俯瞰的視野を育むメジャー・マイナー制の導入、

③地方創生プランナー、プロデューサーともなる STEAM 人材を育成する技術革新フロ

ンティアコースの新設、

に関する質問項目については、①及び②に対する肯定的回答である「とても効果的」「効果

的」や学生に対して「ぜひ勧める」「勧める」の合計が 各ステークホルダーとも 90％以上

で、特に自治体は 100％と本学卒業生に強い期待を寄せており、安定的な入学者確保が期待

できる。また、高専校長に対する技術革新フロンティアコースに関する質問項目で、学生

に対して「強く勧めたい」「適性をみて勧めたい」との肯定的回答は 96％、企業への就職希

望学生を大学進学させることに「非常に効果的」「効果的」との肯定的回答は約 60％と、本

コースへの入学者確保も大いに期待できる。 

また、高専の OB・OGに技術革新フロンティアコースを進めたいかの質問に対して、高専

校長からの回答で「是非勧めたい」「勧めたい」の合計が約 80％、企業への技術革新フロン
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ティアコースを社員の教育に活用したいかの質問に「是非活用した」「活用したい」と答え

た企業は 55％と、多くの企業が実践的な社会人向け教育（リカレント教育）に期待してい

る。これら高専 OB・OGや社会人は、将来、大学院社会人学生として入学する可能性が高い。 

イ．定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

①入試実績からの学生確保の見通し

「学部１年次入学志願状況」及び「学部３年次編入学志願状況」を客観的データとして、

学生確保の見通しについて検討した。これまでの６課程の１年次入学定員 80名及び３年次

編入学定員 310名に対応した５年間の志願者数、入学者数、定員充足率の推移を次に示す。 

表１-１ 工学部 １年次入学志願状況 

表１-２ 工学部 ３年次編入学志願状況 

直近５ヶ年の 1年次入学者は平均 87人と定員を上回っている。志願者数も直近５ヶ年で

は、平均 215 人とそれぞれ入学定員を大きく上回っている。今後も、志願者、合格者のよ

り多くの学生に入学してもらえるような取り組みを積極的に実施することで、入学定員 80

名を上回る学生が確保できると考える。 

また、直近５ヶ年の３年次編入学者も平均 383 人と定員を上回っている。志願者数も直

近５ヶ年では、平均 746 人とそれぞれ入学定員を大きく上回っている。今後も、志願者、

合格者のより多くの学生が入学を考える取り組みを積極的に実施することで、改組による

H28 H29 H30 R1 R2

入学定員（人） 80 80 80 80 80 80

志願者数（人） 210 283 205 166 209 215

入学者数（人） 91 85 88 86 83 87

志願倍率 2.63 3.54 2.56 2.08 2.61 2.68

定員充足率 1.14 1.06 1.10 1.08 1.04 1.08

長岡技術科学大学
入学年度

5年平均

H28 H29 H30 R1 R2

入学定員（人） 310 310 310 310 310 310

志願者数（人） 742 831 757 702 697 746

入学者数（人） 418 360 375 386 378 383

志願倍率 2.39 2.68 2.44 2.26 2.25 2.41

定員充足率 1.35 1.16 1.21 1.25 1.22 1.24

長岡技術科学大学
入学年度

5年平均
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編入学定員 340 名（定員増 30 人、定員増でも志願倍率は 2.19 倍を維持）を上回る学生が

確保できると考える。 

上記表の内訳として、既存の６課程毎の過去５年間の入学定員・入学者数・充足状況を

資料４に示す。 

②ステークホルダーへのアンケートからの学生確保の見通し

前述したように（P３～５）、ステークホルダーに対するアンケートを以下のように実施

している。 

本学の主なステークホルダーである 57校の高専校長、高専の所在する地域及び新潟県

内の 78自治体、本学の学生が就職している、及び実務訓練先となる企業 1,314社に今回

の改組で重要な変更点、すなわち、課程の壁となる縦割り構造からの脱却を図る大括り

化、俯瞰的視野を育むメジャー・マイナー制の導入、地方創生プランナー、プロデューサ

ーともなる STEAM 人材を育成する技術革新フロンティアコースの新設、に関する意見をア

ンケート調査し、安定的な学生確保の見通しについて検討した。 

（資料２、資料５～７） 

【調査概要】 

・調査時期：令和３年１～２月 

・調査対象：57校の高専校長、高専の所在する地域及び新潟県内の自治体、本学の学生が就職

している、及び実務訓練先となる企業 

・調査方法：ウェブによるアンケートで実施 

【調査結果】 

回答者内訳（アンケート配布者の内訳） 

各ステークホルダーからの回答率は以下となる。 

・57校の高専校長の内 50校（回答率 88％） 

・高専の所在する地域及び新潟県内の 78自治体の内 56自治体（回答率 72%） 

・本学の学生が就職している、及び実務訓練先となる 1,314企業の内 196社（回答率 15%） 

◇50校の高専校長へのアンケートのまとめ 

・学部、大学院における専門分野の大括り化、メジャー/マイナー制度の導入、技術革新

フロンティアコースの新設に対して大多数の高専の校長は肯定的で、技術者育成にとっ

て効果的であり、学生にも勧めたいとの意向を持っている。 

・また、約 80％の高専校長は企業等に就職している高専 OB・OGに技術革新フロンティア

コースを勧める意向を持っている。さらに、約 60％の校長は就職を考えている学生に

対しても大学進学を後押しする効果もあると認識している。 

◇高専の所在する地域及び新潟県内の自治体へのアンケートのまとめ 
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・ほぼ 100％の自治体では、人材育成教育におけるメジャー/マイナー制度の導入、リベ

ラルアーツ教育、融合領域・境界領域分野の教育は有効であると認識し、本学の取組を

歓迎している。 

・卒業・修了後に地元に戻って地域産業を牽引する人材として活躍することを積極的にサ

ポートする本学の取組に対しても約 95％が肯定的で、強く望まれている。 

・具体的な取組み内容についても、55％以上の自治体が有効とであると表明している。 

◇就職先及び実務訓練先となっている企業等へのアンケートのまとめ 

・90％以上の企業は、社会の要請や大学の戦略に基づいた新たなカリキュラムを柔軟、か

つ迅速に提供するためには、課程（学部）及び専攻（大学院）の大括り化が必要で、か

つメジャー/マイナー制度の導入が技術者育成に有効であると認識している、さらにそ

のようなカリキュラムで育成される学生に興味を持っている。 

・技術革新フロンティアコースを新たな事業立ち上げのための人材育成教育として活用し

たい意向を持っている企業は 55％以上であることから、本コースは企業技術者のリカ

レント教育としても有用である。 

◇高専からの 53件のアンケート結果から新設の技術革新フロンティアコースへの３年次編 

入学希望者については、P３「（a）定員確保の観点」で述べたように、高専から 30 名程

度の推薦は期待できる。また P４に示した質問（３）（４）の回答を合わせて考えれば、学

部３年次編入学定員の 30名増分は十分に確保できることを見込める。 

企業への技術革新フロンティアコースを社員の教育に活用したいかの質問に「是非活用

した」「活用したい」と答えた企業は 55％と、多くの企業が実践的な社会人向け教育（リカ

レント教育）に期待している。これら高専 OB・OGや社会人は、将来、大学院社会人学生と

して入学する可能性が高い。アンケート結果の詳細については、資料８に示した。また、

資料７は、アンケートを実施する際に添付した改組案のポイントを示したものである。 

ウ．学生納付金の設定の考え方 

本学の学生納付金は、授業料年額 535,800 円、入学料 282,000円であり、「国立大学等の

授業料その他の費用に関する省令」で規定する国立大学法人の標準額と同額に設定してい

る。 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

本学における学部の学生確保に向けた取組みを以下に示す。 

◇パンフレット等を用いた広報 

「大学案内」、「学生が書いた研究室ガイドブック」を作成し、県内高校や全高専に配布

するとともにホームページに公開している。パンフレットでは、本学進学のメリット（教

育研究、生涯賃金など）や具体的な就職先、先輩からのメッセージを紹介し、高専学生の
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本学進学に向けた意識向上を図っている。今後も高校生や高専生への広報活動を強化し、

学生確保を図る。 

◇大学の見学 

長岡技術科学大学では、入試広報活動の一環として、中学生、高校生、高専生、PTAの大

学見学を受け付け、「大学案内」や「ホームページ」では分からない本学の雰囲気を直接体

験してもらっている。 

◇オープンキャンパス 

高校生や高専生を中心に、県内外から参加してもらい、本学の特徴や強みを知ってもら

えるようにしている。2019 年度のオープンキャンパスでは約 1,000 名が参加。2020 年は

WEB オープンキャンパスを開催し、以下について、ホームページ・動画等により紹介を行っ

た。 

①公開研究室：120以上ある研究室の中から、令和２年度は約 30の研究室を公開し、学

生・教職員が、研究内容を分かり易く紹介した。

②学生宿舎等紹介：５棟の宿舎を紹介。全ての宿舎がキャンパス内にあり、研究に集中

できる環境が整っていることを紹介した。

③課程説明：各課程/専攻に所属する在学生が、授業・研究室の様子や大学生活について

紹介した。

④入試説明：「長岡技術科学大学が求める学生像」、「第１学年入試」、「第３学年入試」に

ついて説明した。

◇進学説明会 

各地で開催される「進学説明会」に参加。毎年新潟県内で５回、東京及び大阪で各１回。

各参加会場ではブースにて教職員による大学の説明、個別相談及び資料の配付を行ない、

入試の過去問題も配付している。 

◇大学紹介動画 

本学の 13本の大学紹介動画で各課程・専攻、学内施設や実務訓練などの本学の特色につ

いて紹介している。本学が設立されるまでの歴史から、開学当時の様子や福利棟、学生宿

舎等の生活環境についても紹介している。 

◇オープンハウス（体験学習） 

本学では、全国の高等専門学校の学生に対し、本学の施設・設備及び教育研究分野の諸

情報の提供を行い、高等専門学校学生の大学における１～２週間の体験学習（インターン

シップ）の一助とすることを目的として、毎年、夏期休業期間中にオープンハウス事業を

実施している。毎年、本学において多数の高専生が本学教員の指導のもとに熱心に研修に

取り組み、研修テーマ内容のみならず、教員や学生とのふれあい・交流も実施している。 
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新設予定の技術革新フロンティアコースを希望する学生には本取組を必須の受講とし、

３年次編入時に研究室配属や本コースへの適性を判断する。 

◇両技術科学大学合同進学説明会 

高等専門学校在学生及び保護者を対象に、毎年両技術科学大学合同進学説明会を東京駅

近くで開催している。技術科学大学の特徴の説明、高専連携室からの特色ある教育の紹介、

高専出身者の現役学生・OB学生の報告、入試概要の説明、さらには各専攻の教育カリキュ

ラム、入試及び学生生活等について個別相談を実施している。それらの内容についてはビ

デオアーカイブ化して HPにていつでも視聴できるようにしている。 

◇教員交流研究集会 

高専と長岡技大の研究交流の一層の活性化を目的として、専攻毎に２年に一度教員交流

研究集会を開催している。毎回、時期にあった教育研究に関連するテーマを決めて議論す

るとともに、本学に在籍する高専 OBと高専生が研究発表する場も設け、本学への理解を深

めてもらい、編入学生の確保に繋げている。 

◇高専訪問・出前授業 

本学では、高専の教職員・学生に本学をより理解してもらうために、教員が高等専門学

校に訪問し、大学全体、専門分野の履修内容、研究内容、学生生活等の説明及び講義（出

前授業）を行い、編入学生の確保に繋げている。 

◇高大連携事業 

本学の研究室において、最先端の科学・技術の一端を体験したり、教員や学生と交流す

ることによって、高校生の知的好奇心を育て、学習意欲を向上させるとともに進路選択の

一助とするものとして実施している。 

◇高専の所在する地域の自治体や企業への取組み紹介の強化 

本学における地域は新潟だけではなく、全国高専の所在する産業集積地域であり、高専

とともに共栄することを目指している。例えば、鹿児島県長島町とは 2017年に鹿児島高専

と本学との間で包括的連携に関する協定を締結し、地域社会の発展に協力する取組みを行

っている。その他にも函館高専と包括的連携に関する協定を締結し、函館地域においても

連携強化を図っている。高専とともに共栄するためには、本学の想定する地域が若者にと

って魅力的である必要があることから、今後は本学の教育研究の紹介、本学の強み、長岡

市や鹿児島県長島町等の地域貢献実績等に関する紹介を高専の所在する地域の自治体や企

業へ高専とともに実施し、理解を促すとともに強い絆を構築する。これにより、新設する

技術革新フロンティアコースに対する認識を高め、本コースへ進学する学生の確保に努め

る。 
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２．人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

本学は、SDGs を先導する技術科学大学として、SDGs を実現する Society5.0 に貢献するグロ

ーバル技術者、更には地域の課題解決にも資する地方創生プランナー・プロデュサーを育成す

るために、以下を実践している。 

（ア）IoT、AI、データサイエンスを駆使でき、横断的･異分野融合的な知を備えた人材育成の

ための教育プログラムの構築 

（イ）モノづくり＋IT 分野を中心とした先進的研究・技術開発の推進とそれらによる財政基盤

の強化 

（ウ）強力な高等専門学校との絆を活かした、ものづくり地方都市の持続的発展に向けた社会

貢献 

（エ）経済成長が著しい途上国の持続的発展を支援する研究開発及び技術協力と人材育成に貢

献し、各工学分野において以下に示す人材育成を目的とする。 

〇機械工学分野 

機械工学分野では、機械工学分野の基盤となり、ものづくり産業の発展を支える以下の各

分野で情報技術を活用し、グローバルに活躍できる、自主的・実践的・国際的な、基礎から

応用までの幅広い能力を備えた指導的技術者・研究者の育成を目指す。 

・制御、ロボット、システム、情報、計測などのメカトロニクス分野 

・生産、機械要素、設計、加工、安全、新材料開発などのスマートファクトリー分野 

・環境、熱、流体、燃焼、エネルギーなどの環境・エネルギー分野 

〇電気電子情報工学分野 

電気電子情報工学分野では、現代社会を支えるエネルギーシステムの技術者・研究者、高

度情報化・効率的エネルギー・安全安心を指向した社会を支える電子・光等の複合機能をも

つ先端デバイスの技術者・研究者、及び情報通信制御分野を中心とする先端ハード・ソフト

ウェアの技術者・研究者の育成を目指す。 

〇情報・経営システム工学分野 

情報・経営システム工学分野では、超スマート社会構築と持続可能な発展を実現するため

に、システム開発、データ分析、革新的技術・ビジネスモデルの創出、プロジェクト管理、経

営戦略の策定と推進に欠かせない基本的な知識と実践的能力を備え、国際的に指導力を発揮

できる高度 IT人材・研究者・経営者となるための素養の育成を目指す。 

〇物質生物工学分野 

物質生物工学分野では、未来の産業創造と社会変革の主役となる医療・介護、エネルギー・

環境保全、エレクトロニクス、情報通信、食品、安全などの分野の発展に欠かせない最先端
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の材料・バイオテクノロジーの創出とそれらを活用した生産プロセスを開発できる能力を持

つ技術者・研究者の育成を目指す。 

〇環境社会基盤工学分野 

環境社会基盤工学分野では、人類の健全な社会・文化・経済活動を支える種々の社会基盤

施設を、情報技術を活用し環境との調和を図りつつ適切に計画・設計・建設・維持するため

の専門基礎知識、及び、総合的かつグローバルな視点からサステナブルな社会へ貢献し、巨

大災害へも対応できる実践的・創造的能力を備えた指導的技術者・研究者の育成を目指す。 

（２）社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

ア．社会的要請 

現在、我が国の科学技術・イノベーション力の向上は喫緊の課題となっており Society5.0

を実現するために戦略的に進めていくべき分野として、基盤技術としての AI、バイオテク

ノロジー、量子技術、マテリアルなどの拠点形成や人材育成、計測・分析技術の高度化等

の推進、応用分野としての安全・安心（防災、感染症対策、サイバーセキュリティ等）に関

する新たなシンクタンク機能、環境エネルギー、健康・医療、宇宙、食料・農林水産業など

の産学官が連携した取組が掲げられている。（統合イノベーション戦略 2020、令和２年７月

17日閣議決定、大学における工学系教育の在り方に関する検討委員会、2017年） 

また、「工学系教育改革制度設計等に関する懇談会」のとりまとめには、重点的に講ずべ

き施策として、「①産業界との連携による実践的教育、学科・専攻定員設定の柔軟化、②情

報科学技術，数理・データサイエンス等の基礎教育の強化、③社会のニーズの変化に対応

したメジャー・マイナー制等の導入、企業等と連携した実践的な学部・大学院連結教育、

④人事交流促進等を含めた産業界との連携強化」が提言されている。（文部科学省 工学系

教育改革制度設計等に関する懇談会 取りまとめ概要 平成 30年 3月） 

一方、人口減少による地域の活力の低下や、都市部から地方への優秀な人材の還流など、

地域社会には多くの課題が存在する。そのため、地方大学は、地方公共団体、地域の産業

界等と密に連携し、文理の枠にとらわれない STEAM 人材の育成や、地元企業へのインター

ンシップ・リカレント教育の拡充、Society5.0 社会の実現にとって不可欠な数理・データ

サイエンス・AI教育等により、新たな産業や雇用を創出し、地方創生の中核となるべきと

提言されている。（魅力ある地方大学の実現に向けて、文部科学省、令和２年９月） 

更に、2019年に内閣府エビデンスシステム（e-CSTI）にて調査された各業種における産

業界の業務及び事業展開・成長に重要な専門知識分野の結果を報告している。（資料１） 

◆機械、電気の専門知識分野は、学びニーズ、研究ニーズの双方が高い。 

◆情報系の基盤分野は、学びニーズが著しく高い。 
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◆人工知能等の情報系の先端分野は、学びニーズよりも研究ニーズが高い。 

以上のことから、本学が学部改組によって設置する５分野、すなわち、「機械工学分野」、

「電気電子情報工学分野」、「情報・経営システム工学分野」、「物質生物工学分野」、「環境社

会基盤工学分野」で養成する人材は、地域社会や産業界において今後も重要と位置付けられ

ている。特に地方大学は地方公共団体、地域の産業界等と密に連携し、地域を担う STEAM 人

材を育成し、地方創生の中核となることを目指すべきであると提言されている。さらに、各

工学分野で数理・データサイエンス等の IT技術の活用にも繋がる学部段階における工学基礎

教育の強化も強く要望されている。そこで、今回の改組では、社会や産業界の要望に応える

ため、各工学分野でこれまでの実績を基に輩出人員を増やし、各工学分野に軸足を置きなが

ら技術革新フロンティアコースにて STEAM 人材を多く輩出することを目指し、３年編入学定

員を 30名増の 340名とした。 

このことは、「（１）学生の確保の見通し：ア．定員充足の見込み：①入学定員設定の考え

方」において述べたように、社会的な人材需要の動向等を踏まえた客観的な根拠に基づくも

のである。 

イ．本学学生への求人状況 

過去３年間の本学学部-大学院修士一貫教育を受けた学生への求人件数を資料３ 

に示す。本学の場合、大学院に重点を置いた工学系の大学として新構想のもとに設置され

たため、学部で卒業する学生は少なく、ほとんどは実務訓練（長期インターンシップ）を経

験し、大学院修士課程に進学し、修了後に就職する。その求人件数は各専攻とも 2,000 件以

上であり、平均求人倍率は 20倍以上である。多くの企業等が本学大学院生の採用を望んでい

ることがわかる。大学院生の就職先は、専攻毎に異なるが、機械や物質材料は 80％以上が製

造業、電気電子情報も 66.6％が製造業、次いで 19.4%が情報通信業、情報・経営システムは

情報通信業が 54.5％、28.5％が製造業、環境社会基盤は建設業が 33.5％、専門・技術サービ

ス業が 31.9％、公務員が 13.3％であり、第４次産業革命や超スマート社会(Society5.0)を担

う産業界の中心的業種に多くの人材を輩出している。一方、大学院へ進学しない学生につい

ては、課題研究（卒業研究に相当する）を実施している。また、修士修了後に博士課程へ進

学する学生については、より高度な研究を広く深く遂行しており、両者ともに、多くの企業

からの求人を受けて社会に進出している。本学学生の多くは、在学中に企業等との共同研究

に係わり実践的な技術の開発を主眼とした教育研究を受けている。 

従って、３年編入学定員を 340名と、30名増とすることは、本学連携先企業等の具体的要

請はもとより、本学の人材輩出に対する社会の期待にさらに応えるものである。 
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【資料１】 

添付省略

１．書類等の題名 

資料２ e-CSTI の可視化分析ツールの調査結果 

産業界の業務および事業展開・成長に重要な専門知識分野 

２．出展 

内閣府 e-CSTI 一般公開サイト（https://e-csti.go.jp） 

３．引用範囲 

人材育成に係る産業界ニーズの分析 

内閣府 平成 31 年度（2019 年度）科学技術基礎調査等委託事業「産業界と

教育機関の人材の質的・量的需給マッチング状況調査」 
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ྜィ 404 493 442 1.22 1.09 404 520 453 1.29 1.12 404 544 483 1.35 1.20 404 488 430 1.21 1.06 404 441 397 1.09 0.98 404 497 441 1.23 1.09

ධᏛ
ᐃဨ

ᚿ㢪
⪅ᩘ

ධᏛ
⪅ᩘ

ᚿ㢪
ಸ⋡

ᐃဨ
㊊⋡

ධᏛ
ᐃဨ

ᚿ㢪
⪅ᩘ

ධᏛ
⪅ᩘ

ᚿ㢪
ಸ⋡

ᐃဨ
㊊⋡

ධᏛ
ᐃဨ

ᚿ㢪
⪅ᩘ

ධᏛ
⪅ᩘ

ᚿ㢪
ಸ⋡

ᐃဨ
㊊⋡

ධᏛ
ᐃဨ

ᚿ㢪
⪅ᩘ

ධᏛ
⪅ᩘ

ᚿ㢪
ಸ⋡

ᐃဨ
㊊⋡

ධධᏛ
ᐃᐃဨ

ᚿᚿ㢪
⪅⪅ᩘ

ධධᏛ
⪅⪅ᩘ

ᚿᚿ㢪
ಸಸ⋡

ᐃᐃဨ
㊊⋡

ᕤᏛ◊✲⛉䠄༤ኈᚋᮇㄢ⛬䠅

ሗ䞉ไᚚᕤᏛᑓᨷ 7 10 10 1.43 1.43 7 6 4 0.86 0.57 7 8 5 1.14 0.71 7 13 11 1.86 1.57 7 9 8 1.32 1.07

ᮦᩱᕤᏛᑓᨷ 6 8 8 1.33 1.33 6 12 9 2.00 1.50 6 9 7 1.50 1.17 6 7 6 1.17 1.00 6 9 8 1.50 1.25

䡰䢄䢕䡳䢚䡬䞉⎔ቃᕤᏛᑓᨷ 7 24 21 3.43 3.00 7 13 11 1.86 1.57 7 23 22 3.29 3.14 7 20 19 2.86 2.71 7 20 18 2.86 2.61

⏕≀⤫ྜᕤᏛᑓᨷ 5 3 1 0.60 0.20 5 3 3 0.60 0.60 5 4 4 0.80 0.80 5 1 1 0.20 0.20 5 3 2 0.55 0.45

ྜィ 25 45 40 1.80 1.60 25 34 27 1.36 1.08 25 44 38 1.76 1.52 25 41 37 1.64 1.48 25 41 36 1.64 1.42

䈜䚷ᖹᡂ㻞㻣ᖺ䠐᭶䛻タ⨨䛧䛯ᢏ⾡⛉Ꮫ䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁ᑓᨷ䠄䠑ᖺ୍㈏ไ༤ኈㄢ⛬䠅䛾ᙳ㡪䛻䜘䜚䚸ᖹᡂ㻞㻥ᖺᗘ䛛䜙ᐃဨῶ䛸䛺䛳䛯䛯䜑䚸䠐䞃ᖺᖹᆒ䠄ᖹᡂ㻞㻥䡚௧䠎ᖺᗘ䠅䛸䛩䜛䚹

௧ඖᖺᗘ(2019) ௧2ᖺᗘ(2020)

ᶵᲔ㐀ᕤᏛㄢ⛬䚸㟁Ẽ㟁
ᏊሗᕤᏛㄢ⛬䚸ᮦᩱ㛤Ⓨ
ᕤᏛㄢ⛬䚸ᘓタᕤᏛㄢ⛬䚸⎔
ቃ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛㄢ⛬䚸⏕≀ᶵ
⬟ᕤᏛㄢ⛬䚸⤒ႠሗᕤᏛ
ㄢ⛬䛾7ᕤᏛㄢ⛬䛻䛶ເ㞟

ㄢㄢ⛬䞉ᑓᨷẖ䛾㐣ཤ䠑ᖺ㛫䛾ධᏛᐃဨ䞉ධᏛ⪅ᩘ䞉㊊≧ἣ

Ꮫ㒊ྡ
ᖹᡂ28ᖺᗘ(2016) ᖹᡂ29ᖺᗘ䠄2017䠅 ᖹᡂ30ᖺᗘ(2018) ௧ඖᖺᗘ(2019) ௧2ᖺᗘ(2020) 䠑䠑䞃ᖺᖹᆒ

◊✲⛉ྡ
ᖹᡂ29ᖺᗘ䠄2017䠅 ᖹᡂ30ᖺᗘ(2018) ௧ඖᖺᗘ(2019)

䠐䠐䞃ᖺᖹᆒ

◊✲⛉ྡ
ᖹᡂ28ᖺᗘ(2016) ᖹᡂ29ᖺᗘ䠄2017䠅 ᖹᡂ30ᖺᗘ(2018) ௧ඖᖺᗘ(2019) ௧2ᖺᗘ(2020) 䠑䠑䞃ᖺᖹᆒ

Ꮫ㒊ྡ
ᖹᡂ28ᖺᗘ(2016) ᖹᡂ29ᖺᗘ䠄2017䠅 ᖹᡂ30ᖺᗘ(2018)

௧2ᖺᗘ(2020) 䠐䠐䞃ᖺᖹᆒ
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ᕤᏛ㒊䞉ᕤᏛ◊✲⛉ 䠄ಟኈㄢ⛬䞉༤ኈᚋᮇㄢ⛬䠅 のᨵ⤌

2021.01.18 
ᨵ⤌の䝫䜲 䞁䝖

ᕤᏛ㒊の6ㄢ⛬䜢୍䛴のㄢ⛬䛂 ᕤᏛㄢ⛬䛃 䛻䠈 Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬䠈 ༤ኈㄢ⛬䛻䛴䛔䛶䜒 ྠᵝ䛻䛭䜜䛮䜜䛂 ᕤᏛᑓᨷ䛃 䛂 ඛ
➃ᕤᏛᑓᨷ䛃 䛸 ୍ᑓᨷ䛻䜎䛸 䜑䠄 ᣓ䜚 䠅 䠈 䛭の୰䛻䛂 ᶵᲔᕤᏛศ㔝䛃 な䛹ᇶ┙䛸 な䜛ᕤᏛศ㔝䜢㓄⨨䛩䜛䛣 䛸 䛷䠈
♫のせㄳ䜔Ꮫのᡓ␎䛻ᇶ䛵䛔䛶᪂䛯なᕤᏛศ㔝䜔カ リ キュ ラ ム䜢䜘䜚 ᰂ㌾䛛䛴㎿㏿䛻提供䛷䛝 䜛䜘䛖 䛻䛧 䜎䛩䠊
䠄 2, 5, 6䝨䞊䝆ཧ↷䠅

リ 䝧ラ 䝹䜰䞊䝒䠄 ᩍ㣴䠅 ᩍ⫱䜢ຠᯝ的䛻⤌䜏ධ䜜䜛䛣 䛸 䛷䠈 ᩘ್䠄 䝇䝨䝑 䜽 䠅 の䜏䜢㏣ồ䛩䜛の䛷䛿な䛟 䠈 ே䞉 ♫䞉
⮬↛䜢୰ᚰ䛻ᤣ䛘䛯ᢏ⾡㛤Ⓨ䜢⾜䛖 ⣲㣴䜢㌟䛻䛴䛡䛯STEAMேᮦ⫱ᡂᩍ⫱䜢᥎㐍䛧 䜎䛩䠊 䠄 3, 4䝨䞊䝆ཧ↷䠅

䛂 䝯 䝆䝱 䞊䠄 ศ㔝䠅 䠋䝬䜲 䝘䞊䠄 ศ㔝䠅 ไᗘ䛃 䜢Ꮫ⏕が㑅ᢥ䛷䛝 䜛䜘䛖 䛻䛧 䠈 ಶ䚻のᑗ᮶の┠ᶆ䛻ᛂ䛨 䛯Ꮫ⩦䜢䛧
䜔䛩䛟 䛧 䜎䛩䠊 䠄 6䝨䞊䝆ཧ↷䠅

䛂 䝯 䝆䝱 䞊䠋䝬䜲 䝘䞊ไᗘ䛃 䜢✚ᴟ的䛻ά⏝䛧 䛶ᰂ㌾なカ リ キュ ラ ム䜢可能䛻䛩䜛䛂 ᢏ⾡㠉᪂䝣 䝻䞁䝔䜱 䜰䝁 䞊䝇䛃 䜢
タ⨨䛧 䠈 䝇䝬䞊䝖 ㎰ᴗな䛹䠈 ᚋの⏘ᴗ䞉 ♫䛷㔜せ䛸 な䜛⼥ྜ㡿ᇦ䛷ά㌍䛩䜛ேᮦ䜢⫱ᡂ䛩䜛カ リ キュ ラ ム䜢提供䛷
䛝 䜛䜘䛖 䛻䛧 䠈 ពḧの䛒䜛Ꮫ⏕が㧗䛔┠ᶆ䛻ྥ䛛䛳 䛶Ꮫ⩦䞉 ◊✲䛻ᡴ䛱㎸䜑䜛䜘䛖 䛻䛧 䜎䛩䠊 䛭䜜䛻䜘䜚 䠈 ᪂䛯な⏘ᴗ
䜢ฟ䞉 ≌ᘬ䛧 䚸 ᆅ᪉⏕䛻㈉⊩䛩䜛䝥ラ 䞁䝘䞊䞉 䝥䝻䝕ュ 䞊䝃䞊䛸 な䜛⣲㣴䜢㌟䛻䛴䛡䛯ேᮦの⫱ᡂ䜢┠ᣦ䛧 䜎䛩䠊
䠄 7, 8䝨䞊䝆ཧ↷䠅

䛂 ᢏ⾡㠉᪂䝣 䝻䞁䝔䜱 䜰䝁 䞊䝇䛃 䛷䛿䠈 ཎ๎䛸 䛧 䛶㧗ᑓᰯ㛗䛛䜙 の᥎⸀䛻䜘䜚 ⦅ධ䛩䜛Ꮫ⏕䜢ᑐ㇟䛸 䛧 䛶䠈 ฟ㢪䛻ᣦ
ᑟᩍဨ䜢ᣦᐃ䛷䛝 䜛䜘䛖 䛻䛧 䠈 㧗ᑓ䛛䜙 の䝅䞊ム䝺䝇な◊✲㛤Ⓨάືが可能䛸 な䜛䜘䛖 䛻䛧 䜎䛩䠊 䠄 7, 8䝨䞊䝆ཧ↷䠅

䛂 ᢏ⾡㠉᪂䝣 䝻䞁䝔䜱 䜰䝁 䞊䝇䛃 䛷䛿䠈 リ カ 䝺䞁䝖 ᩍ⫱な䛹♫ேのᏛ䜃な䛚䛧 䜔䠈 ቃ⏺㡿ᇦ䠈 ⼥ྜ㡿ᇦ䛻㛵䛩䜛▱㆑
䜔ᢏ⾡䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛯䜑のᏛ⩦が䛧 䜔䛩䛔䠈 ᰂ㌾なᩍ⫱◊✲⎔ቃ䜢ᩚ䛘䜎䛩䠊 䠄 8䝨䞊䝆ཧ↷䠅

人䞉♫䞉⮬↛䜢୰ᚰ䛻ᤣ䛘䛯技術開Ⓨ䜢ᢸ䛔䠈䛭䛾技術䜢♫ᐇ䛩䜛ᆅᇦ䛻᰿䛦䛧䠈᪂䛯䛺
産業䜢出䞉≌引䛩䜛人材䛾育成䜢┠ᣦ䛧䜎䛩.

1
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教育⤌⧊ᨵ㠉

䠄⌧⾜䠅

ᕤ Ꮫ 㒊

 Ꮫ 㝔
ᢏ⾡⤒Ⴀ◊✲⛉

ಟ ኈ ㄢ ⛬

༤ ኈ
ᚋ ᮇ ㄢ ⛬

Ꮫ
㛗

5ᖺ୍㈏ᛶ
༤ ኈ ㄢ ⛬

ᑓ 㛛 ⫋
Ꮫ  ㄢ ⛬

ᕤ Ꮫ ㄢ ⛬

ᶵᲔᕤᏛศ㔝
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛศ㔝
ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔ムᕤᏛศ㔝
≀㉁⏕≀ᕤᏛศ㔝
⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛศ㔝

ᶵ Ე  㐀 ᕤ Ꮫ ᑓ ᨷ
㟁 Ẽ 㟁 Ꮚ  ሗ ᕤ Ꮫ ᑓ ᨷ
≀ ㉁ ᮦ ᩱ ᕤ Ꮫ ᑓ ᨷ
⎔ ቃ ♫  ᇶ ┙ ᕤ Ꮫ ᑓ ᨷ
⏕ ≀ ᶵ 能 ᕤ Ꮫ ᑓ ᨷ
 ሗ 䞉 ⤒ Ⴀ 䝅䝇䝔ムᕤ Ꮫ ᑓ ᨷ
ཎᏊຊ䝅䝇䝔ムᏳᕤᏛᑓᨷ

 ሗ 䞉 ไ ᚚ ᕤ Ꮫ ᑓ ᨷ
ᮦ ᩱ ᕤ Ꮫ ᑓ ᨷ
䜶 䝛 䝹 䜼 䞊䞉 ⎔ ቃ ᕤ Ꮫ ᑓ ᨷ
⏕ ≀ ⤫ ྜ ᕤ Ꮫ ᑓ ᨷ

ᢏ ⾡ ⛉ Ꮫ 䜲 䝜 䝧 䞊䝅䝵 䞁 ᑓ ᨷ

䝅 䝇 䝔 ム Ᏻ  ᑓ ᨷ

ᨵ⤌

ධ学ᐃဨ䠖 80名
⦅ධ学ᐃဨ䠖 310名

ධ学ᐃဨ䠖 404名

ධ学ᐃဨ䠖 25名

ධ学ᐃဨ䠖 15名

ධ学ᐃဨ䠖 15名

䈜௧3年4᭶䛻
ᕤ学◊✲科䛻ᨵ⤌

䠄ᨵ㠉䠋௧4ᖺᗘ䛛䜙䠅

㯤Ⰽ㒊䠖 ⌧⾜
ⓑⰍ㒊䠖 ᨵ㠉䛻క䛖ぢ┤䛧㒊ศ䛆 䛇

ᕤ Ꮫ 㒊

ධ学ᐃဨ䠖 80名
⦅ධ学ᐃဨ䠖 310名

ධ学ᐃဨ䠖 404名

ධ学ᐃဨ䠖 25名
+5名

ධ学ᐃဨ䠖 15名

 Ꮫ 㝔
ᕤ Ꮫ ◊ ✲ ⛉

Ꮫ
㛗

ಟ ኈ ㄢ ⛬

༤ ኈ
ᚋ ᮇ ㄢ ⛬

5ᖺ୍㈏ᛶ
༤ ኈ ㄢ ⛬

ᢏ⾡⛉Ꮫ䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁ᑓᨷ

ᕤ Ꮫ ᑓ ᨷ

ᶵᲔᕤᏛศ㔝
㟁Ẽ㟁ᏊሗᕤᏛศ㔝
ሗ䞉⤒Ⴀ䝅䝇䝔ムᕤᏛศ㔝
≀㉁⏕≀ᕤᏛศ㔝
⎔ቃ♫ᇶ┙ᕤᏛศ㔝
㔞Ꮚ䞉ཎᏊຊ⤫ྜᕤᏛศ㔝

ඛ ➃ ᕤ Ꮫ ᑓ ᨷ

䜶䝛䝹䜼䞊ᕤᏛศ㔝
ሗ䞉ไᚚᕤᏛศ㔝
ᮦᩱᕤᏛศ㔝
♫⎔ቃ䞉⏕≀ᶵ能ᕤᏛศ㔝

ᶵ Ე  㐀 ᕤ Ꮫ ㄢ ⛬
㟁 Ẽ 㟁 Ꮚ  ሗ ᕤ Ꮫ ㄢ ⛬
≀ ㉁ ᮦ ᩱ ᕤ Ꮫ ㄢ ⛬
⎔ ቃ ♫  ᇶ ┙ ᕤ Ꮫ ㄢ ⛬
⏕ ≀ ᶵ 能 ᕤ Ꮫ ㄢ ⛬
 ሗ 䞉 ⤒ Ⴀ 䝅䝇䝔ムᕤ Ꮫ ㄢ ⛬

+30名

䠄༟㉺学㝔䝥䝻䜾䝷䝮ྵ䜐䠅

ͤ学㒊䛾␃学⏕䛿እᩘ

2

ධ学ᐃဨ䠖 15名
௧䠒年度ᕤ学ᑓᨷ䜈ᨵ⤌ணᐃ

 Ꮫ 㝔
ᕤ Ꮫ ◊ ✲ ⛉

䝅䝇䝔ムᏳᕤᏛᑓᨷ

ᣓ䜚

ᣓ䜚

ᣓ䜚
ᣓ䜚䛧䠈せ䛺産業分㔝䛷

䛭䛾基ᖿ䛸䛺䜛ᕤ学分㔝䜢タ⨨
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㛗ᒸᢏ⾡⛉ᏛᏛ䛻䛚䛡䜛STEAMேᮦ⫱ᡂ䛻䛴䛔䛶

3

S

T

E

MA

ᮏᏛ䛿䛣 䜜䜎䛷䠈 㧗ᑓ䞊ᢏ⛉䜢୰ᚰ䛸 䛧 䛯ᐇ㊶的なᢏ⾡⪅ᩍ⫱䛻䜘䜚 䠈 㧗䛔ᑓ㛛ᛶ
䜢᭷䛩䜛ேᮦ⫱ᡂ䜢⾜䛳 䛶䛝 䛯䠊 䛣 䜜䛿ṇ䛻STEMேᮦ⫱ᡂ䛷䛒䜛䠊 䛣 のᩍ⫱䜢䝧䞊䝇
䛻䠈 A䠄 リ 䝧ラ 䝹䜰䞊䝒䠅 䜢 ᭷ᶵ的䛻⤌䜏ධ䜜䜛䛣 䛸 䛷䠈 ᩘ್䠄 䝇䝨䝑 䜽 䠅 の䜏䜢
㏣ồ䛩䜛 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛷䛿な䛟 䠈 䛭のᢏ⾡䜢䛔䛣 な䛩ே㛫䜔♫䠈 䜎䛯䛭䜜が㛵䜟䜛
⮬↛䜢୰ᚰ䛸 䛧 䛯ᢏ⾡㛤Ⓨ䜢⾜䛘䜛ேᮦ䜢⫱ᡂ䛩䜛䠊

Science

Technology

Engineering

Arts

Mathematics

ほᐹ䜔ᐇ㦂䛻䜘䜚 ἲ๎䜢ぢฟ䛧 䠈 䛭䜜䛻䜘䛳 䛶ᵓ⠏䛥 䜜䛯▱㆑య⣔

⛉Ꮫ䜢䝧䞊䝇䛻⏕䜏ฟ䛥 䜜䜛᪉ἲ䜔ᡭἲ䠈 〇ရ

⛉Ꮫ䜢ᛂ⏝䛧 䛯〇ရ䜔䝅䝇䝔ム䠈 䝥䝻䝉䝇のタィ

⛉Ꮫ䜢⌮ゎ䛧 ⾲⌧䛩䜛䛯䜑の䝒䞊䝹

ே䜔♫䛻႐䜃䠈 ᴦ䛧 䛥 䠈 Ᏻᚰឤ䠈 ₶䛔䠈 ᮍ᮶䜈のᕼᮃ䜢䛘䜛䜒 の

STEAM䛸䛿䠄ᮏᏛのゎ㔘䠅

ᮏᏛが┠ᣦ䛩STEAMேᮦ⫱ᡂ

༢䛻㏿䛟 ㉮䜜䜛⮬ື㌴䠈 ⇞㈝のⰋ䛔⮬ື㌴
=>ᚰᆅⰋ䛔⮬ື㌴

ᶵ能‶㍕のㄪ⌮ᐙ㟁
=>ᩱ⌮䜢䛩䜛のがᴦ䛧 䛟 な䜛ㄪ⌮ᐙ㟁

STEAMேᮦ䛻䜘䜛ᢏ⾡㛤Ⓨの䜲 䝯 䞊䝆

Ⓨ䛻ᇶ䛵䛝䠈
ᢏ⾡の䛒䜛䜉䛝ጼ䜢ᥥ䛝䠈

ල⌧䛩䜛

A

STEM
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ᮏᏛの┠ᣦ䛩STEAMேᮦ⫱ᡂ䛻ྥ䛡䛯᥎㐍᪉⟇

4

ᚋ䜘䜚 」㞧䛩䜛ᢏ⾡的ㄢ㢟䜈のᑐᛂ䠈 䛥 䜙 䛻䛿SDGsの㐩ᡂ䜢㏻䛨 䛯♫ㄢ㢟ゎ
Ỵ䜢┠ᣦ䛧 䛶䠈 ே䞉 ♫䞉 ⮬↛䜢୰ᚰ䛸 䛩䜛᪂䛯な౯್䜢୰ᚰ䛻ᤣ䛘䛯ᢏ⾡㛤Ⓨ䜢ᢸ
䛖 ேᮦ䜢⫱ᡂ䛩䜛䛯䜑䛻䠈 䛣 䜜䜎䛷のᩍ⫱䛻ຍ䛘䛶䠈 ḟのⅬ䜢㔜ど䛧 䛯ᩍ⫱䜢⾜䛖 䠊

䜘䜚 ᗈ䛔ᢏ⾡的どⅬのᾰ㣴
⮬ᕫの䝁 䜰䛸 な䜛ᑓ㛛ศ㔝䜢῝䜑䛴䛴䠈 ␗ศ㔝の▱㆑䞉 ᢏ⾡䜢㌟䛻䛴䛡䜙 䜜

䜛カ リ キュ ラ ム䛸 䛧 䠈 䜘䜚 」㞧なㄢ㢟䛻ᑐᛂ䛩䜛䛯䜑の⣲㣴䜢㌟䛻䛴䛡䜙 䜜
䜛䜘䛖 䛻䛩䜛䠊

ᐇ㊶的なᩍ㣴䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛯䜑のᩍ⫱
ே䞉 ♫䞉 ⮬↛䛻ᑐ䛩䜛▱㆑䛸 ᗈ䛔ど㔝䜢㣴䛔䠈 䛭䜜䛻䛴䛔䛶の㆟ㄽ䠄 䝕䜱

䝧䞊䝖 な䛹䠅 䜢㏻䛧 䛶⪃ᐹ䜢῝䜑䜛䛣 䛸 䛷䠈 ༢な䜛ᩍ㣴⛉┠の▱㆑䜢ワ䜑㎸
䜐の䛷䛿な䛟 䠈 ᚋのάື䜔ᢏ⾡㛤Ⓨの䝧䞊䝇䛸 な䜛ᩍ㣴䜢㌟䛻䛴䛡䜛䠊

STEAM人材䛿ᆅ᪉䛻䛚䛔䛶ᙉ䛟ồ䜑䜙䜜䛶䛔䜛䚹䛧䛯䛜䛳䛶䚸ᮏ学䛜䛣䜜䜎䛷ᇵ䛳䛶䛝䛯⌧ሙ䜢ぢᤣ䛘䛯
ᆅ᪉⏕事業䚸㛗ᓥ⏫䜔㛗ᒸᕷ䛾䜔䚸㐲㝸ᤵ業䛾䜰䞊䜹䜲䝤䚸機ჾ䛾㐲㝸䛾ᐇ⦼䜒᭷ຠ䛻ά用䛧䚸
ᆅ᪉䛾業䚸⮬య䚸ၟ ᕤ㆟ᡤ䚸㎰༠䚸⁺༠䛻䜑䚸㎰ᕤ䞉㎰Ỉ㐃ᦠ䚸᭦䛻䛿ᆅᇦ䛾䜾䝻䞊䝞䝹䜢ᙉ
ຊ䛻᥎㐍䛷䛝䜛ᆅ᪉⏕䝥䝷䞁䝘䞊䞉䝥䝻䝕䝳䞊䝃䞊䛸䛧䛶ά㌍䛷䛝䜛人材䛾育成䜢┠ᣦ䛩䚹
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ㄢ⛬䞉ᑓᨷのᣓ䜚䛻䜘䜚┠ᣦ䛩ᩍ⫱䛚䜘䜃ேᮦ⫱ᡂ䜈の䛝なἼཬຠᯝ

5

ᩍ⫱⤌⧊

ᩍဨ⤌⧊

㟁Ẽ㟁Ꮚ
ሗ

ᶵᲔ㐀 ≀㉁ᮦᩱ
⎔ቃ♫

ᇶ┙
⏕≀ᶵ能

ሗ⤒Ⴀ
䝅䝇䝔ム

♫的なせồ䜔㔜せᗘの㧗䛔ቃ⏺㡿ᇦ䜔⼥
ྜ㡿ᇦ䛻ᑐᛂ䛧 䛯ᩍ⫱の提

䠖 䝇䝬䞊䝖䝬䝙ュ䝣䜯䜽䝏䝱リ䞁䜾 䝁䞊䝇

䠄 ᶵᲔ䠇㟁Ẽ䞉 㟁Ꮚ䠇ሗ䠅

䝇䝬䞊䝖䝁䞁䝇䝖ラ䜽䝅䝵䞁 䝁䞊䝇
䠄 ᅵᮌ䠇ᶵᲔ䠇ሗ䠅

䝞䜲䜸䝯カ䝖䝻䝙䜽䝇 䝁䞊䝇
䠄 ⏕≀䠇ᶵᲔ䠇㟁Ẽ䞉 㟁Ꮚ䠅

♫のኚ䠈 ከᵝ䞉 」㞧䛩䜛ㄢ㢟䛻㎿㏿䛛䛴ᰂ㌾䛻ᑐᛂ䛧 䠈 ᪂䛯なㄢ㢟䛻ᑐᛂ䛩䜛
⣲㣴䜢ᣢ䛱䠈 ᪂䛯な⏘ᴗศ㔝䜢≌ᘬ䛩䜛ᢏ⾡⪅䜢⫱ᡂ䛩䜛䛯䜑のᩍ⫱がồ䜑䜙 䜜䛶䛔䜛䠊
䛭の䛯䜑䛻䠈 ᚑ᮶のㄢ⛬のቨ䜢ྲྀ䜚 ᡶ䛳 䛯ㄢ⛬のᣓ䜚 がᚲせ䛷䛒䜛䠊

ᩍဨ⤌⧊䛿ᩍ⫱⤌⧊䛸 ศ㞳䛧 䛶䛚䜚 ᰂ㌾なᑐᛂ
が可能

ᩍ⫱⤌⧊䛿ᪧ᮶㏻䜚 のㄢ⛬䛻ศ䛛䜜䛶䛚䜚 䠈 ቃ
⏺㡿ᇦ䜔⼥ྜ㡿ᇦ䛻ᑐᛂ䛧 䛯ᩍ⫱䝥䝻䜾ラ ムの
㎿㏿なᵓ⠏がᅔ㞴

ㄢ⛬䜢ᣓ䜚 䛧 䠈 Ꮫศ㔝の᪂タ䠈 ᐃဨのኚ᭦䜢
㎿㏿䛛䛴ᰂ㌾䛻⾜䛘䜛䜘䛖 䛻䛧 䠈 ♫のせㄳ䛻䝍 䜲
ムリ 䞊䛻ᛂ䛘䜛ேᮦ⫱ᡂ䜢可能䛻䛩䜛䠊

ቃ⏺㡿ᇦ䜔⼥ྜ㡿ᇦ䛻ᑐᛂ䛧䛯䝁䞊䝇の᪂タ

䝁䞊䝇ᐃဨ䛻䜘䜛ᩍ⫱ෆᐜ䞉䝺䝧䝹のᐇ

⫱ᡂேᮦീの᫂☜䛻䜘䜛Ꮫ⏕のᏛ⩦ពḧのྥୖ䠈 ᑗ
᮶ീの᫂☜

⌧≧

┠ᣦ䛩᪉ྥ

䝁 䞊䝇䛻ᑐᛂ䛧 䛯ᐇ⩦䞉 ᐇ㦂な䛹䜢ྵ䜑䠈 㧗ᗘ䛷ᐇ㊶
的なカリキュラムの提供が可能
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ㄢ⛬のᣓ䜚䛻䜘䜚ᑟධ可能な᪂䛯なᩍ⫱䝅䝇䝔ム

6

䝯䝆䝱䞊䠋䝬䜲䝘䞊ไ

⮬ᕫのᑓ㛛ศ㔝䠄 䝯 䝆䝱 䞊䠅 䛻ຍ䛘䛶䠈 ศ㔝䠄 䝬䜲
䝘䞊䠅 ⛉┠䜢ᒚಟ䛧 䜔䛩䛟 䛧 䠈 ண䜑Ỵ䜑䜙 䜜䛯せ௳䜢
‶䛯䛧 䛯ሙྜ䛻䝬䜲 䝘䞊䝥䝻䜾ラ ムのಟ䜢ㄆᐃ䛩䜛䠊

⼥ྜ㡿ᇦ➼䛻ᑐᛂ䛧䛯䛂ඛ㐍ᢏ⾡≉ಟ䝥䝻䜾ラム䛃
䠄䛂ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇䠄ᚋ㏙䠅䛃䛻タ⨨䠅

♫的なせồ䜔㔜せᗘの㧗䛔⼥ྜ㡿
ᇦ䛻ᑐᛂ䛧 䛯ேᮦ⫱ᡂ䜢⾜䛖 䛯䜑の
ᩍ⫱䝥䝻䜾ラ ム䜢タ⨨䛧 䠈 ௦䛻༶
䛧 䛯ከᵝな᪂つ䝁 䞊䝇の䝅䞊䝈䜢⫱
䛶䠈 ᪂䛯なᩍ⫱ศ㔝䜈䛸 ᒎ㛤䛩䜛䠊

♫ேのリ カ 䝺䞁䝖 ᩍ⫱䛻䜒 ᭷ຠ䛸
⪃䛘䜙 䜜䜛䠊

ᙜึ䛿STEAMேᮦ⫱ᡂ䜢ᣦྥ䛧 䛯
䛂 ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇䛃 䛻タ⨨
䛩䜛䠊

䝯 䝆䝱 䞊
䠄 ศ㔝䠅

䝬䜲 䝘䞊
䠄 ศ㔝䠅

䝯䝆䝱䞊䠋䝬䜲䝘䞊の䜲䝯䞊䝆

䛂ඛ㐍ᢏ⾡≉ಟ䝥䝻䜾ラム䛃の䜲䝯䞊䝆

䝞䜲䜸䝯カ䝖䝻䝙䜽䝇

䝇䝬䞊䝖
䝬䝙ュ䝣䜯䜽䝏䝱リ䞁䜾

䝇䝬䞊䝖
䝁䞁䝇䝖ラ䜽䝅䝵䞁

⼥ྜ
㡿ᇦ

ᶵᲔ 㟁Ẽ㟁Ꮚ

ሗ

⼥ྜ
㡿ᇦ

≀㉁⏕≀

ᘓタ

⼥ྜ
㡿ᇦ
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➨1Ꮫᖺ 䠎 ᖺ䠍 Ꮫᮇ⤊䛻㑅ᢤ
䠑 名⛬ᗘ

3ᖺ⦅ධ䠄 ᥎⸀ධヨ䛻ྜ᱁䛧 䛯ᚿᮃ⪅䛛䜙 㑅ᢤ䠅
30名⛬ᗘ䠄 ᑓᨷ⛉䛸 の㐃ᦠᩍ⫱䝥䝻䜾ラ ム,リ カ 䝺䞁䝖 ᩍ⫱➼䜢ྵ䜐䠅

≉ᚩ

䠍 ᖺධᏛ⪅ 䠖 䠎 ᖺ⏕䠍 Ꮫᮇ⤊䛻ᚿᮃ⪅䛛䜙 㑅ᢤ䠄 䠑 名⛬ᗘ䠅
䠏 ᖺ⦅ධᏛ⪅䠖 ᥎⸀ධヨ䛻ྜ᱁䛧 䛯ᚿᮃ⪅䛛䜙 㑅ᢤ䠄 䠏 䠌 名⛬ᗘ䠅
䠏 ᖺ⦅ධᏛ⪅䛻䛴䛔䛶䛿䠈 ᥎⸀ධヨのฟ㢪䛻ᣦᑟᩍဨ䜢ᣦᐃ䛩䜛䠊

ᑓ㛛ศ㔝䠄 䛘䜀ᶵᲔᕤᏛ䠅 䛻ᡤᒓ䛧 䠈 䝯 䝆䝱 䞊䠋䝬䜲 䝘䞊ไ䜢
✚ᴟ的䛻ά⏝䛧 䛶⼥ྜ䞉 ቃ⏺㡿ᇦศ㔝のᇶ♏䜢⩦ᚓ䛩䜛䠊

䝬䜲 䝘䞊⛉┠䛿䠈 ㏻ᖖの䝬䜲 䝘䞊⛉┠の䛻䠈 」ᩘศ㔝䛷ᵓᡂ䛥 䜜
䜛⼥ྜ㡿ᇦᆺ䝬䜲 䝘䞊⛉┠䜒 㑅ᢥ䛷䛝 䜛䠄 ḟ䝨䞊䝆ཧ↷䠅 䠊

䝁 䞊䝇ᑓ⏝のリ 䝧ラ 䝹䜰䞊䝒ᩍ⫱䛻䜘䜚 䠈 STEAMேᮦ䛻ᚲせな⣲㣴
䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛣 䛸 が䛷䛝 䜛䠊

➨3Ꮫᖺ1Ꮫᮇ䛻◊✲ᐊ㓄ᒓ䛧 䠈 䜘䜚 ᪩ᮇ䛛䜙 ᐇ㊶的な◊✲㛤Ⓨ䜢⾜
䛖 䛣 䛸 が䛷䛝 䜛䠊 䠄 1ᖺධᏛ⪅䛿➨2Ꮫᖺ2Ꮫᮇ䛻㓄ᒓ䠅

ᢏ⾡⛉Ꮫ䜲 䝜 䝧䞊䝅䝵 䞁ᑓᨷ䠄 ༟㉺Ꮫ㝔䝥䝻䜾ラ ム䠅 䜢ྵ䜐Ꮫ
㝔䛻㐍Ꮫ可䠄 ᥎⸀䠈 Ꮫຊ䠅

᪂䛯な⏘ᴗศ㔝䜢ฟ䛩䜛ேᮦの㍮ฟ䜢┠ᣦ䛧 䠈 ᚑ᮶のᕤᏛศ㔝䛻㍈㊊䜢⨨䛝 䛴䛴䠈
ᮍ㋃ศ㔝䜔⼥ྜ䞉 ቃ⏺㡿ᇦ䛻ᯝᩒ䛻䝏䝱 䝺䞁䝆䛷䛝 䜛ேᮦ䜢⫱ᡂ䛩䜛䛯䜑の

ᢏ⾡㠉᪂䝣 䝻䞁䝔䜱 䜰䝁 䞊䝇䜢᪂タ䛩䜛䠊

Ꮫ㝔

᪂タ䠖 ᢏ⾡㠉᪂䝣 䝻䞁䝔䜱 䜰䝁 䞊䝇䠄 ௬⛠䠅 のタ⨨

7

➨3Ꮫᖺ

ᢏ⾡㠉᪂
䝣 䝻䞁䝔䜱 䜰

䝁 䞊䝇
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ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇の⛉┠ᵓᡂの䜲䝯䞊䝆

ᑓ㛛ศ㔝
䠄 䝯 䝆䝱 䞊䠅

ᑓ㛛ศ㔝
䠄 䝬䜲 䝘䞊䠅

Type-I

Type-II

䝯 䝆䝱 䞊䠋䝬䜲 䝘䞊ᆺ

⼥ྜ㡿ᇦᆺ

ᑓ㛛ศ㔝

ᑓ㛛ศ㔝

⼥ྜ
㡿ᇦ

ᑓ㛛ศ㔝 ᑓ㛛ศ㔝

Ꮫ⏕A Ꮫ⏕B

ᑓ㛛ศ㔝A ᑓ㛛ศ㔝B

⼥ྜ
㡿ᇦ

ᑓ㛛ศ㔝C

Ꮫ⏕C

䜸䞊䝎䞊䝯 䜲 䝗 ᆺ ศ㔝ᣦᐃᆺ

䜸䞊䝎䞊䝯 䜲 䝗 ᆺ
Ꮫ⏕がᣦᑟᩍဨ䛸 ヰ䛧 ྜ䛳 䛶䠈 ᑗ᮶ά㌍䜢ᕼᮃ䛩䜛ศ
㔝➼䛻ᛂ䛨 䛶」ᩘᑓ㛛ศ㔝の䝬䜲 䝘䞊⛉┠䜢⼥ྜ㡿ᇦ
ᆺ䝬䜲 䝘䞊⛉┠䛸 䛧 䛶タᐃ䛩䜛䠊

ศ㔝ᣦᐃᆺ䠄 ඛ㐍ᢏ⾡≉ಟ䝥䝻䜾ラ ム⏝䠅
≉ᐃの䝔䞊䝬䛻ᑐ䛧 䛶䠈 㛵㐃䛩䜛ᑓ㛛ศ㔝のᣦᐃ䛧 䛯
䝬䜲 䝘䞊⛉┠䛷⼥ྜ㡿ᇦᆺ䝬䜲 䝘䞊⛉┠䜢ᵓᡂ䛩䜛䠊
ヱᙜ䛩䜛ᑓ㛛ศ㔝䜢䝯 䝆䝱 䞊䛸 䛩䜛Ꮫ⏕の䜏が䠈 䛣 の
䝥䝻䜾ラ ム䛻Ⓩ㘓䛷䛝 䜛䠊

8
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䜰䜰䞁䜿䞊䝖ඛ䠖䠖㧗ᑓ䛾ᰯ㛗䠄ᅜ❧㧗ᑓ51ᰯ, බ❧㧗ᑓ3㧗ᑓ, ⚾❧㧗ᑓ3㧗ᑓ, ྜィ57㧗ᑓ䠅
ᅇ⟅ᩘ䠖ᅜ❧㧗ᑓ47㧗ᑓ50௳, බ❧㧗ᑓ1㧗ᑓ1௳, ⚾❧㧗ᑓ2㧗ᑓ2௳, ྜィ50㧗ᑓ53௳䠄ᅇ⋡87.7䠂䠅

32.1%

62.3%

5.7% 0.0%

Ꮫ㒊䛚䜘䜃Ꮫ㝔䜢䛭䜜䛮䜜୍䛴䛾ㄢ⛬䚸ᑓ

ᨷ䛻䜎䛸䜑䚸䛭䛾୰䛻ᇶ┙䛸䛺䜛ᕤᏛศ㔝䜢㓄⨨

䛧䜎䛩䠄ㄢ⛬䚸ᑓᨷ䛾ᣓ䜚䠅䚹䛣䜜䛻䜘䜚䚸♫

䛾せㄳ䜔Ꮫ䛾ᡓ␎䛻ᇶ䛵䛔䛶䚸᪂䛯䛺䝥䝻䜾䝷

䝮䜔䜹䝸䜻䝳䝷䝮䜢ᰂ㌾䛛䛴㎿㏿䛻ᥦ౪䛩䜛䛣䛸

䛜ྍ⬟䛻䛺䜚䜎䛩䚹ㄢㄢ⛬䚸ᑓᨷ䜢ᣓ䜚䛩䜛䛣䛸

䛻㛵䛧䛶䚸ḟ䛾䠐䛴䛾୰䛛䜙䠍䛴䛚㑅䜃䛟䛰䛥䛔䚹

䛸䛶䜒ᚲせ ᚲせ

䛒䜎䜚ᚲせ䛺䛔 ᚲせ䛺䛔

43.4%

52.8%

3.8% 0.0%

䛯䜛ᑓ㛛ศ㔝䠄䛘䜀ᶵᲔᕤᏛ䠅䛻ຍ䛘

䛶䚸Ꮫ⏕䛜ᑗ᮶䛾┠ᶆ䜢ぢᤣ䛘䛶䛭䜜䛸䛿␗

䛺䜛ศ㔝䠄䛘䜀㟁Ẽ㟁ᏊᕤᏛ䚸ሗᕤᏛ䚸

⏕≀ᕤᏛ➼䠅䜢ᑓ㛛ศ㔝䛸䛧䛶య⣔ⓗ䛻Ꮫ

䜆䛣䛸䛻㛵䛧䛶䚸ᗈ䛔ど㔝䛸ᰂ㌾䛺Ⓨຊ䜢ᣢ

䛴ᢏ⾡⪅⫱ᡂ䛻ຠᯝⓗ䛸ᛮ䛔䜎䛩䛛䚹

㠀ᖖ䛻ຠᯝⓗ ຠᯝⓗ

䛒䜎䜚ຠᯝⓗ䛷䛿䛺䛔 ຠᯝⓗ䛷䛿䛺䛔

94.4䠂 96.2䠂

18.9%

79.2%

1.9% 0.0%

㈗ᰯ䛾Ꮫ⏕䛻䝯䝆䝱䞊䠋䝬䜲䝘䞊ไᗘ

䜢່䜑䛯䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䛛䚹

ᙉ䛟່䜑䛯䛔 㐺ᛶ䜢䜏䛶່䜑䛯䛔

✚ᴟⓗ䛻䛿່䜑䛺䛔 ່䜑䛺䛔

35.8%

50.9%

13.2%

0.0%

䛣䛾䝁䞊䝇䛷䛿䚸⦅ධᏛධヨ䛾ฟ㢪䛻

ᣦᑟᩍဨ䜢ᣦᐃ䛧䚸⦅ධᏛ䛧䛶䛩䛠䛻䛭䛾

ᣦᑟᩍဨ䛾ඖ䛷◊✲䜢㛤ጞ䛩䜛ணᐃ䛷䛩䚹

䛣䛾䝁䞊䝇䛿䚸᪤䛻◊✲⤒㦂䛾䛒䜛㧗ᑓ༞

ᴗ⏕䛾⬟ຊ䜢᭦䛻ఙ䜀䛩䛣䛸䛻ຠᯝⓗ䛸ᛮ

䛔䜎䛩䛛䚹

㠀ᖖ䛻ຠᯝⓗ ຠᯝⓗ

98.1䠂

86.7䠂

【資料８】
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11.3%

84.9%

3.8% 0.0%

㈗ᰯ䛾ᏛᏛ⏕䛻ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰

䝁䞊䝇䜢່䜑䛯䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䛛

ᙉ䛟່䜑䛯䛔 㐺ᛶ䜢䜏䛶່䜑䛯䛔

✚ᴟⓗ䛻䛿່䜑䛺䛔 ່䜑䛺䛔

18.9%

60.4%

20.8%

0.0%

䛣䛾䝁䞊䝇䛷䛿䚸䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾ᰂ㌾䛻䜘䜚

䝸䜹䝺䞁䝖ᩍ⫱䛺䛹♫ே䛜Ꮫ䛷Ꮫ䜃䜔䛩䛔

⎔ቃ䜢ᩚ䛘䜛䛣䛸䜢ィ⏬䛧䛶䛚䜚䜎䛩䠄ᤵᴗ䛾䜸

䞁䝕䝬䞁䝗䚸㐲㝸ᤵᴗ䞉ᐇ㦂➼䜢✚ᴟⓗ䛻ά⏝

䛧䛶䚸ᮏᏛ䛻᮶䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔ᮇ㛫䜢ᴟຊ▷䛟

䛩䜛䛣䛸䜒ྍ⬟䛻䛩䜛ィ⏬䛷䛩䠅䚹䛣䛾䜘䛖䛺䝁䞊

䝇䛜タ䛥䜜䛯ሙྜ䚸ᴗ➼䛻ᑵ⫋䛧䛶䛔䜛㈗

ᰯ 䛻່䜑䛯䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䛛䚹

䛬䜂່䜑䛯䛔 ່䜑䛯䛔

✚ᴟⓗ䛻䛿່䜑䛺䛔 ່䜑䛺䛔

96.2䠂

79.3䠂

15.1%

45.3%

35.8%

3.8%

ᮏᏛᅾᏛ୰䜒ฟ㌟㧗ᑓ䛾ᆅᇦᴗ䜔⮬

య➼䛸Ꮫ⏕䛜㛵䜟䜜䜛䜘䛖䛻䛩䜛䛣䛸䛷䚸

༞ᴗ䞉ಟᚋ䛻ᆅඖᴗ➼䜈ᑵ⫋䛧䜔䛩䛟

䛩䜛⤌䜏䜢䚸㈗ᰯ䛻ຍ䛘䛶ᆅᇦ䛾⮬య

䜔ᴗ䛸༠ຊ䛧䛶タ䛩䜛䛣䛸䜢⪃䛘䛶䛔䜎

䛩䚹䛭䛾䜘䛖䛺ไᗘ䛾ᐇ⌧䛻䜘䜚䚸⌧≧䛷䛿

㧗ᑓ༞ᴗᚋ䛻ᆅඖᴗ➼䛻ᑵ⫋䛧䛶䛔䜛

Ꮫ⏕䛻ᑐ䛧䛶䚸Ꮫ㐍Ꮫ䜢ᚋᢲ䛧䛩䜛ຠᯝ

䛜䛒䜛䛸ᛮ䛔䜎䛩䛛䚹

㠀ᖖ䛻ຠᯝⓗ ຠᯝⓗ

䛒䜎䜚ຠᯝⓗ䛷䛿䛺䛔 ຠᯝⓗ䛷䛿䛺䛔

60.4䠂

Ꮫ㒊䚸Ꮫ㝔䛻䛚䛡䜛ᑓ㛛ศ㔝䛾ᣓ
䜚䚸䝯䝆䝱䞊 䝬䜲䝘䞊ไᗘ䛾ᑟධ䚸ᢏ

⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇䛾᪂タ䛻ᑐ䛧
䛶ከᩘ䛾㧗ᑓ䛾ᰯ㛗䛿⫯ᐃⓗ䛷䚸ᢏ
⾡⪅⫱ᡂ䛻䛸䛳䛶ຠᯝⓗ䛷䛒䜚䚸Ꮫ⏕䛻
䜒່䜑䛯䛔䛸䛾ពྥ䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛䚹

䜎䛯䚸⣙ 䠂䛾㧗ᑓᰯ㛗䛿ᴗ➼䛻ᑵ
⫋䛧䛶䛔䜛㧗ᑓ 䞉 䛻ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁

䝔䜱䜰䝁䞊䝇䜢່䜑䜛ពྥ䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛䚹
䛥䜙䛻䚸⣙ 䠂䛾ᰯ㛗䛿ᑵ⫋䜢⪃䛘䛶䛔

䜛Ꮫ⏕䛻ᑐ䛧䛶䜒Ꮫ㐍Ꮫ䜢ᚋᢲ䛧䛩䜛
ຠᯝ䜒䛒䜛䛸ㄆ㆑䛧䛶䛔䜛䚹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㻞45



䜰䜰䞁䜿䞊䝖ඛ䠖㧗ᑓᡤᅾᆅ ᕷ䚸᪂₲┴䠃㛗ᒸᕷ䜢㝖䛟┴ෆ䛾 ᕷ䚸㮵ඣᓥ┴㛗ᓥ⏫ ⏫䚸ྜྜィ ⮬య
ᅇ⟅ᩘ䠖 ⮬య䠄 㧗ᑓᡤᅾᆅ䚸 ᪂₲┴⮬య䚸 㛗ᓥ⏫䚸ᅇ⋡ 䠂䠅

35.2%

64.8%

0.0% 0.0%

䛂䝯䝆䝱䞊䠋䝬䜲䝘䞊ไᗘ䛃䠄䛯䜛ᑓ㛛ศ

㔝䛻ຍ䛘䛶䚸䛭䜜䛸䛿␗䛺䜛ศ㔝䜢ᑓ㛛ศ

㔝䛸䛧䛶య⣔ⓗ䛻Ꮫ䜆䛣䛸䛷䚸ᚑ᮶䛾ศ㔝䛻䛿

䜎䜙䛺䛔᪂つ⏘ᴗศ㔝䜢㛤ᣅ䞉≌ᘬ䛩䜛⣲

㣴䜢㌟䛻䛴䛡䜛䚹䠖ᘓタᕤᏛ䛻ຍ䛘䛶ሗ䞉

㏻ಙᕤᏛ䜢Ꮫ䜆䛣䛸䛷䚸㐨㊰䜔ᶫᱱ䛺䛹䛾䜲䞁

䝣䝷䝯䞁䝔䝘䞁䝇䛾㧗ᗘᢏ⾡䛻䛴䛺䛜䜛▱㆑

䛸ᢏ⬟䜢㌟䛻䛴䛡䜛䠅

䛸䛶䜒᭷ຠ ᭷ຠ
䛒䜎䜚᭷ຠ䛷䛿䛺䛔 ᭷ຠ䛷䛿䛺䛔

38.9%

61.1%

0.0% 0.0%

䛂䝸䝧䝷䝹䜰䞊䝒ᩍ⫱䛃䠄༢䛺䜛ᩍ㣴ᩍ⫱䛷䛿䛺

䛟䚸㆟ㄽ䜔ウㄽ䛺䛹䜢㏻䛧䛶䚸ᗈ䛔ど㔝䚸ከゅⓗ䛺

ุ᩿ຊ䚸ㄢ㢟ゎỴຊ䚸ၥ㢟Ⓨぢຊ䛺䛹䜢㣴䛖䠅

䛸䛶䜒᭷ຠ ᭷ຠ

䛒䜎䜚᭷ຠ䛷䛿䛺䛔 ᭷ຠ䛷䛿䛺䛔

100䠂

100䠂

44.4%

55.6%

0.0%
0.0%

䛂⼥ྜ㡿ᇦ䞉ቃ⏺㡿ᇦศ㔝䛾ᩍ⫱䛃䠄䝕䝆䝍

䝹ᢏ⾡䜢✚ᴟⓗ䛻ά⏝䛧䛯䝇䝬䞊䝖㎰ᴗ䞉⁺

ᴗ䚸⮬ື㐠㌿ᢏ⾡䛺䛹䚸ᚑ᮶䛾ᕤᏛศ㔝䛾ᯟ

䛻䜎䜙䛺䛔䛜䚸ᚋ䜘䜚㔜せᗘ䜢ቑ䛩ศ㔝䛾

ᩍ⫱䠅

䛸䛶䜒᭷ຠ ᭷ຠ

䛒䜎䜚᭷ຠ䛷䛿䛺䛔 ᭷ຠ䛷䛿䛺䛔

62.5%
32.1%

5.4%

0.0%

⮬య䛸䛧䛶䛣䛾䜘䛖䛺Ꮫ䛾ྲྀ⤌䜢䛹䛾

䜘䛖䛻䛚⪃䛘䛷䛧䜗䛖䛛䚹

䛔䛻Ḽ㏄䛩䜛 Ḽ㏄䛩䜛

䛹䛱䜙䛸䜒ゝ䛘䛺䛔 ᚲせ䛺䛔

100䠂 94.6䠂
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༞ᴗ䞉ಟᚋ䛻ᆅඖ䛻ᡠ䛳䛶ᆅᇦ⏘ᴗ䜢≌ᘬ䛩䜛ே

ᮦ䛸䛧䛶ά㌍䛩䜛䛣䛸䜢✚ᴟⓗ䛻䝃䝫䞊䝖䛩䜛ྲྀ⤌䛸䛧䛶

᭷ຠ䛸ᛮ䜟䜜䜛ྲྀ⤌䜢䛚㑅䜃䛟䛰䛥䛔䠄䛔䛟䛴䛷䜒䠅

8
7
.5

%

7
1
.4

%

5
5
.4

%

6
4
.3

%
䠄䜰䠅ᆅඖᴗ➼䛾ሗᥦ౪

䠄䜲䠅ᆅඖᴗ䞉⮬య➼䛷䛾㛗ᮇ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥

䠄䜴䠅Ꮫ⏕䛸ᆅඖᴗ䞉⮬య➼䛸䛾ᐃᮇⓗ䛺ྜ

䠄䜶䠅ᆅඖᴗ➼䛸Ꮫ䛸䛾ඹྠ◊✲

ᆅඖᴗ䛻䜘䜛ྜྠᴗㄝ᫂

Ꮫ䛻䛚䛡䜛䚸┴ෆᴗ䜢ㅮᖌ䛸
䛩䜛ㅮᗙ䜔┴ෆᴗ䛷ാ䛟༞ᴗ
⏕䛸䛾᠓ㄯ➼䛾ᐇ

ᆅඖᴗ䛷䛾▷ᮇ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑
䝥

ᆅᇦ䛾ㄢ㢟䜢㢟ᮦ䛸䛧䛯ㄢእゎ
Ỵᆺᐇ㊶ᩍ⫱

ᆅᇦㄢ㢟ゎỴ䜢䝔䞊䝬䛸䛧䛯䝽䞊
䜽䝅䝵䝑䝥䛾ཧຍ䛺䛹

⏘Ꮫᐁ㐃ᦠ䛻䜘䜛ඹྠ◊✲ᙉ

⮬య䛸䛾ඹྠ◊✲

䝍䞊䞁䛻䜘䜛ᐃఫேཱྀ䛾ቑຍ

䜋䜌 䠂䛾⮬య䛷䛿䚸ேᮦ⫱ᡂᩍ⫱䛻䛚䛡䜛䝯䝆䝱䞊 䝬䜲䝘䞊ไᗘ䛾ᑟධ䚸

䝸䝧䝷䝹䜰䞊䝒ᩍ⫱䚸⼥ྜ㡿ᇦ䞉ቃ⏺㡿ᇦศ㔝䛾ᩍ⫱䛿᭷ຠ䛷䛒䜛䛸ㄆ㆑䛧䚸
ᮏᏛ䛾ྲྀ⤌䜢Ḽ㏄䛧䛶䛔䜛䚹

༞ᴗ䞉ಟᚋ䛻ᆅඖ䛻ᡠ䛳䛶ᆅᇦ⏘ᴗ䜢≌ᘬ䛩䜛ேᮦ䛸䛧䛶ά㌍䛩䜛䛣䛸䜢✚ᴟ
ⓗ䛻䝃䝫䞊䝖䛩䜛ᮏᏛ䛾ྲྀ⤌䛻ᑐ䛧䛶䜒⣙ 䠂䛜⫯ᐃⓗ䛷䚸ᙉ䛟ᮃ䜎䜜䛶䛔䜛䚹

ලయⓗ䛺ྲྀ⤌䜏ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䜒䚸 䠂௨ୖ䛾⮬య䛜᭷ຠ䛸䛷䛒䜛䛸⾲᫂䛧䛶
䛔䜛䚹
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13.3%

77.4%

9.2%

0.0%

Ꮫ㒊䛚䜘䜃Ꮫ㝔䜢䛭䜜䛮䜜୍䛴䛾ㄢ⛬䚸

ᑓᨷ䛻䜎䛸䜑䚸䛭䛾୰䛻ᇶ┙䛸䛺䜛ᕤᏛศ㔝䜢

㓄㓄⨨䛧䜎䛩䠄ㄢ⛬䚸ᑓᨷ䛾ᣓ䜚䠅䚹䛣䜜䛻䜘

䜚䚸♫䛾せㄳ䜔Ꮫ䛾ᡓ␎䛻ᇶ䛵䛔䛶䚸᪂䛯

䛺䛺䝥䝻䜾䝷䝮䜔䜹䝸䜻䝳䝷䝮䜢ᰂ㌾䛛䛴㎿㏿䛻ᥦ

౪䛩䜛䛣䛸䛜ྍ⬟䛻䛺䜚䜎䛩䚹ㄢ⛬䚸ᑓᨷ䜢ᣓ

䜚䜚䛩䜛䛣䛸䛻㛵䛧䛶䚸ḟ䛾䠐䛴䛾୰䛛䜙䠍䛴䛚

㑅䜃䛟䛰䛥䛔䚹

䛸䛶䜒ᚲせ ᚲせ

䛒䜎䜚ᚲせ䛺䛔 ᚲせ䛺䛔

36.4%

62.1%

1.5%0.0%

䛯䜛ᑓ㛛ศ㔝䠄䛘䜀ᶵᲔᕤᏛ䠅䛻ຍ䛘

䛶䚸䛭䜜䛸䛿␗䛺䜛ศ㔝䠄䛘䜀㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ

Ꮫ䚸ሗᕤᏛ䚸⏕≀ᕤᏛ➼䠅䜢ᑓ㛛ศ㔝䛸

䛧䛶య⣔ⓗ䛻Ꮫ䜆䛣䛸䛻㛵䛧䛶䚸ᗈ䛔ど㔝䛸

ᰂ㌾䛺Ⓨຊ䜢䜒䛳䛯ᢏ⾡⪅⫱ᡂ䛻ຠᯝⓗ䛸

ᛮ䛔䜎䛩䛛䚹

㠀ᖖ䛻ຠᯝⓗ ຠᯝⓗ

䛒䜎䜚ຠᯝⓗ䛷䛿䛺䛔 ຠᯝⓗ䛷䛿䛺䛔

90.7䠂 98.5䠂

䜰䞁䜿䞊䝖ඛ䠖ᮏᏛᏛ⏕䛾༞ᴗ䞉ಟ⏕䛾ᑵ⫋ඛ, ᮏᏛᏛ⏕䛾ᐇົカ⦎ඛ, ㏆㞄㧗ᑓᆅඖᴗ➼, ྜィ1,314♫

ᅇ⟅ᩘ䠖196♫䠄ᅇ⋡14.9䠂䠅

37.4%

56.4%

5.6%

0.5%

䛂䝯䝆䝱䞊䠋䝬䜲䝘䞊ไᗘ䛃䜢Ꮫಟ䛧䛯Ꮫ

⏕䛾᥇⏝䛻㛵䛧䛶䚸ḟ䛾䠐䛴䛾୰䛛䜙䠍䛴

䛚㑅䜃䛟䛰䛥䛔䚹

㠀ᖖ䛻⯆䛜䛒䜛 ⯆䛜䛒䜛

䛒䜎䜚⯆䛿䛺䛔 ⯆䛿䛺䛔

5.1%

50.3%
42.1%

2.6%

䛣䛾䝁䞊䝇䛷䛿䚸䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾ᰂ㌾䛻䜘䜚䝸

䜹䝺䞁䝖ᩍ⫱䛺䛹♫ே䛜Ꮫ䛷Ꮫ䜃䜔䛩䛔⎔ቃ

䜢ᩚ䛘䜛䛣䛸䜢ィ⏬䛧䛶䛚䜚䜎䛩䠄ᤵᴗ䛾䜸䞁䝕䝬

䞁䝗䚸㐲㝸ᤵᴗ䞉ᐇ㦂➼䜢✚ᴟⓗ䛻ά⏝䛧䛶䚸

ᮏᏛ䛻᮶䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔ᮇ㛫䜢ᴟຊ▷䛟䛩䜛䛣

䛸䜒ྍ⬟䛻䛩䜛ィ⏬䛷䛩䠅䚹䛣䛾䜘䛖䛺䝁䞊䝇䛜䛷

䛝䛯ሙྜ䚸ᚚ♫䛷䛿᪂つᴗ❧䛱ୖ䛢䛾䛯䜑䛾

ேᮦ⫱ᡂ䛺䛹䚸♫ဨ䛾ᩍ⫱➼䛷ά⏝䛧䛯䛔䛸ᛮ䛔

䜎䛩䛛䚹

䛬䜂ά⏝䛧䛯䛔 ά⏝䛧䛯䛔

ά⏝䛧䛺䛔

93.8䠂 55.4䠂
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䠂௨ୖ䛾ᴗ䛿䚸♫䛾せㄳ䜔Ꮫ䛾ᡓ␎䛻ᇶ䛵䛔䛯᪂䛯䛺䜹䝸䜻䝳䝷䝮䜢ᰂ㌾䚸䛛

䛴㎿㏿䛻ᥦ౪䛩䜛䛯䜑䛻䛿䚸Ꮫ㒊䛚䜘䜃Ꮫ㝔䛾ㄢ⛬䛚䜘䜃ᑓᨷ䛾ᣓ䜚䛜ᚲせ䛷䚸
䛛䛴䝯䝆䝱䞊 䝬䜲䝘䞊ไᗘ䛾ᑟධ䛜ᢏ⾡⪅⫱ᡂ䛻᭷ຠ䛷䛒䜚䚸䛭䛾䜘䛖䛺䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛷
⫱ᡂ䛥䜜䜛Ꮫ⏕䛻⯆䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛䛜᫂䜙䛛䛻䛺䛳䛯䚹

ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇䜢᪂䛯䛺ᴗ❧䛱ୖ䛢䛾䛯䜑䛾ேᮦ⫱ᡂᩍ⫱䛸䛧䛶ά⏝䛧䛯
䛔ពྥ䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛ᴗ䛿 䠂௨ୖ䛷䛒䜛䛣䛸䛛䜙䚸ᮏ䝁䞊䝇䛿ᴗᢏ⾡⪅䛾䝸䜹䝺䞁䝖
ᩍ⫱䛸䛧䛶䜒᭷⏝䛷䛒䜛䚹

䛆䛆㧗ᑓ䜈䛾ᢏ⾡䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇䛻䛴䛔䛶䛾䜰䞁䜿䞊䝖⤖ᯝ䛛䜙䛇䛇

䐟㉁ၥ 3䠄2䠅 ㈗ᰯ䛾Ꮫ⏕䛻ᢏ⾡㠉᪂䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝁䞊䝇䜢່䜑䛯䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䛛䚹
ᰯ䠄ᅇ⟅ᩘ䠅 㽢 䠄ᙉ䛟່䜑䛯䛔䚸㐺ᛶ䜢ぢ䛶㐍䜑䛯䛔䠅 䠙 ே
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0.1 1

0.1 1

1.5 1

0.1 1

0.2 1

1 1

0.2 1

0.2 1

2 1

2 1

1 1

1 1

1 1

2 2

1 1

8 1

8 1

0.1 1

1 1

0.1 1

1.5 1

0.2 1

1 1

0.2 1

2 1

1 1

1 1

1 1

2 2

1 1

1 1

2 1

8 1

8 1

0.1 1

0.1 1

2 1

1 1

0.2 1

2 1

0.7 1

1 1

1 1

1 1

2 1

2 2

1 1

8 1

8 1

0.2 1

1 1

2 1

0.1 1

0.1 1

0.1 1

1 1

1 1

1 1

2 1

1 1

6 1

8 1

8 1

95

94

93

92
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0.3 1

1 1

2 1

1 1

1 1

1 1

2 1

2 1

3 2

3 2

8 1

8 1

0.1 1

0.1 1

1 1

0.2 1

2 1

1 1

1 1

1 1

2 2

1 1

8 1

8 1

0.1 1

1.5 1

0.1 1

0.7 1

1 1

0.2 1

1 1

2 1

1 1

1 1

1 1

0.7 1

2 2

0.7 2

2 1

1 1

8 1

8 1

0.1 1

0.1 1

1 1

0.2 1

2 1

1 1

1 1

1 1

2 2

1 1

2 1

1 1

8 1

8 1

1 1

2 1

0.2 1

1 1

1 1

1 1

0.2 1

1 1

2 1

1 1

1 1

100

99

98

Doctor of

Engineering97 LE THI TINH MINH

96
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1 1

0.2 1

2 1

1 1

0.1 1

1 1

1 1

0.1 1

2 2

1 1

8 1

8 1

0.1 1

1 1

0.1 1

2 1

2 1

1 1

1 1

1 1

0.1 1

2 1

0.1 2

4 1

8 1

8 1

1 1

0.2 1

2 1

1 1

0.1 1

1 1

1 1

0.1 1

8 1

8 1

0.2 1

0.2 1

2 1

0.2 1

3 2

3 2

8 1

8 1

0.7 1

1 1

0.1 1

0.5 1

4 1

0.7 1

0.7 1

0.1 1

4 1

0 1

0.2 1

0.4 1

0.2 1

0.3 1

0.1 1

0 1

2 1

1 1

0.7 1

6 1

8 1

8 1

107

106

105

104

103

102

101
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0.2 1

0.1 1

0.1 1

8 1

8 1

0.1 1

4 1

0.7 1

0.7 1

0.1 1

4 1

1 1

0.2 1

0.1 1

2 1

1 1

6 1

8 1

8 1

0.2 1

0.2 1

0.1 1

0.1 1

8 1

8 1

0 1

0.2 1

0.2 1

1 1

0.5 1

1 1

0.5 1

2 1

0.2 1

3 2

3 2

8 1

8 1

0.7 1

1 1

0.1 1

0.5 1

4 1

0.2 1

0.7 1

0.2 1

0.1 1

2 1

0.5 1

0.5 2

0.7 2

1 1

6 1

8 1

8 1

0.7 1

0.1 1

4 1

0.2 1

0.1 1

0.1 1

8 1

8 1

118

117

116

115

114

113

112

111

110

109

108
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0.2 1

2 1

0.2 1

3 2

3 2

8 1

8 1

0.2 1

0.1 1

0.1 1

8 1

8 1

0.7 1

0.2 1

0.1 1

2 1

0.5 1

0.5 2

0.7 2

1 1

6 1

8 1

8 1

1 1

1.5 1

0.2 1

0.1 1

0.1 1

0.3 1

8 1

8 1

0.3 1

2 1

3 2

3 2

8 1

8 1

0.3 1

2 1

0.3 1

3 2

3 2

8 1

8 1

0 1

0.3 1

2 1

0.3 1

3 2

3 2

8 1

8 1

0 1

Transportation Economics with

Python
1 1

1 1

1 1

0.2 1

0.1 1

0.1 1

8 1

8 1

127

126

125

124

123 Siriporn Taokaew

122

121

120 TRAN PHUONG THAO

119
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0.2 1

0.1 1

0.1 1

8 1

8 1

0.3 1

0.2 1

0.3 1

0.1 1

2 1

1 1

6 1

8 1

8 1

0.3 1

2 1

3 2

3 2

8 1

8 1

0.3 1

2 1

0.3 1

3 2

3 2

8 1

8 1

0.2 1

0.1 1

2 1

1 1

6 1

8 1

8 1

0.5 1

0.2 1

0.1 1

2 1

1 1

6 1

8 1

8 1

0.2 1

1.5 1

0.2 1

0.1 1

0.1 1

8 1

8 1

0.3 1

0.2 1

0.1 1

0.1 1

8 1

8 1

0 1

1 1

1 1

136

135

134

133

132

131

130

129

128
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0.2 1

0.3 1

0.1 1

2 1

1 1

0.7 1

6 1

8 1

8 1

0.2 1

2 1

3 2

3 2

8 1

8 1

0 1

0.2 1

0.2 1

0.5 1

0.7 1

1 1

0.7 1

0.7 2

2 1

0.5 1

2 1

1 1

142 1 1

143 1 1

1 1

1 1

1 1

1 2

2 1

2 1

0.3 1

2 1

2 2

2 1

1 1

1 1

2 1

0.1 1

2 2

2 1

1 1

1 1

0.7 1

0.5 1

0.5 1

1 1

1 1

0.4 1

2 1

2 1

2 1

0.3 1

0.3 1

2 1

0.5 1

148

147

146

145

144

141

140

139

138

137
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0.7 1

0.5 1

1 1

2 1

1 1

2 1

0.7 1

0 1

2 1

1 1

1 1

0.5 1

1 1

0.5 1

0.5 2

2 2

153 0.1 1

0.2 1

0.5 1

0.2 1

1 1

0.2 1

0.1 1

Environmental and Ecology

Engineering
1 1

0.5 2

0.1 1

1 1

0.2 1

1 1

2 1

0.5 1

2 1

0.1 1

1 1

0.7 1

2 1

2 1

0.2 1

1 1

1 1

2 1

0.2 1

0.2 1

1 1

1 1

1 1

2 1

2 1

1 1

1 1

0.5 1

0.5 1

0.5 1

Introduction to Academic

Presentation
0.5 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

160 DRIER BRIAN SETH

159

158

157

156

155

154

152

151

150

149
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1 1

1 1

0.3 1

0.5 1

0.7 1

0.2 1

0.2 1

0.7 2

0.2 1

0.5 1

1 1

1 1

1 2

0.5 1

0 1

165 2 1

0.2 1

0.5 1

0.2 1

2 1

0.5 2

0.1 1

2 1

0.2 1

0.1 1

0.5 1

1 1

2 1

0.5 1

0.5 1

0.5 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

2 1

0.7 1

2 2

1 1

0.5 1

1 1

1 2

0.7 1

171 1 1

0.7 1

1 1

0.5 1

1 1

0.3 1

1 1

2 1

2 1

2 1

173 2 1

172

170

169

168

167

166

164

163

162

161
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1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

176 1 1

0.3 1

1 1

2 1

1 1

1 1

1 1

2 1

1 1

3 2

3 2

8 1

8 1

0.3 1

0.2 1

0.5 1

0.3 1

179 NUR ADLIN BINTI ABU

BAKAR

0.2 1

Introduction to Academic

Presentation
0.5 1

Practical English 1 1

181 2 1

182 0.7 1

183 0.4 1

184 0.4 1

2 1

2 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 2

188 0.2 1

2 1

2 1

190 0.5 1

189

187

Doctor of

Philosophy

186

185

180 Eerikal Indusekar

Balakrishna

Master of

Science

MBA

178

177

175

174
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191 0.2 1

192 2 1

193 0.1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

195 2 1

196 2 1

197 MA in

Humanities

The State of World Environments 1 1

198 0.4 1

1 1

2 1

200 2 1

201 2 1

202 2 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

The State of World Environments 1 1

1 1

1 1

1 1

205 1 1

206 0.7 1

1 1

1 1

1 1

1 1

208 0.2 1

209 2 1

210 2 1

207 Tamplin Gregory Lloyd

Bachelor of

Arts

204

203

199

194 Haga Lori

Bachelor of

Arts
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1 1

1 1

212 2 1

213 0.2 1

214 1 1

215 2 1

0.7 1

2 1

217 2 1

0.2 1

2 1

219 0.4 1

220 2 1

221 2 1

222 0.3 1

223 2 1

224 0.2 1

0.2 1

0.2 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

227 0.3 1

228 0.2 1

229 0.3 1

230 2 1

1 1

1 1

232 0.2 1

233 2 1

234 0.3 1

231

226

Bachelor of

Arts

225

MA in

Developing

Area Studies

218

216

211
Moulinos Bill

Evangelos

Master of

Arts
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235 2 1

236 0.7 1

1 1

1 1

1 1

238 0.7 1

239 2 1

240 0.3 1

241 2 1

242 2 1

243 0.3 1

244 1 1

2 1

2 1

1 1

1 1

1 1

1 1

247 2 1

248 2 1

249 2 1

250 0.1 1

251 0.2 1

252 Akatwijuka Ronald 0.3 1

253 0.3 1

254 0.3 1

246 Latham,Daryl Lance

Master of

Education

245

237
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